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　2024年４月、実務家教員として着任し、沖縄から福島にやってきました。主な職務としては、①産業界

および本学教員と連携した事業開発・起業支援、②本学教員や他大学と連携した起業環境の整備と起業人

材の育成、③地元自治体・企業・産業界と連携した協働事業の推進、④地域課題の解決に向けた企画立案

と事業展開、になります。

　大学発ベンチャーは全国で5,000社を超えます。東北の国立大学を見渡すと、東北大学222社、山形大学

15社、弘前大学11社、秋田大学９社、岩手大学２社に対し、福島大学はわずか１社にとどまっています。

福島県内をみても、会津大学44社、福島県立医科大学６社、福島高専２社という状況です。

　大学発ベンチャー数というKPI（重要業績評価指標）に関しては、残念ながら、わが福島大学は「ビリ大」

の位置にあることは理解しておいてよいでしょう。でもここからです。「ビリギャル」が、トップ大学に合

格したように、私には福島大学が伸びしろのカタマリにしか思えません。

　マーケティングやイノベーションの文脈で大昔からよく語られる、靴の営業パーソンの話（途上国の人々

が裸足の状況を見て、ある人は「靴市場は存在しない」と判断し、別の人は「なんて巨大な市場だ、靴が

必要とわかればみんなこぞって買うぞ」と、同じ状況を見て全く正反対の判断をした）がしかり。先行モ

デルとは全く異なる急速な進化を遂げる「リープフロッグ」もしかりですが、ビリやゼロには革新的なエ

ネルギーが内包されているからです。

　さて、福島に着任早々、戸惑いを覚えました。私の提案を聞くなり「それは難しいですね」という反応

にたびたび接したことです。沖縄では、新しいアイデアを相手に伝えた際、「イイですね！」とか「こうす

るともっとよいのでは？」「私にも手伝わせてください」という共感や前向きな反応がほとんどだったの

ですが、ここ福島では、対話があっという間に終了してしまい、ショックを受けました。また福島で開催

されるセミナーの登壇者が、ほぼシニア男性のみで構成されており、議論の場における多様性の乏しさに

も強い違和感を持ちました。

　つい先月、NHKが『福島県内「転出超過」全国２番目　女性や若者の県外流出続く』と報じました。私

が経験したのは些細なストレスでしたが、ここ福島で生まれ育った女性や若者たちが幼い頃から浴び続け

たであろうネガティブな言葉や反応を思うと心が痛みます。福島にとどまることが将来の制約になると感

じ、県外へ活路を求める人が多いのも当然だろうな、と感じています。言葉は強いですが、この現象は「転

出」ではなく「亡命」ととらえたほうが、事態をより正しく、真摯に理解できるのではないかと思います。

　では、「不適切にもほどがある！」福島は終わっているのか？と問われれば、否と答えたい。福島から離

れようとする激しい「遠心力」が働いているこの地には、同時に、福島の真ん中に向かう「向心力」も存在

します。この向心力というのは、あの震災と、今でも続く原発事故の経験にほかなりません。

　５歳のときに震災を経験した本学１年のある女子学生は、福島県出身で、進学や就職を機に上京してし

「周回遅れの福島に、ワクワクをおさえきれない理由」

地域未来デザインセンター　特任教授　永　井　義　人



まうのではなく、絶対に県内で学び・働くことを選ぶ、と語っていました。「私は、ふるさとである福島

を再生する役割をもらった」という言葉が強く印象に残っています。

　深い傷や不条理を経験した地域だからこそ、そこから使命感を持って立ち上がる人がいます。これまで

誰も経験したことのない困難な社会課題の最前線にある福島は、その課題に挑む人材を育み、輩出する地

域に必ずなり得ます。イノベーション人材の育成を担っている私にとって、福島にワクワクをおさえきれ

ない理由がそこにあるのです。

2026年３月



地域未来デザインセンター 令和７年度 実施事業

令和７年度

４月11日㈮
～５月９日㈮

「原発事故14年　福島「避難」のかたち」パネル展示（福島大学）

４月30日㈬ 第１回運営会議

・令和７年度地域未来デザインセンター客員教員の委嘱（追加分）について

・令和７年度地域未来デザインセンター特任教員の勤務日変更について

・令和７年度CFDCプロジェクトの募集について

・CFDCプロジェクトの採択について

・地域未来デザインセンター共同研究員（自治体派遣）の募集について

・令和７年度地域未来デザインセンター部屋割りについて

・福島県信用保証協会寄附金を活用した令和６年度地域活性化活動助成事業の決算報告
書について

・令和７年度地域未来デザインセンター配分予算執行計画(案)について

・令和６年度CFDC事業報告について

５月21日㈬ 第２回運営会議（メール会議）

・令和７年度福島大学産学官連携研究員及び地域未来デザインセンター連携コーディネー
ターの委嘱について

・令和７年度わくわくJr.カレッジ「サイエンス屋台村」開催について

５月25日㈰ みはる助っ人中高生会議事前ミーティング（三春町役場他）

５月31日㈯ スタディツアー「中間貯蔵施設とJAEA ANALYSiS LAB.から考える、福島の環境の今
と未来」（大熊町中間貯蔵施設他）

６月７日㈯ スタディツアー「大熊未来塾の災害伝承～未来に伝えるための、震災遺構の保存を考える～」
（大熊町中間貯蔵施設他）

６月11日㈬ 福島大学絆会総会（コラッセふくしま）

６月23日㈪ 第３回運営会議（メール会議）

・客員研究員の受入れ申請について

・大越特任教授の令和７年度学長表彰について

６月28日㈯ みはる助っ人中高生会議キックオフミーティング（三春町役場）

７月５日㈯ 熊町小学校校舎の保存を同校卒業生と考えるワークショップ（福島大学）

７月７日㈪ シンポジウム「福島県における災害／復興公営住宅の生活再建の現状と課題～変わりゆ
く生活環境と多様化する住民ニーズ～」（いわき市いわき産業創造館）

７月13日㈰ 熊町小学校校舎の保存を同校卒業生と考えるワークショップ（福島大学）

７月18日㈮
～９月29日㈪

「原発事故14年　福島「避難」のかたち」パネル展示（双葉町東日本大震災・原子力災害
伝承館）

７月18日㈮ 時計組立教室（南相馬市小高小学校）



７月19日㈯
・20日㈰

福島大学オープンキャンパス　企画参加（福島大学）

７月19日㈯ 時計組立教室（葛尾村葛尾小学校）

７月27日㈰ みはる助っ人中高生会議第１回プログラム（三春町役場）

７月30日㈬ 第４回運営会議

・メタバース推進協議会特別会員（会費無償）入会について

・「令和７年度研究成果を活用した商品開発企画」の審査結果について

・CFDCプロジェクトの採択について

・インキュベンションルーム登録プロジェクトについて

・教員の海外渡航について

７月30日㈬ 福島大学市民講座「地域と教育～つながりの中で子どもを育む」（葛尾村葛尾村民会館）

８月１日㈮
～29日㈮

「原発事故14年　福島「避難」のかたち」パネル展示（茨城県つくば市つくば市役所）

８月９日㈯ みはる助っ人中高生会議第２回プログラム・フィールドワーク（三春町役場他）

８月11日
（月・祝）

サイエンス屋台村（福島市子どもの夢を育む施設 こむこむ館）

８月21日㈭ 影絵公演（川内村川内コミュニティハウスにじいろ）

８月26日㈫
～９月８日㈪

富岡町地域協働型学生インターンシップ2025　実施協力（富岡町各地）

８月28日㈭ 第５回運営会議（メール会議）

・相双市域支援サテライト研究員（プロジェクト）募集について

・川瀬章復興支援金の復興支援活動情勢事業

８月30日㈯
～９月30日㈫

「原発事故14年　福島「避難」のかたち」パネル展示（茨城県桜川市桜川市生涯学習センター
さくらす）

９月６日㈯
・７日㈰

第10回防災推進国民大会2025（新潟県新潟市朱鷺メッセ）

９月19日㈮ 第47回全国国立大学生涯学習系センター研究協議会（大分大学）

９月19日㈮
～10月18日㈯

「熊小がある。これまでも。これからも。」パネル展示（大熊町CREVAおおくま）

９月23日
（火・祝）

パネル展関連企画「ふるさと福島を離れて―南相馬市から避難の鎌田昭三さんに聞く」（茨
城県桜川市桜川市生涯学習センターさくらす）

９月24日㈬ スタディツアー「東京電力廃炉資料館および福島第一原子力発電所視察」（大熊町東京電
力第一原子力発電所）

９月25日㈭ 第６回運営会議（メール会議）

・北陸先端科学技術大学院大学とのクロスアポイントメントについて

・東北大学「FUKUSHIMAサイエンスパーク構想」について

・今年度の公開授業について

・教員の海外渡航について

10月４日㈯ みはる助っ人中高生会議第３回プログラム（福島大学）



10月４日㈯ バス見学会「とみおかまちめぐり」（富岡町各地）

10月16日㈭
・17日㈮

REIFふくしま2025　出展（ビッグパレットふくしま）

10月17日㈮ 第36回国立大学法人産学連携研究センター長等会議（Web）

10月18日㈯ 富岡町モルック交流会ボランティア＆ミニツアー（富岡町大熊町各地）

10月19日㈰ 遺構と地域の未来を語り合う場第４回シンポジウム（大熊町Linkる大熊）

10月25日㈯ おおがわら会防災ワークショップ　実施協力（大熊町Linkる大熊）

10月25日㈯ 地域の担い手文化彩2025（伊達市伊達市保原市民センター）

10月28日㈫ 移動式プラネタリウムによる星空観賞教室（いわき市（避難中）双葉北・南小学校）

10月29日㈬ 第７回運営会議

・川瀬章復興支援金による復興支援活動の助成について

・令和７年度地域未来デザインセンター配分予算執行計画（案）について

・福島県信用保証協会事業　令和８年度公募・審査について

・令和７年度福島県信用保証協会事業　中間報告会

10月29日㈬
・30日㈭

メディカルクリエーションふくしま2025　出展（ビッグパレットふくしま）

11月３日
（月・祝）

スタディツアー「中間貯蔵施設と大熊町、福島の未来」（大熊町中間貯蔵施設他）

11月７日㈮ ガリレオ工房による理科実験教室（浪江町なみえ創成小学校他）

11月８日㈯ そなえるふくしま2025～いのちを守るマイ避難～（いわき市アクアマリンパーク）

11月17日㈪ 福島大学市民講座「相双地方のこれから「観光」を考える～世界目線で選ばれる地域の魅
力の見つけ方～」（相馬市相馬市民会館）

11月21日㈮
・22日㈯

ロボット航空宇宙フェスタふくしま2025　出展（ビッグパレットふくしま）

11月29日㈯ 第１回駅西住宅防災の集い　実施協力（双葉町駅西住宅）

12月３日㈬
～３月31日㈫

「熊小がある。これまでも。これからも。」パネル展示（双葉郡東日本大震災・原子力災
害伝承館他）

12月７日㈰ スタディツアー「コミュタン福島視察とIAEAから学ぶ、福島県の環境と放射線・放射能
の現在」（三春町コミュタン福島）

12月７日㈰ 第27回福島ダイアログ（大熊町CREVAおおくま）

12月７日㈰ 第３回幾世橋防災の集い　実施協力（浪江町幾世橋防災コミュニティセンタ―）

12月13日㈯
・14日㈰

復興創生シンポジウム「福島復興とコミュニティ再生の展望～第３期復興・創生期間に
向けて～」（双葉郡Jヴィレッジ他）

12月14日㈰ みはる助っ人中高生会議第４回プログラム（三春町役場）

12月20日㈯ バス見学会「とみおか・おおくままちめぐり」（富岡町大熊町各地）

12月21日㈰ スタディツアー「福島県立博物館で震災遺産を学ぶ・防災を考える」（会津若松市福島県
立博物館）

12月24日㈬ 第８回運営会議

・特任教員Ａの採用及び再任について



・令和８年度公開授業の学内募集と出前講座題目の学内照会について

12月25日㈭ スタディツアー「東京電力廃炉資料館および福島第一原子力発電所視察」（大熊町東京電
力第一原子力発電所）

12月28日㈰ 双葉町クラフト教室「お正月かざりづくりWS」（双葉町旧双葉町駅舎）

１月25日㈰ 第２回駅西住宅防災の集い　実施協力（双葉町駅西住宅）

１月28日㈬ 第９回運営会議（メール会議）

・福島大学地域未来デザインセンター復興創生シンポジウムの開催について

・福島テレビ、ADKとの連携講座アスノカイギの実施について

・ふくしまデジタルイノベーションアワード表彰式について

・インキュベーションルーム登録プロジェクトについて

・教員の海外渡航について

１月31日㈯ 福島大学市民講座「災害に強い地域づくりのためのヒント～宮城県丸森町の事例に学ぶ～」
（浪江町浪江町防災交流センター）

２月３日㈫
～８日㈰

「原発事故15年　福島「帰れない」家　帰還困難区域の今」パネル展示（東京都台東区隅
田公園リバーサイドギャラリー）

２月４日㈬
～３月15日㈰

「原発事故15年　福島「帰れない」家　帰還困難区域の今」パネル展示（東京都新宿区東
京ボランティア・市民活動センター）

２月８日㈰ 遺構ミニ勉強会「建物をのこすということ～事例から熊小を考える～」（大熊町学び舎ゆ
めの森）

２月13日㈮ 時計組立教室（南相馬市石神第一小学校体育館）

２月15日㈰ みはる助っ人中高生会議成果発表会（三春交流館まほら）

２月16日㈪ 「学びの地」福島県浜通りでの探究型学習等成果報告会（ZOOMオンライン）

２月18日㈬ 第10回運営会議（メール会議）

・北陸先端科学技術大学院大学とのクロスアポイントメント制度に関する変更協定につ
いて

２月20日㈮ 保育職員向け研修（いわき市（避難中）ふたば幼稚園）

２月20日㈮ スタディツアー「大熊未来塾の災害伝承～未来に伝えるために、次世代への伝承を考える～」
（大熊町中間貯蔵施設他）

２月26日㈭ 第11回運営会議（メール会議）

・令和８年度福島県復興支援専門員（避難地域復興）設置業務の受託（継続）および「地
域コミュニティ再生・形成支援業務」の新事業受託について

・「復興支援員設置業務」研究員募集および「地域コミュニティ再生・形成支援業務」特
任助教募集について

・南相馬市等との「福島大学サテライト拠点（仮称）の立地および施設整備に係る連携協
力に関する協定」の締結について

・「復興支援員設置業務」コーディネーター募集について

・令和８年度地域未来デザインセンター相双地域支援サテライトの体制について

２月26日㈭ 第１回コミュニティ再生・形成支援事例報告会（浪江町浪江町防災交流センター）

２月28日㈯ 想いをつなぐキャンドルづくり（浪江町BASEマチナカ）

３月１日㈰ 想いをつなぐキャンドルづくり（楢葉町みんなの交流館ならはCANvas）



３月４日㈬ 第２回コミュニティ再生・形成支援事例報告会（楢葉町みんなの交流館ならはCANvas）

３月７日㈯ パネル展関連企画「福島「帰れない」家をおもう」（東京都新宿区東京ボランティア・市
民活動センター）

３月９日㈪ 高倉伊助氏による案内・語り部講話（双葉町各地）

３月11日㈬ （仮称）福島大学サテライト拠点の立地および施設設備に係る連携協力に関する協定　締
結（国立大学法人福島大学地域未来デザインセンター、南相馬市、日本国土開発株式会社、
一般社団法人南相馬ミライエ）

３月19日㈭ 第12回運営会議（メール会議）

・特任教員の採用について

・国立大学法人福島大学地域未来デザインセンターと三井住友海上火災保険株式会社福
島支店との包括連携協定締結について

３月26日㈭ 第13回運営会議（メール会議）

・令和８年度地域未来デザインセンター客員教員の委嘱について

・令和８年度地域未来デザインセンター客員研究員の委嘱について

・令和８年度地域未来デザインセンター兼務教員の任命について

・副センター長の選出について

・地域未来デザインセンター相双地域支援サテライト研究員の募集について（再募集）

・地域未来デザインセンター相双地域支援サテライト研究員の採用について

・令和８（2026）年度地域未来デザインセンターの体制について

・令和８年度公開授業一覧について

・令和８年度福島県信用保証協会寄付金による地域活性化活動助成事業審査結果につい
て

・令和８年度川瀬章復興支援金助成事業審査結果について

３月28日㈯ 第３回駅西住宅防災の集い　実施協力（双葉町駅西住宅）



地域未来デザインセンタービジョン

2022年（令和4年）4月
地域未来デザインセンター発足

復興における
課題

地域未来デザインセンターがめざすもの

幸福度の高い福島をめざして

協働（自治体・企業・NPO・教育機関・市民）して
個別テーマを解決する。

民間企業の事業開発人材・
起業家の育成を図る。

市民（子ども、社会人）の学びを
支援する。

地域創造支援センターとうつくしまふくしま未来支援センターを発展的に統合。
地域の課題解決およびイノベーション創出に貢献するとともに、
新しい地域社会の在り方を提案し、地域創生に寄与することを目的とする。

●産業再生の停滞
●ハード偏重ソフト軽視

21世紀的
課題

●人口減少社会・少子高齢化　●コミュニティ崩壊
●地域の産業活力の低下　　　●エネルギー問題

豊かな暮らし・地域づくり 産業の育成

センターの活動

人づくり 人権・人格の尊重

▶課題を解決するプロジェクトを生成・
実行する。
▶課題に関する研究を行う。

▶アントレプレナーシップ教育
▶事業開発・起業教育

▶センターを使った市民活動支援
▶文化を含めた市民の学び支援
▶震災復興、防災の学び

●学内研究・教育シーズの集積

●各種プロジェクトの形成と支援 

●自治体・企業等との相談業務、連絡調整

●地域、 自治体、企業活動の情報収集・分析（IR）

社会課題解決プロジェクト形成支援

●自治体や企業・市民など多様な人材を様々な形で受け
入れたプラットフォームの展開

●各種プロジェクト、 企業・自治体・団体のコワーキン
グの場の提供・調整 

●市民教育　等

産官学民連携の促進

●起業・事業開発・イノベーション教育 

●教員・学生・アントレプレナー新規事業開発支援 

起業・事業開発人材育成

●出前講座講師の派遣 

●公開講座・公開授業 

●貴重資料 （旧地域創造支援センター所蔵資料） 保管

生涯学習･資料整備保存

●被災地スタディツアー 

●防災教育教材活用事業 

●相双地域支援サテライト事業

復興創生

機 能
概 要
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復興創生シンポジウム
地域未来デザインセンター　特任准教授　藤室　玲治

復興創生シンポジウム「福島復興とコミュニティ再生の展望」
　■　開催報告
　地域未来デザインセンターの主催事業としてのシンポジウムを初の浜通り（Ｊヴィレッジ）で開催した。
2026年度からスタートする第３期復興・創生期間では、帰還者や移住者が今後も定住し続け、また避難者
にとっても「ふるさと」との絆を感じられる浜通りの実現が求められる。そのためには、住民が互いに支
え合い、地域の一員であることを実感できるコミュニティの再構築と、全国からの関係人口が関与するこ
とも重要である。
　第一部に基調講演、第二部と第三部にパネルディスカッションを用意し、三部構成とした。第一部の基
調講演では、復興庁福島復興局長の志田文毅氏から、復興推進に向けた政府の体制や2026年度から始まる「第
３期復興・創生期間」の基本方針に加えて、福島県出身の立場から福島復興に向けた思いなどをお話いた
だいた。
　第二部では、「福島復興とコミュニティ再生の展望：自治体の視点から」と題してパネルディスカッショ
ンを実施し、①第２期復興・創生期間の評価、②第３期復興・創生期間の課題、③復興まちづくりのゴー
ルと自治体／地方自治の役割をテーマに、各登壇者から、コミュニティ再生や復興まちづくりに関する明
確なゴール設定は難しいという前置きがありながらも、現在直面する課題や展望についてお話をいただく
ことができた。
　第三部では、「福島復興とコミュニティ再生の展望：民間の視点から」と題し、多様な分野で活動する民
間４名の皆さんによるパネルディスカッションを実施した。ご自身の取り組み紹介に加えて、①コミュニ
ティ再生の課題、②復興まちづくりのゴールと民間の役割をテーマにお話しをいただいた。

＜シンポジウム＞
実 施 日：2025年12月13日㈯　13：30～17：00

会　　場：本会場（Ｊヴィレッジ コンベンションホール）＋オンライン配信（YouTube）
参加人数：100名以上
＜エクスカーション＞
実 施 日：2025年12月14日㈰
コ ー ス：Ａコース（大熊町・富岡町）、Ｂコース（浪江町・双葉町）
参加人数：16名
プログラム詳細：

実施日 内　容 詳　　　　　　細

12/13㈯

開会挨拶 福島大学学長　三浦　浩喜

第一部
基調講演「福島復興の加速に向けて～現状と取組～」
　講師：志田　文毅 氏（復興庁福島復興局 局長）

第二部　

パネルディスカッション
　「福島復興とコミュニティ再生の展望:自治体の視点から」
登壇者：
　山本　育男 氏（富岡町町長）、新保　隆志 氏（大熊町副町長）
　森　　隆史 氏（双葉町副町長）、吉田　栄光 氏（浪江町町長）



4 福島大学地域未来デザインセンター年報　2025 2026年５月

作成したチラシ：

参加者の感想：
「それぞれのパネリストが異なる活動や取り組みを行っていたが、暮らし続けられ、人が集まるまちにし

ていくという思いは共通していた」「復興の定義がない中、関係者が奔走していることが理解できた。
各自治体の長と民間が集う機会は継続して必要だと感じた」「震災での人の思いがよく感じられる機会だっ
た」「新住民と元々住んでおられる住民とのコミュニティのあり方について、改めて考えさせられた。」

第三部

パネルディスカッション
　「福島復興とコミュニティ再生の展望：民間の視点から」
登壇者：
　鈴木みなみ 氏（cotohana共同代表）
　木村　紀夫 氏（大熊未来塾代表理事）
　浅野　雅己 氏（浅野撚糸代表取締役社長）
　永田　行直 氏（浪江町幾世橋行政区区長）

閉会挨拶 福島大学 理事、研究・地域連携担当　松田　　幹

12/14㈰

Ａコース（大熊町・富岡町）
木村紀夫氏による大熊町内（旧熊町小学校など）案内、鈴木みなみ氏
による富岡町内（夜の森地区や富岡駅周辺）案内

Ｂコース（浪江町・双葉町）
相双地域支援サテライトスタッフによる伝承施設（東日本大震災・原
子力災害伝承館など）の案内、子安結愛華氏（浅野撚糸社員）による
複合施設「フタバスーパーゼロミル」の案内、永田行直氏による幾世橋
防災コミュニティーセンターの案内他
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令和７年度福島県信用保証協会寄附金による地域活性化活動助成事業報告

　■　概　　要
　「国立大学法人福島大学と福島県信用保証協会との寄附受け入れに関する協定書」（令和６年11月25日締結）
に基づき、福島県信用保証協会から350万円の寄附を受け入れ、本事業を実施した。今年度は、公募６件
から下表３件が採択され、本学学生を中心とした活動メンバーの活動を助成した。

【公募期間（学内）】令和６年10月30日㈬～令和７年１月14日㈫
【審 査 期 間】令和７年１月28日㈫～２月５日㈬
　　　　　　　令和７年２月26日㈬地域未来デザインセンター運営会議 決定
【中間報告会】令和７年11月６日㈭
【公開報告会】令和８年３月２日㈪

　■　令和７年度採択事業一覧

活　　　　　動　　　　　名 申　請　者
（代表教員）

助 成 額
（１年間）

西郷村における地域アンブレラブランドNeeeMOの確
立による地域振興

食農学類
教授　河野　恵伸

998

復興と酪農　
～福島の恵みでつなぐ美味しさと科学のハーモニー～

食農学類
教授　平　　　修

1,000

『どこでもバス』によるアクセシビリティ向上と市街
地の活性化

経済経営学類
教授　吉田　　樹

850

（単位：千円）
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１．代　表　者 食農学類　教授
　河野　恵伸

２．活動グル―
プメンバー

①食農学類（食農科学研究科）
　　　　　　　　　・10名
②西郷村農業公社他・10名

３．活　動　名 西郷村における地域アンブレラブラ
ンドNeeeMOの確立による地域振興

４．活 動 場 所 福島県西白河郡西郷村

５．実施スケジュー
ル

６月～２月 
西郷在来大豆味噌を活用した商品
開発

７月～10月
NeeeMOブランド等のプロモー
ション活動

７月～11月 
店頭プロモーションに関する研究

12月～１月 
ブランド協議会設立を目指した活
動

６．活動の概要

・西郷在来大豆味噌を活用した商品
開発について、六次化サポートセ
ンターからアドバイスを基に、肉
味噌等の試作を行った。

・NeeeMOのプロモーション活動に
ついては、福島大学オープンキャ
ンパス、まるごと西郷館軽トラ市
で実施するとともに、これまでの
活動をとりまとめてふくしま産業
賞に応募した。

・店頭プロモーションについては、
POPの違いによる消費者評価や売
上への影響をアンケート及びPOS
データ分析、画像分析を行った。

７．活動の成果

・肉味噌は、レッド・オーシャンで
あること、コスト高であること、
既存商品との差別化が必要である
ことから、現時点で商品化には至っ
ていない。一方で、チューブタイ
プのからし味噌製品を商品化し、
NeeeMOブランドでテスト販売を
行っている。

・ふくしま産業賞学生部門銀賞を受
賞し、西郷村村長（代理：副村長）
に対して報告会を実施した。

・NeeeMO冷凍商品の店頭POPの試
験は、初秋の第１回の試験で手書
きPOPに若干の販売促進効果が見
られたが、中秋以降の第２、３回
では効果が見られず、調査時期の
再設定が必要である。

１．代　表　者 食農学類　教授
　平　　　修

２．活動グル―
プメンバー

安斎智香、猪狩光希、大内菜摘、内
山めいあ、大西宥衣、神保美月、加
茂葵、小林佳凛、水野真緒、鈴木み
のり

３．活　動　名 復興と酪農～福島の恵みでつなぐ美
味しさと科学のハーモニー

４．活 動 場 所 福島市、浪江町、大玉村、いわき市、
西会津町、楢葉町 他

５．実施スケジュー
ル

４～６月：計画立て、田植え、第１
回JAアグリ塾

７月：楢葉サイエンスカフェ、福島
大学オープンキャンパス

８～９月：杉妻サイエンスカフェ、
第２回JAアグリ塾、仙台向山高
校生見学対応、西会津サイエンス
カフェ、復興牧場見学、こむこむ
サイエンスカフェ、本宮寺カフェ
サイエンスカフェ、岩瀬農業高校
サイエンスカフェ①

10～12月：岩瀬農業高校サイエンス
カフェ②、大玉村サイエンスカ
フェ、バウムクーヘン試作、稲刈り、
向山高校サイエンスカフェ、清水
学習センターサイエンスカフェ、
第３・第４回JAアグリ塾

２月：イチゴミルクバウムクーヘン
販売会

６．活動の概要

福島大学食農学類の学生が主体とな
り、県内各地の学校・地域イベント・
大学行事でサイエンスカフェを実施
した。今年度はミルクサイエンスを
軸に、牛乳や発酵、農産物を題材と
した実験・体験活動を展開し、つか
める水、万華鏡、酵素反応、カッテー
ジチーズ作りなどを通して、子ども
から大人まで科学の楽しさを伝えた。
さらに、田植えや復興牧場見学、バ
ウムクーヘン試作・販売にも取り組
み、復興と酪農、食と農の魅力を科
学的視点から発信した。

７．活動の成果

年間25回の活動を継続し、JA、学校、
地域団体等と連携しながら、子ども
から高校生、一般参加者まで幅広い
層に科学と食農の魅力を届けること
ができた。オープンキャンパスや高
校での実施では進路相談も行い、福
島大学食農学類への関心喚起につな
がった。また、復興牧場見学やイチ
ゴミルクバウムクーヘン販売会を通
じ、地域資源の価値を学内外へ発信
できた。活動を通して学生自身の企
画力・説明力も向上し、地域貢献の
実践につながった。

　■　地域活性化活動助成事業報告
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１．代　表　者 経済経営学類　教授
　吉田　　樹

２．活動グル―
プメンバー

市山大雅、小野心花、刈谷旭、川俣
信樹、斉藤有沙、佐藤百夏、清野美
咲、中村哲陸、平澤紗梨捺、山崎里
奈、西村和哉

３．活　動　名 『どこでもバス』によるアクセシビ
リティ向上と市街地の活性化

４．活 動 場 所 会津若松市

５．実施スケジュー
ル

（４～５月）
会津Samurai MaaS協議会との会
合。「おちょこパス」と組み合わせ
たプロモーション方策の立案

（６～９月）
「おちょこパス」および「あいづ～
ぽん」協賛候補店の訪問。協賛店
の獲得

（10月）
モニターツアー（エクスカーショ
ン）の実施

（10月～１月）
「おちょこパス」と組み合わせた
プロモーションの実施（広報媒体）

（１月）
「どこでもバス」配車データの分
析と運用改善策の立案

（２月）
報告書類の作成・最終報告会

６．活動の概要

本活動は，会津若松市中心部のオン
デマンド交通『どこでもバス』を対
象に、生活者と旅行者双方の移動手
段としての定着を図ることを目的と
した。『どこでもバス』利用者を対
象としたデジタルクーポン「あいづ
～ぽん」の協賛店を拡大するととも
に、「おちょこパス」（まちなか周遊
バスの企画乗車券）と一体にした広
報媒体を作成し、モニターツアーに
よりその効果を計測した。また，「ど
こでもバス」の配車データの分析を
行い、より多くの移動需要に応える
ための方策を立案した。

７．活動の成果

学生が「おちょこパス」の協賛店を
訪問し、「あいづ～ぽん」の協賛店舗
拡大について協力依頼を行い、最終
的に「おちょこパス」の協賛継続34

店舗、「あいづ～ぽん」の新規協賛24

店舗をいただいた。また、福島大学
が協力（吉田ゼミが運営）した「お
でかけ交通博」（国交省東北運輸局
主催）で、「おちょこパス」によるモ
ニターツアー（エクスカーション）
を実施（10月11日）し、51名が参加
した。
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川瀬章復興支援金助成事業

　■　概　　要
　故川瀬章氏より、福島大学地域未来デザインセンターに対し、「福島の震災復興や未来を担う子どもの教
育のため」活用する目的で、遺贈によりご寄附をいただきました（令和４年11月）。
　このご寄附による復興支援金を遺贈者の遺志に従って活用するため、４件の復興支援活動を行いました。

　■　令和７年度採択事業一覧

活　　　　　動　　　　　名 申　請　者
（代表教員）

助 成 額
（１年間）

ならはっ子「おとなへの階段プロジェクト」キャンプ
活動

学生団体「福島大学災害
ボランティアセンター」

顧問　鈴木　典夫
500

「東日本大震災と原発事故による被災地域の子どもた
ちを対象とした学生コンサート（令和７年度）」

人間発達文化学類
教授　中畑　　淳

200

能登半島地震被災地支援の取り組みを通して育む自立
と成長―福島県楢葉町の子どもたちによる防災教育と
震災伝承の取り組み―

地域未来デザインセンター
特任准教授　藤室　玲治

1,101

双葉郡の「鮭」をテーマとしたアートプロジェクト
人間発達文化学類

教授　渡邊　晃一
200

（単位：千円）
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　■　令和７年度寄附金「川瀬章復興支援金」による活動報告

１．代表者
（学生団体）
福島大学災害ボランティアセンター
　顧問　鈴木　典夫

２．活動に関わっ
た者、組織（学
内・学外）

楢葉町地域学校協働センター
楢葉町役場子ども課

３．活動名 ならはっ子「おとなへの階段プロジェ
クト」キャンプ活動

４．活動期間 令和７年４月１日㈫
　～令和８年２月28日㈯

５．実施スケジュー
ル

①小学生低学年ならはっ子野外デイ
キャンプ「体験キャンプ」

　６月７日㈯実施、楢葉町認定こども
園「あおぞらこども園」

　楢葉町児童33名、学生15名
②会津美里町の小学生と楢葉町小学生

との交流キャンプ「絆キャンプ」
　８月４日㈪～５日㈫実施、楢葉町天

神岬公園キャンプ場
　楢葉町児童15名、会津美里町児童15

名、学生10名、教員
③小学生高学年対象ならはっ子野外宿

泊キャンプ「チャレンジキャンプ」
　10月12日㈰～13日㈪、福島市立子山

自然の家
　楢葉町児童17名、楢葉町職員２名（引

率）、学生13名、教員１名

６．活動の概要

①小学生低学年の「体験キャンプ」では、
薪割りからホットサンドづくり、テン
ト立て、集団遊びを行った。②「絆キャ
ンプ」は、会津美里町・楢葉町教育委
員会主催で、私たち災ボラがプログラ
ム企画を行った。１日目は遠隔技術開
発センター見学、川でのガサガサ漁体験、
火起こし・野外炊飯を行った。２日目は、
海水浴をし、防災食の昼食をとり終了
した。③小学生高学年対象の「チャレ
ンジキャンプ」の１日目は、自然環境
を活かした宝さがし、薪割り火起こし・
野外炊飯とバウムクーヘンづくり、キャ
ンプファイアを実施。２日目は、大学
で法学の先生の協力で裁判仕組みを勉
強し、ウォークラリーとサークル体験

（チアリーディング、放送DJ）をした（リ
トルオープンキャンパス）。

７．活動の成果

①小学生低学年のチャレンジキャンプ
は参加児童が増え、保護者からの信頼
も大きくなってきていることを実感し
た。②の絆キャンプでは、会津美里町
からの参加児童が増え、防災教育も交
えながら、学びと交流の機会となって
いることを実感した。③チャレンジ
キャンプは、大学生との顔見知り関係
が深まっており、参加児童自ら主体的
に行動したり、役割を担ったりできる
ようになってきていると感じた。いず
れの活動も、プロジェクト本来の趣旨
である大学生が児童たちのロールモデ
ルになるという役割は一定果たしてい
ると感じた。

②絆キャンプ「遠隔技術開発センター見学」

①デイキャンプ「薪割りからの火起こし」

③チャレンジキャンプ「野外炊飯」
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１．代表者 人間発達文化学類
　教授　中畑　　淳

２．活動に関わっ
た者、組織（学
内、学外）

【学内】福島大学人間発達文化学類　器楽
研究室を中心とするメンバー 中畑淳（教員）、
石井康太郎、齋藤鞠奈、佐藤真秀子、戸
谷未空、遊佐明香莉、我妻紅愛（以上４
年）、安斎夏未、市川真由、菅野美紘、丹
野瑠菜、長島理恵、長山瀬菜、細川花音

（以上３年）、平山詠太（２年）、安齋香穂、
浦野文奈、菅野優奈、中丸絢音（以上１年）
ほか。藤室玲治、松原久（地域未来デザ
インセンター相双地域支援サテライト） 

【学外】葛尾村および大熊町の教育委員会
ならびに教職員各位、参加してくれた児童、
生徒一同。川内小中学園の教職員各位、 参
加してくれた児童、生徒一同、にじいろ
スタッフの皆さま。

３．活動名
「東日本大震災と原発事故による被災
地域の子どもたちを対象とした学生コ 
ンサート（令和７年度）」

４．活動期間 令和７年４月１日㈫～令和８年２月28日㈯

５．実施スケジュー
ル

令和７年８月６日㈫および８月７日㈬に、
「福島大学＆葛尾村・大熊町　音楽コンサー
ト＆ワークショップ」として、本学音楽棟
合奏室（音311）で開催。内容はコンサー
ト（アンサンブル）、ワークショップ（「ピ
アノ博士になろう」、楽器体験）および大
学生との交流で構成した。
令和８年２月19日㈭に、川内村・川内小
中学園 地域文化伝承教室にじいろを訪問
し、学生コンサート（アンサンブル）と
ワークショップ『みんなで管楽器マスター
＆マエストロに変身しよう！！！』および楽
器体験を開催した。

６．活動の概要

（８月）葛尾村、大熊町から福島大学へ子
どもたちに来てもらい、学内で学生コンサー
トとワークショップを実施した。大熊町
所有のコンサート用楽器（福島大学で保
管中）を活用した内容で企画した。

（２月）川内村立川内小中学園・地域文化
伝承教室にじいろを訪問し、学生コンサー
トおよびワークショップを実施した。日
程は川内村と調整して決定し、季節性お
よび前年度からの持続性と対比を意識し
たプログラム、ワークショップとした。

７．活動の成果

（８月）大熊町の楽器を本学で預かってい
るご縁から、子どもたちに大学を訪問し
てもらう事業が、約２年越しの構想を経
て今年度に実現した。子どもたちは、コ
ンサートとワークショップに熱心に参加
してくれ、大学生との交流や大学キャン
パスを遠足気分で満喫している様子が印
象に残った。

（２月）前年度に続き川内村を訪問して、
コンサートとワークショップを行った。
いずれもアクティブラーニングで進め、
回を追うごとに参加学生たちの成長が感
じられた。

福大コンサートのプログラム（当日配布しました）

ワークショップ『♪ピアノ博士になろう♪』

福大コンサート　管楽器の説明をしています

川内コンサート ワークショップ 楽器クイズと指揮者体験コーナー
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１．代表者 地域未来デザインセンター
　特任准教授　藤室　玲治

２．活動に関わっ
た者、組織（学
内、学外）

①地域未来デザインセンター相双地域
支援サテライト コーディネーター

　伊藤　航
②楢葉町こども課　課長 渡邉　敬、

課長補佐 新妻　由伯

３．活動名

能登半島地震被災地支援の取り組みを
通して育む自立と成長―福島県楢葉町
の子どもたちによる防災教育と震災伝
承の取り組み―

４．活動期間 令和７年４月１日㈫
　～令和８年２月28日㈯

５．実施スケジュー
ル

令和７年４月２日㈬～４日㈮　能登半
島訪問・交流、活動についての打ち
合わせ、被災地視察

令和７年７月　總持寺通り協同組合、
門前中学校との打ち合わせ

令和７年８月　楢葉町、中学生との打
ち合わせ実施

令和７年９月　マルシェ出店のための
リハーサル実施

令和７年９月13日㈯～14日㈰　能登半
島訪問・交流、門前マルシェへの出
店、被災地視察

（令和８年３月７日㈯　楢葉町「3.11・
つなぐ・未来」での活動報告実施）

６．活動の概要

福島県楢葉町地域学校協働センターの
放課後子ども教室では、能登半島地震
の被災地、石川県輪島市門前町の総持
寺通り商店街協同組合への支援活動に
取り組んでいる。福島大学もこの活動
を支援し、これまで支援を受ける側
だった福島の子どもたちが、支援する
側に回り、災害と防災の知識を身につ
けるにとどまらない、精神的な自立と
成長を遂げることを目指した防災教育
に取り組む。また、この子どもたちの
活動を、町内での報告会等の開催によ
り、地域社会の防災力の向上と、東日
本大震災の伝承も狙う。

７．活動の成果

輪島市門前町總持寺通り商店街で定期
的に開催されている「門前マルシェ」
に楢葉中学生と門前中学生が共同出店
を行った。楢葉中学生は防災食づくり
ワークショップを実施し、来場者との
交流を通じて災害時の備えや工夫につ
いて伝える機会となった。準備や運営
を協力して行う中で、被災地同士の関
係が深まり、支援が一方向ではなく学
び合いへと発展した。また、地域住民
との対話を通じて、子どもたち自身が
主体的に考え行動する力を育む機会と
なった。

門前マルシェ出店の様子

門前マルシェ出店 集合写真

輪島朝市跡地の視察

總持寺通り協同組合との打ち合わせ
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１．代表者 人間発達文化学類
　教授　渡邊　晃一

２．活動に関わっ
た者、組織（学
内、学外）

福島大学大学院 地域デザイン科学研
究科 人間文化専攻１年　塩澤絋明、
東日本大震災・原子力災害 伝承館（双
葉町）、双葉町役場、双葉町観光協会、
双葉町ダルマ市実行委員会事務局、経
済産業省（令和７年迄）、双葉中学校、
地域未来デザイン支援センター 相双
地域支援サテライト

３．活動名 双葉郡の「鮭」をテーマとしたアート
プロジェクト

４．活動期間 令和７年５月５日（月・祝）
　～令和８年３月11日㈬

５．実施スケジュー
ル

・令和７年５月５日（月・祝）～５月
31日㈯、東日本大震災・原子力災害 
伝承館（双葉町）にて、鮭をテー
マとした「アートのぼり」のワーク
ショップと掲揚。

・令和８年１月10日㈯、双葉町ダルマ
市会場と伝承館にて「鮭アートのぼ
り」のワークショップを福島大学の
学生、大学院生８名と開催。

・令和８年１月11日㈰、双葉町ダル
マ市は強風のため午前中でワーク
ショップが中止となる。伝承館（双
葉町）で「鮭アートのぼり」のワー
クショップを開催。伝承館に作品の
展示設営。

・令和８年１月11日㈰～３月11日㈬、
伝承館（双葉町）にて「鮭アートの
ぼり」の作品を掲揚。来館者に紹介。

６．活動の概要

福島県の浜通り（相双地区）では双葉
郡の木戸川をはじめ、秋になると多く
の鮭が海から生まれた川へと戻ってき
た。全国でいち早く稚魚を川に放つ活
動をしてきた歴史もある。東日本大震
災以前、楢葉町の木戸川魚連、浪江町
の「はらこ飯」や「紅葉汁」の郷土料理
など、「鮭」は相双地区を繋げる重要な
文化である。本企画はそのような「鮭」
をテーマとして、大学の美術を専門と
する学生を中心に、双葉郡の子どもた
ちとともにアート作品を制作し、もと
もと地域に伝承されてきた文化を通し
て、新しい価値を創出するものである。

７．活動の成果

地域の文化と豊かな自然に対する想
いとも重ねて「鮭」をモチーフとした

「アートのぼり」を制作した。福島大
学芸術・表現コースの学生、大学院生
８名（塩澤絋明、鈴木みひろ、西田有
沙、岩渕音和、折笠ななみ、佐藤優奈、
佐藤そよ、野木あかり）が双葉町ダル
マ市会場と東日本大震災・原子力災害 
伝承館においてワークショップを開催。
子どもたちと一緒に、作品を制作。沢
山の子どもたち、ご家族が参加し、思
いを込めた作品が制作された。出来上
がった「鮭アートのぼり」は東日本大
震災・原子力災害 伝承館で１月11日
㈰から３月11日㈬にかけて展示を行っ
た。

双葉ダルマ市のワークショップ風景

出来上がった作品は、伝承館に飾られた（１月 11 日～３月 11 日）

東日本大震災・原子力災害 伝承館（双葉町）での展示風景
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地域未来デザインセンター活動報告

地域未来デザインセンター　プロデュース部門　部門長　鈴　木　典　夫　

　プロデュース部門の地域未来デザインセンターにおける機能は、①地域課題解決のためのプロジェクト
形成・支援、②相双地域支援サテライトの運営・震災伝承・防災支援、③DX・スマートシティの実践・研究、
④事業開発・起業・スタートアップ支援、⑤産官学連携・地域連携、を主なものとして整理しています。
　今年度（2025年度）は、これらの機能を実践的に展開していくため、スマートシティ担当の高際先生、
起業支援・事業開発を核とした地域デザイン担当の永井先生、産官学連携・地域連携担当の大越先生、相
双地域支援サテライト長を兼ねた復興創生担当の藤室先生、地域IR担当の斎藤先生、部門に関する産学連
携担当（URA）の工藤さんにより、部門事業に取り組みました。
　各担当から別途報告もありますので、この紙面では今年度の概要と動向を報告します。

2025年度の主な活動

１．地域課題・社会的課題のためのプロジェクト形成・支援

　デザインセンターで展開するプロジェクトは、各学類・研究科教員の起案するものと、センター教員が
起案するものとに分かれており、随時申請を受け支援をしました。
　今年度末までで終了のプロジェクトは５件ですが、継続プロジェクトは、学類教員起案・センター教員
起案含めて９件あります。単なる研究成果ではなく、事業へのモデル化・実装化へつながるプロジェクト
を柔軟に対応し支援しています。その中でも、鈴木あい先生は、文部科学省の「学際融合グローバル研究
者育成東北イニシアティブ（TI-FRIS）」事業支援研究者として、デザインセンターのこのプロジェクト
も活用していただき、その成果が国際学会誌『International Criminal Justice Review』に掲載されました。
　
≪2025年度実施のプロジェクト≫　2026年３月末
〇学類教員起案

申請者 所　　　属 テ　ー　マ

黒沢　高秀 共生システム理工学類 外来生物駆除を通したエコツーリズムによる
裏磐梯の新たな魅力創出

（～2026年
10月）

川崎　興太 共生システム理工学類 福島の復興に向けたまちづくり （～2026年
10月）

種村菜奈枝 食農学類 医薬品と食品との相互作用リスク管理の最適化：
さくふくモデル

（～2026年
３月）

鈴木　あい 教育推進機構 福島県におけるナッジ理論を活用した犯罪予
防の取り組みとその発信

（～2026年
３月）

高橋　有紀 行政政策学類 福島発「立ち直りの６次化」プロジェクト 継 続

小山　良太 食農学類 地方中核市周辺農村部活性化のための松川学
プロジェクト 継 続

プロデュース部門
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阿部　浩一 行政政策学類 相馬中村の地域資料の保全と活用を支援する
プロジェクト 継 続

今西　一男 行政政策学類
福島市蓬莱団地における持続可能な「まちづくり」
実践プロジェクト―「人間の居る場所」として
の郊外住宅団地における中心商業施設―

継 続

〇センター教員起案

申請者 所　　　属 テ　ー　マ

岩井　秀樹 地域未来デザインセンター 『暮らしたくなるまち福島市』～スマートシティ
の視点から～

（～2026年
６月）

藤室　玲治 地域未来デザインセンター 浪江町における防災をテーマとした新たな住
民コミュニティ形成の試み （継続予定）

藤室　玲治 地域未来デザインセンター いのちを守る防災減災プロジェクト （継続予定）

斎藤　高明 地域未来デザインセンター 人流ビッグデータアナライズによる、いわき
市平地区周辺の活性化

（～2026年
３月）

木暮　照正 地域未来デザインセンター 福島県におけるオンライン型生涯学習講座の
普及に向けた課題分析と解決策の提案

（～2026年
３月）

高際　　均 地域未来デザインセンター 「拡張地域社会ふくしま」提案活動 （～2026年
３月）

（完了プロジェクト報告は地域未来デザインセンターホームページ等別途参照ください）

２．相双地域支援サテライトの運営・震災伝承・防災支援

　東日本大震災の現状発信・伝承活動という領域は、そもそも地域未来デザインセンターが財源措置され
ている根拠事業となっています。また、相双地域支援サテライト活動は、福島県からの「復興支援専門員
設置事業」としての受託事業でもあります。内容的には、地域復興支援・帰還促進事業具現化支援・移住
定住支援、教育環境整備支援、復興支援の成果発信が受託の柱になります。具体的には、被災12市町村の
課題対応のためのヒアリング、被災地でのインターンシップ開発、スタディツアーの企画実施、防災コミュ
ニティ形成支援、市民講座の開設、ニュースレターや情報紙「ぐるぐるMAP」（改訂版）の発行など、サ
テライトの専門員の力が発揮された活動を展開しました。
　2025年度においては、学生たちへの学修支援ともなるフィールドプログラムの開発実施が特徴的なもの
としてあげられます。大熊町・川内村・飯舘村で展開された協働プログラム学修、除染土処分にかかる協
働プログラム学習、葛尾村で行われた自主学修プログラム「葛尾デザイン塾」がそれらにあたります。その内、
飯舘村佐須地区での「虎捕太鼓」伝承活動は、2025年度学長表彰を受けました。その他にも、帰還困難区
域の取材を基にしたパネル展示は県外からの誘いがあるなど広がりを見せています。
　来年度は、国の施策として「第３期復興・創生期」事業の始まりとなります。2025年度は福島県避難地
域復興課とその協議を重ねてきましたが、2026年度から新規受託事業「コミュニティ再生・形成事業」を
展開することとなりました。そのための、助教２名、コーディネーター１名の採用をすすめています。
（復興創生担当からの報告や、サテライトのサイトにて2025年度活動実績報告書が詳細にありますので参
照ください）。
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３．DX・スマートシティ実践・研究

　地域社会のスマート化・コンパクト化というこのテーマも、地域未来デザインセンターが財源措置され
ている根拠事業となっています。2025年度も高際先生を中心に、スマートシティワーキンググループを起
こし、研究検討から実践活動への展開を試みています。デザインセンターとして取り組んでいるスマート
化関連のバリエーションは15件となりました（終了含む）。
　とりわけ、町内会DX「松川デジ活プロジェクト」では、LINEのオープンチャットを活用して行方不明
認知症者のSOS発見の効果をあげる実証実験に取り組み、第１回福島デジタルイノベーションアワード市
民学生部門賞を受賞しました。また、「拡張地域社会ふくしまプロジェクト」では「大阪万国博覧会」での
発表機会を得たり、2024年度締結した「ORENDA WORLD社」と「葛尾村」との連携協定に基づくAI学修
プログラム「葛尾村デザイン塾」を展開するなど、デザインセンターの教職員・学内教員、学外連携者と
事業を進めました。
（より具体的には、スマートシティ担当からの報告が詳細にありますので参照ください）。

４．事業開発・起業・スタートアップ支援

　この領域に関しては、永井先生・URAの工藤さんを核にしながら2025年度も新規の展開が進められました。
　「研究成果を活用した商品開発」は２年目の試みとなりましたが、初年度に引き続き応募いただいた発
酵醸造研究所の西尾先生らと、会津天宝醸造株式会社様と未来農業㈱様による「高栄養玄米甘酒（白早生）、
プロテイン強化玄米甘酒（白早生）」の開発に取り組んでいただきました。今後に向けて、さらに福島大
学ブランド品開発に取り組みやすい支援区分を新たに設けることを検討しています。
　また、松田理事の力添えもいただき、『福島大学発ベンチャー支援に関する規程』に基づき、未来農業㈱

〔福島市〕と㈱Kokage〔川内村〕の２社が、福島大学発ベンチャー企業として認証を受けるに至りました。
「卒業生であれば年限を問わず」「人文社会系の積極的開拓」という福島大学ならではの社会課題解決型法
人のベンチャーという特徴を活かした認証につなげられたのではないかと振り返っています。
　さらに、地域未来デザインセンターを事務局とする団体として「福島大学絆会」があります。会員によるテー
マを募り（テーマオーナー制）、会員同士で分科会を設けたり、絆会会員の企業訪問と学生のアイデアソ
ンをコラボさせた「おとなの工場見学」を企画実施したりするなど、福島大学産官学金連携のプラットフォー
ムであるこの組織の活性化に引き続き取り組みました。また、会員拡大と情報の相互発信につなげていく
目的で、絆会のメール会員（メルマガ配信）を設けるなどしています。
（より具体的には、地域デザイン担当からの報告が詳細にありますので参照ください）。

５．産官学連携・地域連携

　産官学連携の領域は、自治体や企業への訪問や出前相談・助言活動、県内各種産業支援機構との連絡連
携・意見交換、大学・産業界・自治体のニーズとシーズのマッチング、産学官連携コーディネーターの資
質向上にかかる事業、中高大連携プロジェクトと、大越先生を核としURAの工藤さんも加わり、幅広く
活動を展開しました。
　地域連携の内では、自治体とデザインセンターで共同して地域課題に取り組む、自治体職員の受け入れ
を2025年度も行い、福島市から原中慎太郎氏を共同研究員として受け入れました。テーマは「凍み豆腐な
どの立子山地区の特産品を活用した地域活性化に関する研究」です。この研究受け入れは2026年度も継続
することとなっています。
　一方で、自治体連携のプラットフォームである「地域連携コーディネーター会議」への取り組みが十分
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に進められなかったことを振り返り、もう一方のプラットフォームである「絆会」との親和性を高めなが
ら運営するという方向性を具体的にしていくことが今後の課題としてあげられます。
（より具体的には、企業連携担当からの報告が詳細にありますので参照ください）。

追記：福島大学地域創造支援センター（CERA）から続く、本事業への長年の貢献から大越特任教授が、
2025年度社会貢献学長賞表彰を受けられました。

６．地域課題・社会課題対応での連携に関する協定締結等

　・震災復興（相双地域支援サテライト事業）及び復興「知」教育事業、地域課題支援拠点立地（仮称：
福島大学サテライト拠点）のため、南相馬市・㈱日本国土開発・一般社団法人南相馬ミライエとの４
者連携協定を締結しました。

　・メタバース推進協議会に特別会員（会費無償）として入会しました。
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地域未来デザインセンター　ソーシャルデザイン開発部門　部門長　江　尻　綾　美　

　地域未来デザインセンターソーシャルデザイン開発部門では、イノベーション人材育成の取り組みと、ソー
シャルイノベーションに関する研究・実証活動を進めております。2025年度の主な活動を報告します。

2025年度の主な活動

Ⅰ．イノベーション人材育成の取り組み

　イノベーション人材育成の取り組みの一環として、2025年度は、人間中心・デザイン思考を活用したア
ントレプレナーシップ教育の拡充にあたり、新たに２つの講座を展開しました。
　学類生を対象とした講座として、福島の地域課題を題材に、グループワークを通じてデザイン思考の基
礎理解を深める問題探究科目「地域デザイン」を2025年度後期に開講しました。
　大学院生・社会人向けには、地域未来デザインセンター主催のオンライン講座「アントレプレナーシッ
プ発揮講座」を副教材とし、大学院生と社会人の混成チームで新規事業提案の一連の流れを体系的に理解
する２日間の夏季集中講座「特講（アントレプレナーシップ）」を実施しました。
　上記講座に加え、みちのくアカデミア発スタートアップ共創プラットフォーム（MASP）スタートアッ
プ・エコシステム形成支援（※）を活用し、高校生を対象とした「社会課題“自分ゴト化”プログラム2025」
等を実施しました。

<社会課題“自分ゴト化”プログラム2025＞
　活動期間：2025年７月～2025年12月
　高校生を対象とした地域探究活動に基づくアントレプレナーシップ醸成プログラムとして、過去２年間
の取り組み成果をもとに、プログラム・運営体制の改良を図りました。
　2025年度は、福島県教育委員会、公益社団法人福島イノベーション･コースト構想推進機構の後援を受け、
福島県内の３校（郡山女子大学附属高等学校、福島県立猪苗代高等学校、福島県立船引高等学校）の１、
２年生23名（７チーム）を対象にした５か月間のプログラムを実施しました。
　本プログラムでは、人間中心・デザイン思考を活用し、高校生たちがチームを組み、自分たちが共感す
ること、関心を持つことを軸に、自分たちの身近な地域課題に焦点を当て、自分ごと（自分たちごと）で
考えていく探究活動を通じて、自己効力感の向上、主体性・協働力を育むことを目指しております。
　2025年度は「身近な地域と自分たちの関わり」をテーマに、アイデアを形にし、検証する活動を進めました。
７月21日（月・祝）から始まったプログラムでは、初めに相互理解ワークショップを行ったのち、福島の
地域課題を学ぶ第１回集合研修を行いました。８月３日㈰～５日㈫には、社会課題解決の様々な取り組み
への理解を深めることを目的とした、仙台近郊のフィールドワーク合宿を実施しました。８月23日㈯の第
２回集合研修では、それぞれの関心事をベースにチームを組み、各チームで今後の方針を話し合いました。
第２回の集合研修以降は、各チーム単位での探究活動として、各チームにて、自分たちが解決したい地域
課題に関するフィールド調査、アイデア発想、プロトタイプ開発と検証を行い、12月21日㈰にはコラッセ
ふくしま多目的ホールにて成果発表会を開催しました。（図１参照）
　2025年度の取り組みでは、各チームの探究活動サポートとして、２～３週間毎に各校を訪問し、各チー
ムの活動支援を行いました。加えて、新たな取り組みとして、集合研修や中間発表会の場などで、高校生
同士の学び合いをサポートする、本学学生５名による「教育サポーター」を加えた活動を展開しました。
更に、高校生の探究活動によるさらなる学びを期待し、成果発表会にて選抜されたチームのネクストス

ソーシャルデザイン開発部門
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テップとして、MASPの東北各地で挑戦を続ける若きイノベーターと研究者が一堂に会する、東北最大
級の挑戦の祭典「TOHOKU IGNITE2026」での発表の機会提供と、活動支援を行いました。（TOHOKU 

IGNITE2026参考URL https://michinoku-academia-startup.jp/tohoku-ignite-2026/）

 　　 

　本プログラムの取り組み内容は、地域未来デザインセンターWEBページ内活動報告に掲載しております。

活動報告
・第１回集合研修（2025年７月21日（月・祝））
　　　　https://cfdc.net.fukushima-u.ac.jp/information/activity/014229.html

・仙台近郊フィールドワーク合宿（2025年８月３日㈰～８月５日㈫）
　　　　https://cfdc.net.fukushima-u.ac.jp/information/activity/014279.html

・第２回集合研修（2025年８月23日㈯）
　　　　https://cfdc.net.fukushima-u.ac.jp/information/activity/014312.html

・中間発表会（2025年10月４日㈯）
　　　　https://cfdc.net.fukushima-u.ac.jp/information/activity/014459.html

・第３回集合研修（2025年11月15日㈯）
　　　　https://cfdc.net.fukushima-u.ac.jp/information/activity/014624.html

・成果発表会（2025年12月21日㈰）
　　　　https://cfdc.net.fukushima-u.ac.jp/information/activity/014707.html

※「みちのくアカデミア発スタートアップ共創プラットフォーム（MASP）」のスタートアップ・エコシス
テム形成支援

　JST研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム（START）大学・エコシステム推進型 スタートアッ
プ・エコシステム形成支援の採択を受け、東北大学を主幹機関、弘前大学、岩手大学、秋田大学、山形大
学、福島大学、新潟大学、長岡技術科学大学、宮城大学、会津大学、東北大学ナレッジキャストを共同機
関として実施しているプラットフォームにて、2022年度より、みちのくGAPファンドによる起業活動支援、
アントレプレナーシップ人材育成、起業環境整備、スタートアップ・エコシステムの形成に横断的に取り
組んでいます。

図１　社会課題“自分ゴト化”プログラム2025実施概要
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Ⅱ．ソーシャルイノベーションの実践研究

　福島県の多様な地域課題の解決に向けたソーシャルイノベーションの実践研究の主要な取り組みの１つ
として、いわき市をフィールドに、サービスデザインを軸とした研究活動を進めました。いわきの自然や、
いわき湯本温泉に親しみや愛着をもち、自分事として地域に関わる観光人材育成、交流人口拡大を目指し、
いわき市観光地魅力アップ事業費補助金の助成を受け、２つの実証活動を実施しました。

<いわき湯本温泉を活用したリトリート体験プログラム＞
　いわき市の主要な地域資源の１つである ｢いわき湯本温泉｣ を軸に、忙しい日々の生活から離れ、自分
と向き合い、こころとからだをととのえる“リトリート（Retreat）”に着目し、地域の企業・団体の協力を
得て、１泊２日の体験プログラムの開発と実証を行いました。いわき湯本温泉や、リトリートに関心のあ
る、いわき市内外在住の10名のモニターによる体験プログラムの実証活動を、２月７日㈯、８日㈰に実施
しました。（https://cfdc.net.fukushima-u.ac.jp/information/activity/014841.html）

<地域探究プログラム：湯本ディスカバリー2026～湯本に恋する２日間～＞
　いわき市常磐湯本地域の主要な地域資源である、「炭鉱・歴史」、「フラ」、「温泉」について、体験を通して、
地域の魅力を発見し、学びを深める地域探究プログラムの開発と実証を行いました。本プログラムでは、
福島工業高等専門学校ビジネスコミュニケーション学科４年生の学生４名を ｢事業サポーター｣ に加え、
学生の関心ごとを軸に、地域の企業・団体の協力を得て、２日間のプログラムを開発しました。２月14日㈯、
15日㈰に開催した実証活動には、高校生、高専生、大学生、探究活動に関わる高校教員の他、地域に関心
のある成人が参加しました。（https://cfdc.net.fukushima-u.ac.jp/information/activity/014873.html）

図２　リトリート体験プログラムの概要
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　これまでの取り組みにて得られた知見を活用し､ 今後も福島県内の多様な地域課題の解決を目指したイ
ノベーション人材育成、ソーシャルイノベーションの実践研究を進めてまいります｡

図３　地域探究プログラム：湯本ディスカバリー2026～湯本に恋する２日間～の概要
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地域未来デザインセンター　イノベーションコモンズ部門　部門長　木　暮　照　正　

　イノベーションコモンズ部門では、市民活動・学びの支援、市民とのコミュニケーションの機会提供、
実践の場の提供等を行うことを目的とし、そのために、イノベーションコモンズ並びにインキュベーショ
ンルームというセンター施設を運営・管理するとともに、生涯学習等を通じた市民の学び支援や、センター
の広報・成果報告・刊行物発行、資料室の管理業務他を担っています。なお、本項では、センター施設の
運営・管理を中心に記載します。それ以外の活動については別項（「教育・広報・資料室担当」「資料整備
保存事業」）を参照ください。

１　イノベーションコモンズ（地域未来デザインセンター２階）

　利用者同士の交流を促し、新たな事業の創造を支援することを目的とした施設です。
　コワーキングスペース（６テーブル、24人収容可）、ミーティングルーム（２部屋、６人ずつ収容可）
などを備え、学内外の研究者、中小・ベンチャー企業、起業家、学生、様々な人々の創造的活動を展開す
る場として、各種プロジェクトミーティング、ワークショップなど分野交流に広くご活用いただけます。
　音響設備、デジタルディスプレイ、ホワイトボードを備えています（利用については事前相談要）。

 　　 

２　インキュベーションルーム（地域未来デザインセンター１階）

　大学の持つ知見を提供し、研究の高度化、多様化、国際化、地域創生の新事業、産業の創出に貢献する
ことを目的とした施設です（３テーブル、12名収容可）。プロジェクトコーナー、オープンイノベーション
コーナー、プレゼンテーションコーナー、試作コーナーからなり、イノベーション手法を効果的に活用で
きる事業開発・企業に必要な機能を備えています。
　レーザーカッターや３Ｄプリンター、３Ｄスキャナを設置しています（利用については事前相談要）。
 　　 

イノベーションコモンズ部門

地域未来デザインセンター HPより

地域未来デザインセンター HPより
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３　利用概要

利用対象者：福島大学生、教職員、福島大学絆会会員等
開放時間：平日９時～17時（お盆期間・年末年始除く）
専用駐車場：５台分あり
食事について：11時～14時の間のみ可能
その他：夜間や休日の利用、その他詳細については、お問い合わせください。

４　2025年度利用実績

　顔識別カメラを用いて各部屋の利用人数を捕捉しています（同一人物と看做された人は同日何回出入り
して利用しても１人とカウントされます）。下表に月毎の利用人数計を示します。

使用人数 イノベーション
コモンズ

インキュベーション
ルーム 計

４月 483 167 650

５月 481 224 705

６月 1,079 590 1,669

７月 1,118 856 1,974

８月 551 220 771

９月 494 212 706

10 月 749 771 1,520

11 月 935 488 1,423

12 月 568 1,412 1,980

１月 557 509 1,066

２月 452 276 728

３月 545 272 817

合計 8,012 5,997 14,009

レーザーカッター ３Ｄプリンター ３Ｄスキャナ
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○主な活用例
・事業創造に関する活動ミーティング・ワークショップ・プレゼンテーション
・復興支援、イノベーションに関わる他大学来訪者とのミーティング
・デザインセンターに関する活動ミーティング・ワークショップ・プレゼンテーション
　（例：川瀬章復興支援助成金プロジェクトグループミーティング、県「未来への手紙」選考審査会）
・デザインセンタープロジェクトと連携した活動
・起業サークル活動
・デザインセンターに関与する企業・団体打ち合わせ
・絆会出前講座
・オープンキャンパス
・見学 等



24 福島大学地域未来デザインセンター年報　2025 2026年５月

地域未来デザインセンター　教授　　　　　　　　　　　
教育・広報・資料室担当マネージャー　木　暮　照　正　

　本項では、教育、とくに生涯学習の活動を中心に報告します。刊行物発行や資料室の活動に関しては別
項（「資料室」「資料整備保存事業」）を参照ください。

　地域未来デザインセンターは、旧地域創造支援センター生涯学習部の活動を引き継ぎ、地域の皆さんの
生涯学習のニーズに応え、様々な学びに関する企画をとりまとめ、学習の場を提供しています。
　令和２(2020)年初頭に発生したコロナ禍の影響で、本学の生涯学習活動は中止等の対応をいたしました。
ポスト・コロナ禍とはなりましたが、今年度（令和７(2025)年度）も公開講座は未開講でした。公開授業
については、コロナ禍前と同じ基準で開講しました。地域社会連携事業の「サイエンス屋台村」は８月11日（月・
祝）に実施しました。

１　主催事業
　⑴　公開講座：地域市民を対象に開催する講座事業です（原則有料）。今年度は未開講でした。
　⑵　公開授業：正規授業の一部を一般開放します（原則有料）。今年度よりコロナ禍前と同じ基準で開

講しました。前期（４月～８月）は７科目、受入市民延べ11名、後期（10月～２月）６科目、受入市
民延べ10名を受け入れました。

　⑶　地域社会連携事業：地域づくりに貢献するため、大学の人的・知的財産を還元する支援事業で、公
開講座・公開授業等では対応しにくい企画はこの枠組で実施しています。８月11日（月・祝）に「福
島市子どもの夢を育む施設こむこむ」を会場に（一部、福島大学金谷川キャンパス）、サイエンス屋
台村（こどもを対象とした科学体験イベント）を実施しました（来場者約860名）。

プロデュース部門（教育・広報・資料室担当）

科学ってオモシロイ！
みんなで楽しく
体験しよう！

とき２０２５８１１
９３０１５３０

ところ：福島市子どもの夢を育む施設こむこむ

主催：国立大学法人福島大学地域未来デザインセンター
協力：福島市子どもの夢を育む施設 こむこむ
後援：福島市教育委員会

お問い合わせ 福島大学社会共創課 〒960-1296 福島市金谷川1番地 TEL024-548-5211

科学ってオモシロイ！
みんなで楽しく
体験しよう！

とき２０２５８１１
９３０１５３０

ところ：福島市子どもの夢を育む施設こむこむ

月

事前申込必要

ロボット
工作教室
ロボット
工作教室

詳細は裏面に記載詳細は裏面に記載

ゼンマイ
ロボット

プログラミング

知覚と
あそぼ
知覚と
あそぼ

カラフル
スライム
カラフル
スライム

液体ちっ素
釣り堀
液体ちっ素
釣り堀

宇宙の
進化と重力
宇宙の
進化と重力

サイエンス
屋台村

福島大学わくわくJr.カレッジ

サイエンス
屋台村

福島大学わくわくJr.カレッジ
ジュニアジュニア

ものづくりの
世界

ものづくりの
世界

※都合により屋台の内容が変更になる場合があります。

脳の世界を
のぞいて
みよう

脳の世界を
のぞいて
みよう

電流と磁界を
使って
うごくもの

電流と磁界を
使って
うごくもの

ゼンマイ
ロボット

プログラミング

Pepperくんを
動かしてみよう
Pepperくんを
動かしてみよう

キリトリキリトリ

イベント名 ロボット工作教室

参加者の
ご連絡先
自宅住所

学校名 学年 年齢 性別 男・女

その他・連絡事項

※参加される方は傷害保険に加入させていただきますので、「フリガナ」及び「年齢」を必ずご記入ください。

〒

(TEL - - )(MAIL                                )

サイエンス屋台村 事前募集企画 参加申込書

年 歳

令和7年 月 日申込

参加者氏名 保護者氏名
（フリガナ） （フリガナ）

★ロボット工作教室
マジックで描いた黒い線に沿って走り、リモコンでも自在に
ロボットを操れます。正確な動きが自慢です！
今度のロボットは「フォークリフト」だ！！
ロボット工作の基礎を学びながら、その面白さを体験しよう！

高橋隆行先生

【対 象】中学生以上（親子参加であれば小学5、6年生も可）
【定 員】16名
【場 所】福島大学共生システム理工学類実験棟

3階 基礎物理学実験室
当日は福島大学に直接お越しください。

【日 時】8月11日(月)9:30～15:30
※昼食をご用意ください。

【参加費】2000円

応募方法

応募先
お問い合わせ

以下「参加申込書」に必要事項を記入の上、下記応募先に郵送、メール、
FAXにてお申し込みください。

応募〆切 令和7年7月28日(月)必着
福島大学社会共創課
〒960-1296 福島市金谷川1番地
TEL:024-548-5211 FAX:024-548-5244
MAIL:chi-kikaku@adb.fukushima-u.ac.jp

お申込み数が募集人数を超えた場合は、
抽選で参加者を決定させていただきます。
参加決定通知は、応募締切より一週間以
内に福島大学から発送されます。
なお、今回お知らせいただく氏名等の

個人情報は、本企画の実施以外に使用す
ることはありません。

たかはし たかゆき

福島大学福島大学
事前申込必要

主催：国立大学法人福島大学地域未来デザインセンター 後援：福島市教育委員会

ス

サイエンス
屋台村

福島大学わくわくJr.カレッジ

サイエンス
屋台村

福島大学わくわくJr.カレッジ
ジュニアジュニア
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２　オンライン公開講座
　コロナ禍により対面式の主催事業（公開講座等）の開催が困難となったことから、オンライン型の公開
講座の開発を行いました。また、本学も参画する「ふくしま市産官学連携プラットフォーム」のオンライ
ン公開講座（http://www.f-pf.jp/）としても配信しています。一部の講座（木暮が講師を担当した４つ
の講座）については福島県生涯学習情報サイト「ふくしまマナビi（アイ）」に登録しています。
　○令和２年度より
　　「心理学からコロナ禍を読み解く」（https://youtu.be/HOJ7BGz-6VM）
　　「地域で活躍できる人材になるために」（https://youtu.be/4ivfIfcBTJk）
　　（地域創造支援センター（当時）・木暮）
　○令和３年度より
　　「生涯発達と生涯教育の交差路：学童期編～子どもたちの人間関係を中心に～」
　　（https://youtu.be/SEWUT4o0-O4）
　　「生涯発達と生涯教育の交差路：中年期編～中年期の危機を乗り越えるために～」
　　（https://youtu.be/nWejb6NCnRk）
　　（地域創造支援センター（当時）・木暮）
　○令和４年度より
　　　以下の講座は「ふくしま市産官学連携プラットフォーム」のオンライン公開講座ページ（http://

www.f-pf.jp/）よりご覧いただけます。
　　「川の生きものを調べよう―せせらぎスクール指導者養成【調査方法編】―」（共生システム理工学類教授）
　　「福島大学のおける産学官連携のすすめ」（地域未来デザインセンター・大越教授）

３　講師の派遣
　⑴　白河市との連携：「福島大学白河サテライト教室」を白河市と連携して開講してきました（白河市主催）。

前期講座（７-11月開催）は「南湖学～松平定信公の作った名勝の魅力を探る」という題で計５回（講
師は黒沢高秀教授（全回担当）、藤井英二郎千葉大学名誉教授（１回担当）、髙塩博國學院大學名誉教
授（１回担当）。のべ受講者数167名。全回出席者19名）、後期講座（２-３月開催）は「最新技術と地域
社会の関わり」という題で計５回（講師は高際均特任教授（全回担当）と三和真吾氏（１回担当）。
のべ受講者数178名。全回出席者18名）の連続講演会を企画しました。

　⑵　いわきヒューマンカレッジとの連携：いわき市生涯学習プラザからの依頼に基づき、いわきヒュー
マンカレッジの特別講座（①12月と②１月に開催）に２名の講師を派遣しました（①食農学類の藤井
力教授「日本酒の香りの科学」、受講者77名。②食農学類の升本早枝子准教授「果物と食と健康の科学」、
受講者69名）。

　⑶　その他：地域からの出前講座講師派遣要請については、自治体等からの要請に基づいて随時講師を
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紹介・派遣しました。今年度の取次件数は101件で、依頼元区分は別表の通りです。このうち紹介件
数は78件（86.7％）でした。講師所属部局の内訳は、人間発達文化学類36件（46.2％）、行政政策学類
７件（9.0％）、経済経営学類６件（7.7％）、共生システム理工学類10件（12.8％）、食農学類15件（19.2％）、
地域未来デザインセンター２件（2.6％）、教育推進機構１件（1.3％）、環境放射能研究所１件（1.3％）
でした。自治体等派遣依頼団体には講座実施後に成果報告書（講座参加人数等）の提出を求めていま
す。提出率は26件（33.3％）と必ずしも芳しくありませんが、報告のあったものだけで総参加人数は
2653人（最大1527人、最小15人、平均102人）でした。この参加者平均値を仮に全ての出前講座（78件）
にそのまま当てはめると、実績推計値は7959.0人となります。ただし、一部突出したものがありまし
たので（最大値の1527名の１件。これはハイブリット方式で開催されたものでした）、これを例外値
として除外すると、実績推計値は3513.1人となります。

４　生涯学習関連会議の開催及び参加
　国立大学法人に設置されている生涯学習系センターの関係者で構成される全国国立大学生涯学習系セン
ター研究協議会という組織があります。今年度の年次大会（第47回総会・フォーラム）は、対面（会場：
大分大学）とオンラインを併用したハイブリッド方式で、９月19日㈮に開催されました（参加者は20名程）。
本学からは担当マネージャーである木暮が参加し、事例報告（「生涯学習系センターが取り組む人材育成」）
を行いました。
　また、12月１日㈪に、全国国立大学生涯学習系センター研究協議会と文部科学省との意見交換会が対面（会
場：文部科学省）とオンラインの併用で、その後、全国国立大学生涯学習系センター研究協議会拡大理事
会が東京都内で開催されました（参加者は20名程）。本学からは木暮が対面で参加しました。

５　福島大学オープンキャンパスに参加
　福島大学オープンキャンパス2025（７月19日㈯、20日㈰）に、地域未来デザインセンターとして初めて
参加しました。「地域の未来をデザインしよう！」をテーマに、インキュベーションルームにて、センター
で行っているアントレプレナーシップ教育とプロジェクトの紹介、レーザーカッター体験・３Ｄプリンター
の見学、実際にプロジェクトに参加している学生との交流等を行いました。合計約50名の高校生・保護者
の来場がありました。

別表　出前講座依頼元区分

区　　　分 頻度

学校関係（学校関係者で組織される協議会等を含む） 35
公民館（類似施設を含む） 25
教育委員会（公民館・学校関係を除く） 8
自治体首長部局 9
議会関係 9
各種法人 7
任意団体 4
民間企業 3
国の機関 1

合計 101
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６　その他
　生涯学習・社会教育に関連して、担当マネージャーである木暮は以下の自治体委員等を務め、広く助言
等を行っています。
　・全国国立大学生涯学習系センター研究協議会理事
　・福島県生涯学習審議会長
　・福島県社会教育委員、同会議議長
　・福島市地域学校協働本部事業評価検証委員会委員長
　・福島市学校事務評価検証委員会委員
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地域未来デザインセンター　特任教授　大　越　正　弘　

　産学官交流の活動

１．本学と福島県で締結した「連携に関する協定」に基づき、工業系試験研究機関である福島県ハイテク
プラザが取組む研究開発や技術相談、依頼試験・設備使用、企業訪問等の個別事業についてアドバイス
や情報交換などを行った。

　〇福島県ハイテクプラザ業務運営委員会　令和７年５月22日㈭（福島市）
　〇福島県ハイテクプラザ　成果報告会　令和７年６月26日㈭（郡山市）
　〇福島県ハイテクプラザ　会津若松技術支援センター技術交流まつり　令和７年９月19日㈮（会津若松市）
　〇福島県ハイテクプラザ　南相馬技術支援センター技術交流会　令和７年12月10日㈬（南相馬市）

２．本学の人材やシーズを活用しながら、産業、文化、環境、福祉、教育等の分野で地域が抱える課題を
効果的かつ効率的に解決するため、各自治体等が主催する審議会等に参加し政策的な面からアドバイス
を行った。

　〇福島市市長との産業政策に関する意見交換会　令和７年４月18日㈮（福島市）
　〇福島市地域おこし協力隊任命式　令和７年５月２日㈮（福島市）
　〇福島市企業立地懇談会　令和７年７月15日㈫、令和８年１月23日㈮（福島市）
　〇福島市ビジネスフォーラム　令和７年８月６日㈬、令和８年２月26日㈭（福島市）
　〇白河市みらい創造推進会議　令和７年７月29日㈫、令和８年２月６日㈮（白河市）
　〇白河市 SHiRAKAWA PiTCH 2025　令和７年10月11日㈯
　〇西会津町総合政策審議会　令和７年11月20日㈭、令和８年２月24日㈫（西会津町）
　〇矢吹町中小企業・小規模企業振興会議　令和７年12月12日㈮（矢吹町）

３．本学には様々な研究分野の研究者がおり研究成果も豊富にあることから、産業界や自治体と本学の研
究者を結びつけ、共同研究や受託研究、奨学寄附金の受入を通じて本学の研究成果を広く普及させるた
め、産業界や自治体等からの相談に幅広く対応するとともにニーズとシーズのマッチングを行った。

　・相談件数（来訪）125件
　　（内訳：国・自治体等20件、企業72件、産業支援機関等25件、大学関係６件、NPO１件、個人１件）
　・マッチング件数　23件
　・共同研究等成約数　８件

４．福島県、自治体、産業支援機関が行っている地域経済の活性化や企業の経営課題（販路開拓、確保や
人材の確保等）、技術の高度化等の解決を図るために実施している各種助成事業の審査会に審査委員と
して参加した。

　〇福島県ロボット関連産業基盤強化事業審査会　令和７年５月29日㈭、５月30日㈮（福島市）
　〇福島市新製品・新技術開発支援事業審査委員会　令和７年５月27日㈫、８月26日㈫、12月23日㈫（福

島市）
　〇いわき市地域産業競争力強化支援事業審査会　令和７年６月３日㈫（いわき市）
　〇いわき産業創造館創業者支援室入居審査会　令和７年６月20日㈮、９月16日㈫、12月15日㈪（いわき

市）

プロデュース部門（企業連携担当）
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　〇特許等調査・出願経費助成事業選定委員会（書面審査）　令和７年７月31日㈭、11月11日㈫、令和８
年１月26日㈪

　〇白河市ふるさとビジネス創業支援事業審査会　令和７年11月26日㈬（白河市）

５．地域未来デザインセンターでは、幸福度の高いふくしまの実現を目指して、県内自治体職員を共同研
究員として受け入れ、本学と自治体が共同で地域課題に取り組み、地域発展や地域貢献に資する研究を
実施した。

　〇福島市からの共同研究員受入れ　令和７年７月１日㈫～令和８年３月31日㈫
　　「凍み豆腐などの立子山地区の特産品を活用した地域活性化に関する研究」
　　　・地域おこし協力隊員　原中慎太郎 氏
　〇福島市との共同研究　令和７年４月１日㈫～令和８年３月31日㈫
　　「立子山凍み豆腐の事業継承に関する共同研究」　
　　　・地域未来デザインセンター　特任教授　大越　正弘
　　　　　事業総括及び先進地調査（宮城県、長野県、和歌山県）
　　　・共生システム理工学類　准教授　吉田　龍平
　　　　　気象観測装置（POTEKA）の設置及び観測データ収集・分析
　　　・食農学類　教授　熊谷　武久
　　　　　凍み豆腐の組織観測及び品質評価、物性測定等

６．県内各地の産業支援機関に属する産学官連携コーディネーターの資質向上を目的として、ふくしま産
学官連携コーディネーター会議を開催し各機関の課題や情報を共有した。また、東北経済産業局が主催
する産学官連携に関する研修会等に参加し情報収集を行った。

　〇ふくしま産学官連携コーディネーター会議　令和７年７月15日㈫（いわき市）、令和８年２月20日㈮
（南相馬市）

　〇第８回社会実装支援人材育成研修及び第７回東北リエゾン戦略アライアンス会合　令和７年11月17日
㈪～18日㈫（仙台市）

　〇東北地域リエゾンネットワーク会議　令和７年10月３日㈮（仙台市）

７．県内産業支援機関等と連携し、県内製造業を対象に経営課題や技術課題等の把握と共同研究や受託研
究の可能性を探るために、企業訪問や出前相談を行うなどして産学官連携活動を推進した。また、県内
産業支援機関等を訪問し、産学官連携についての意見交換を行った。

　〇企業訪問及び出前相談実績
　　県北地方　　８企業
　　県中地方　　13企業
　　県南地方　　６企業
　　会津地方　　８企業
　　相双地方　　10企業
　　いわき地方　９企業
　　計　　　　　54企業
　〇産業支援機関等での意見交換
　　産業サポート白河　　　　　　　　　　　　　　　令和７年４月15日㈫（白河市）
　　福島県発明協会　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年４月15日㈫（郡山市）
　　福島県ハイテクプラザ　　　　　　　　　　　　　令和７年４月15日㈫（郡山市）
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　　いわき産学官ネットワーク協会　　　　　　　　　令和７年４月22日㈫（いわき市）
　　いわき商工会議所　　　　　　　　　　　　　　　令和７年４月22日㈫（いわき市）
　　ひまわり信用金庫　　　　　　　　　　　　　　　令和７年４月22日㈫（いわき市）
　　福島県産業振興センター　　　　　　　　　　　　令和７年５月９日㈮（福島市）
　　福島県中小企業団体中央会　　　　　　　　　　　令和７年５月９日㈮（福島市）
　　商工中金福島支店　　　　　　　　　　　　　　　令和７年５月９日㈮（福島市）
　　会津産業ネットワークフォーラム　　　　　　　　令和７年５月20日㈫（会津若松市）
　　会津大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年５月20日㈫（会津若松市）
　　福島県ハイテクプラザ会津若松技術支援センター　令和７年５月20日㈫（会津若松市）
　　ゆめサポート南相馬市　　　　　　　　　　　　　令和７年６月６日㈮（南相馬市）
　　福島イノベーション・コースト構想推進機構　　　令和７年６月６日㈮（南相馬市）
　　福島県ハイテクプラザ南相馬技術支援センター　　令和７年６月６日㈮（南相馬市）

８．福島県及び県内自治体、産業支援機関等との連携し、本学の研究成果の発表・展示などを通じて産学
官連携・交流を促進し、地域連携の強化に努めた。

　〇メディカル・クリエーションふくしま2025　令和７年10月29日㈬～30日㈭（郡山市）
　〇ふくしま再生可能エネルギー産業フェア　令和７年10月16日㈭～17日㈮（郡山市）
　〇ロボット・航空宇宙フェスタふくしま2024　令和７年11月21日㈮～22日㈯（郡山市）
　〇福島県廃炉ビジネス総合展　令和７年10月24日㈮（楢葉町）
　〇福島市産業交流フェア　令和８年１月22日㈭（福島市）
　〇令和７年度福島県信用保証協会寄付による地域活性化活動助成事業公開報告会　令和８年３月２日㈪

（福島市）
　　１）「西郷村における地域アンブレラブランドNeeeMOの確立による地域振興」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表教員：　　食農学類　教授　河野　恵伸
　　２）「復興と酪農　～福島の恵みでつなぐ美味しさと科学のハーモニー～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表教員：　　食農学類　教授　平　　　修
　　３）「『どこでもバス』によるアクセシビリティ向上と市街地の活性化」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表教員：経済経営学類　教授　吉田　　樹

９．地域未来デザインセンター活動の充実強化を図るため、国立大学法人産学連携センター長等会議や国
立大学法人共同研究センター等教員会議に参加し、産学連携や地域連携に関する全国的な動向を把握す
るとともに情報収集や意見交換を行った。

　〇第36回国立大学法人産学連携研究センター教員等会議　令和７年９月11日㈭～12日㈮（東京都）
　〇第36回国立大学法人産学連携研究センター長等会議　令和７年10月17日㈮（Web）

10．起業・事業開発人材育成のため基盤教育ワーキングスキル科目の「アントレプレナーシップ概論」の
授業を開講した。また、授業の中で福島県産業支援センターと連携し「教員・学生のためのスタートアッ
プセミナー」を２回実施した。さらに、授業内容のアップデートを図るため、中小企業基盤整備機構東
北本部が主催する「東北地域における起業機運の醸成に関する調査研究事業」に参加し、スタートアッ
プ支援方策やアントレプレナーの教育手法などについて情報収集に努めた。

　〇アントレプレナーシップ概論　令和７年４月14日㈪～令和７年７月28日㈪
　　第１回　ガイダンス
　　第２回　アントレプレナーシップ、イノベーションとは
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　　第３回　アイデア創造とデザイン思考
　　第４回　顧客インサイトと顧客価値創造
　　第５回　チームを動かすコミニュケーションスキル
　　第６回　事業計画の作り方（日本政策金融公庫）
　　第７回　魅力的なプレゼンテーション手法
　　第８回　ベンチャー起業家による講義Ⅰ（スタートアップセミナー）
　　　　　　　　　　　株式会社Picto Care　代表取締役　田中亜利砂 氏
　　第９回　事業アイデアの創出
　　第10回　ビジネスモデルキャンバス（BMC）を用いたビジネスプランの作成
　　第11回　Pitch（ショートプレゼン）を意識したビジネスプランのブラシュアップ
　　第12回　ベンチャー起業家による講演Ⅱ（スタートアップセミナー）
　　　　　　　　　　　合同会社WATASHI JAPAN　代表社員　名和　淳子 氏
　　第13回　県内若手社長との意見交換会（商工中金）
　　第14回　Pitchによるビジネスプランの発表Ⅰ
　　第15回　Pitchによるビジネスプランの発表Ⅱ
　〇東北地域における起業機運の醸成に関する調査研究事業　令和７年11月９日㈰～11月13日㈭
　　・米国No1のアントレプレナーシップ教育を実践してるバブソン大学訪問
　　・先生方との意見交換、授業聴講、学生達との意見交換、キャンパスツアーを実施

11．新たなイノベーション創出のためには、大学等の知見や技術シーズが円滑に民間企業に「橋渡し」さ
れることが重要であることから、本学においても県内に研究所を有する企業からの要請により本学と企
業間でクロスアポイントメント協定を締結し教員を派遣した。

　〇派遣期間　令和７年４月１日㈫～令和８年3月31日㈫（１回／週）
　○派遣教員　特任教授　大越　正弘

12．福島大学・田村高校・三春中学校・岩江中学校が連携し、三春町の地域の課題を探り、よりよく暮
らせるようなアイディアを出し、課題解決や魅力発信の方法を考え、そのアイディアを参加者自らが実
際に形にする活動を通して、実践力を身につける中高大連携プロジェクトを実施した。

　〇みはる助っ人中高生会議　令和７年５月25日㈰（三春町）、７月26日㈯（三春町）、８月９日㈯（三春
町）、10月４日㈯（学内）、12月14日㈰（三春町）

　〇みはる助っ人中高生会議2024成果報告会　令和８年２月15日㈰（三春町）

13．福島大学における知的財産を管理し権利の保護を図るとともに、産業等の発展に資するために、本学の「知
的財産委員会」に委員として参加し、職務発明等の該否、職務発明等の承継の要否、補償金等の支払そ
の他職務発明等に関する必要な事項について審議した。また、基盤教育科目「知的財産の基礎知識」で
ベンチャーとアントレプレナーと題して講義を行った。

　〇知的財産委員会　令和７年５月23日㈮、７月24日㈭、８月29日㈮、10月29日㈬
　〇基盤教育科目「知的財産の基礎知識」講義　令和８年１月27日㈫
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地域未来デザインセンター　特任教授　岩　井　秀　樹　

Ⅰ．ソーシャルイノベーション研究
１．共同研究 ―2025年日本における人材開発トレンド―
　連携協定先である特定非営利活動法人Cefil デジタルビジネスイノベーションセンターがスポンサーとなり、
スポンサーの立場でATD（Association for Talent Development）およびパーソル総合研究所と協働し
て人的資本経営の視点から日本の人材開発トレンドを欧米等との比較調査を実施した。
　※ATDとは1944年に設立された、アメリカに本部を置く人材育成・学習開発に関する世界最大の非営

利専門家団体。
　⑴　調査目的

　　近年、人的資本経営に注目が集まる中、日本企業でも経営戦略と人事戦略の整合性を図るため人材
ポートフォリオの設定や職務等級制度、いわゆるジョブ型人事制度を導入する企業も増えてきている。
一方で、そのための人材開発に関しては多くの課題が指摘されており、本調査では日本の人材開発の
状況をATDの過去の調査データと比較することで、課題を明らかにした上で、日本企業に対して今
後の取組の方向性を提言することを目的としている。

　⑵　調査項目
　　・経営戦略と人事戦略の整合性
　　・研修プログラムの内容、主な設計・開発者
　　・研修プログラムの運営者、提供方法
　　・人材開発の課題、優先事項
　　・人材開発担当者に必要な専門能力や変化、スキルギャップ　など

Ⅱ．ソーシャルイノベーションの実践研究
１．伊達市キーテナント実証プロジェクト
　昨年度は調査・企画・計画立案を行い、今年度は実証実験（２年間）の初年度目の取組を行った。
　⑴　実証実験の概要
　　①　保原駅１階に伊達イノベーションサポートセンター（DISC）の設立
　　　　起業・事業開発支援のためのセンターを保原駅１Ｆに開設する。主に事業構想の支援ならびにそ

の後の伴走支援を行い、その後の事業計画や資金調達等は商工会や金融機関など既存の支援機関と
連携して支援する。また、運営にあたっては行政ではなく、民間主体で実施する。

　　②　次代を担う若者の成長の機会づくり
　　　　DISCの運営は主に地域の若手事業者が担い、若手事業者の経営力、コンサルティング力の向上

にも資することを目的の１つとしている。
　　③　伊達イノベーションアカデミーの設立
　　　　DISCの機能の１つとして、起業・事業開発についての学び、ネットワークづくりを支援する仕

組みを企画し、以下の４つのプログラムを来年度から提供することとした。
　　◆講座
　　　　事業を構想する段階から立上げ・運営までの必要な基礎的な知識を主に座学で学ぶ。
　　　事業構想編：４月～６月
　　　事業企画編：８月～９月
　　　事業計画編：10月～11月

ソーシャルデザイン開発部門（ソーシャルイノベーション研究担当）
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　　　事業運営編：12月～１月
　　◆実践者から学ぶ
　　　　実践者との交流から実践者や注目される最新トピックについて学び、事業にどう取り入れるかを

考える。
　　◆ネットワーキング・交流
　　　　定期的にランチ会・交流会を開催し、講義だけでは得られない「横のつながり」をつくり、共同

事業のきっかけや事業アイデアのヒントを創出する。
　　◆事業化支援
　　　・個別相談会：商工会・金融機関・大学ネットワークを活用し、具体的にアドバイスを行う。
　　　・ビジコン挑戦支援：福島県内のビジネスコンテストへの参加をサポートする。

２．福島県中小製造業DX推進
　福島県製造業DX研究会事業推進部会を通して、今年度より県内中小製造業に対し、ITを活用した効果
的な知識・技能の継承を支援し、県内中小製造業の起業競争力の取組を開始した。（計画は３年間、予算
は初年度分確保済み）
　具体的には10社を選定し、個別にコンサルティング・IT支援を行った。また、県内企業に対するIT教
育支援に関して情報産業協会との連携のための協議を開始した。

　⑴　第３回福島県製造業DX研究会事業推進部会
　　・日時：令和７年４月22日㈫　10：30～12：00

　　・議事
　　　①　事業全体像の説明
　　　②　支援企業の選定基準について
　　　③　活用できる補助金・助成金について
　　　④　IT教育支援について
　⑵　第４回「福島県製造業DX研究会事業推進部会」
　　・日時：令和７年８月20日㈬　10：00～13：00

　　・議事
　　　①　教育支援に関するワークショップ
　　　②　支援先企業募集結果報告
　　　③　支援企業詳細紹介と支援方針
　　　④　IT教育支援について
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　⑶　第５回「福島県製造業DX研究会事業推進部会」
　　・日時：令和７年11月17日㈪　10：00～12：00

　　・議事
　　　①　技能継承支援の進捗と今後の計画
　　　②　重点議題ディスカッション
　⑷　第６回「福島県製造業DX研究会事業推進部会」
　　・日時：令和８年２月16日㈪　10：00～12：00

　　・議事
　　　①　令和７年度成果報告
　　　②　IT教育支援の情報産業協会との連携について

３．福島県環境問題プロジェクト
　GXをテーマとした県内での事業開発・人材育成を目的とした取組をスタートさせた。
　来年度までは主にGXに関する県内各ステークホルダーの取組・活動を知るためにセミナー等を実施す
ることとし、第１回目として以下のセミナーを開催した。
　また、今後は「水素」を優先テーマに水素研究所とも連携して取組を進めていく予定。
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地域未来デザインセンター　特任准教授　藤　室　玲　治　

１　相双地域支援サテライト（福島県復興支援専門員設置業務）

　福島大学では、東日本大震災発生から１年後の2012年６月、川内村に復興拠点として「いわき・相双地
域支援サテライト」を開設した。これが、現在の「相双地域支援サテライト」の前身である。
　その後、福島県避難地域復興課より「復興支援専門員設置業務」を本学が受託したことに伴い、サテラ
イトのスタッフとして復興支援専門員を配置する体制へと移行した。
　浜通りの帰還困難区域の解除が進むなか、サテライトの拠点も順次移転・拡充を続け、2021年度には浪
江町と富岡町の２拠点体制となった。
　2025年度においては、浪江町役場内に「浪江サテライト」、富岡町の民間付帯施設である『とみおかワー
キングベース』内に「富岡サテライト」をそれぞれ設置している。
　続く2026年度には、浪江サテライトを浪江町役場から南相馬市小高へと移し、新たに「小高サテライト」
を設置することが予定されている。
　各拠点に配置している復興支援専門員は【表１】の通りである。（2025年度の定員は10名）

【表１】福島県復興支援専門員（2025年度）

配　置　先 分　　担 氏　　　　　名

とみおかワーキングベー
ス配置

地域復興支援 佐藤　孝雄、山田　美香（※）、
加賀谷　環（2026年３月退職）、三枝　和代

教育環境整備 髙野　真幸（2025年６月退職）

浪江町役場配置 地域復興支援 伊藤　　航、
田村 (山田) 修司（※）（2025年４月入職）

福島大学配置 企画・調整
地域復興支援 前田　　悠、松原　　久（※）、北山真理子

※山田、田村、松原は研究員として雇用。他はコーディネーターとして雇用。

　復興支援専門員は、被災12市町村（東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴う避難指示等の対象となっ
た12市町村。田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、
葛尾村および飯舘村。以下「12市町村」という）を対象に、①地域復興支援、住民の帰還促進支援、移住・
定住支援【表２】、②教育環境整備支援【表３】、③成果の普及【表４】の各業務に取り組んでいる。
　なお、相双地域支援サテライトで実施した各業務の詳細については、別途「2025年度活動実績報告書」
として取りまとめているため、以下のサイトより参照されたい。

　・福島大学相双地域支援サテライト　https://satellite.net.fukushima-u.ac.jp/

プロデュース部門（復興創生担当）
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【表２】地域復興支援、住民の帰還促進支援、移住：定住支援

№ 業　務　名 主　な　業　務　内　容

１

被災市町村が
抱える課題と
ニーズの把握
及び支援

【被災12市町村の課題とニーズの把握】復興支援専門員のうち６名が、被災12市
町村において２自治体ずつを担当し、特に注力すべきテーマと項目を定め、定期的
に各自治体、各種団体、地域住民らへのヒアリングを行い、課題とニーズの把握に
努めている。また、把握した課題とニーズに対し、サテライトとして可能な限りの
支援をした。2025年度末時点における、復興支援専門員の担当自治体は以下の通り
である。
　・田村市、葛尾村　：佐藤　孝雄　　・広野町、楢葉町：山田　美香
　・大熊町、双葉町　：加賀谷　環　　・富岡町、川内村：三枝　和代
　・南相馬市、浪江町：伊藤　　航　　・川俣町、飯舘村：前田　　悠

２

イ ン タ ー ン
シ ッ プ・ プ
ロ グ ラ ム や
フィールド・
プログラムの
開発と実施

【①富岡町のインターンシップ・プログラム開発・実施支援】富岡町主催の地域協
働型インターンシップ・プログラム（参加学生８名）の開発と実施を支援した。
【②ふくしま未来学協働プロジェクト学修実施支援】福島大学の地域実践特修プロ
グラム（ふくしま未来学）の協働プジェクト学習「川内村の歴史と魅力を伝える
～草野心平、モリアオガエル、クラフトジン. . . . . .」「大熊町で聴き、語り継ぐ、東
日本大震災と原発事故の記憶」「飯舘村でのサロン活動と伝統文化継承の支援」「全
国の学生と作る除染土処分ワークショップ」を支援した。さらに、自主学修プログ
ラム「葛尾未来デザイン塾」を支援した。

３
被 災 地 ス タ
ディツアー等
の実施

【①福島大学生・教職員対象ツアーの実施】福島大学の学生・教職員等を対象とし
たスタディツアー等を地域未来デザインセンター主催で計10回実施し、のべ225名
の参加を得た。
【②他大学実施ツアーへの協力】中央大学、慶応義塾大学、和歌山大学等のスタディ
ツアー等を実施協力し、９件のべ101名を受け入れた。

４

首都圏での展
示会開催によ
る被災地情報
の発信

【パネル展等の実施】パネル展「原発事故15年　福島『帰れない』家　帰還困難区
域の今」を東京都台東区（隅田公園リバーサイドギャラリー、2/3～2/8）、東京都新
宿区（東京ボランティア・市民活動センター、2/4～3/15）で実施した。また関連
イベントとしてトークイベント「福島「帰れない」家をおもう」を東京ボランティア・
市民活動センターにて開催（3/7、参加者20名）した。
このパネル展は2026年度の4/10～5/15に福島大学附属図書館でも開催予定。

５
市民講座およ
び研修会の実
施

【①市民講座等の開催】「地域と教育～つながりの中で子どもを育む～」を葛尾村
（葛尾村民会館、7/30参加者25名）、「相双地方のこれからの「食と農」を考える」を
葛尾村（葛尾村交流館あぜりあ、10/21参加者19名）、「相双地方のこれからの「観光」
を考える」を相馬市（相馬市民会館、11/17参加者25名）、「災害に強い地域づくりの
ためのヒント」～宮城県丸森町の事例に学ぶ～」を浪江町（浪江町防災交流センター、
1/31参加者29名）にて開催した。
【②「これから会」実施協力】福島県相双地方振興局が開催する浜通り12市町村 (新
地町、相馬市、南相馬市、飯舘村、浪江町、双葉町、大熊町、富岡町、楢葉町、広野町、
葛尾村、川内村)の若手・中堅自治体職員を対象とした研修会「これから会」の企画・
実施に協力した（8/29、9/29、10/21、11/19、12/18の５回実施。のべ72名が参加）。

６

防災組織と地
域 コ ミ ュ ニ
ティ形成の取
り組みに対す
る支援

【①幾世橋防災コミュニティ】本事業は、2023年度からの継続事業である。「幾世橋
防災コミュニティ定例会の開催」「浪江にじいろこども園・なみえ創成小中学校避
難訓練への協力」「津波避難訓練（11/5）の協力」「幾世橋防災の集いの開催（12/7）
協力」等を行った。
【②コミュニティ調査】本事業は、以下の３つの項目を実施した。「①実態調査：
コミュニティ機能の喪失と回復の現状を把握する。②モデル化・提言：事例を分析し、
地域や支援団体へ実践的な支援・提案を行う。③アーカイブ化：活動資料を記録
し、震災の記憶や地域の歴史・伝統の継承を支援する。」さらに２回に分けて（2/26、
3/4）「福島県復興支援専門員被災地域コミュニティ再生・形成事例報告会「現場か
ら学ぶ、コミュニティ再生の実践と課題」」を開催した。
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７

災害の記憶や
地域の歴史・
伝統等の伝承
支援

【①大熊町での歴史と災害の記憶の継承】福島大学の協働プロジェクト学修「大熊
町で聴き、語り継ぐ、東日本大震災と原発事故の記憶」で取り組んだ。今年度、福
島大学生は大熊町の旧熊町小学校等の保存活用案策定に向けた活動として、フィー
ルドワーク、ワークショップ及びシンポジウムに参加した。さらに、成果の普及と
して、パネル展示「熊小がある。これまでも、これからも。」を開催した。
【②飯舘村でのサロン活動と佐須地区の虎捕太鼓継承活動】福島大学の協働プロジェ
クト学修「飯舘村でのサロン活動と伝統文化継承の支援」で取り組んだ。昨年度か
らの継続支援であり、今年度は６回、住民メンバーや地域おこし協力隊と一緒に虎
捕太鼓を発表（発表のうち１回は、佐須地区の山津見神社例大祭等）した。

【表３】教育環境整備支援

№ 業　務　名 主　な　業　務　内　容

１

教育現場や家
庭・地域が抱
える課題の把
握

【被災12市町村の教育現場等の課題の把握】双葉郡内の学校教育に注目すると、
休校・閉校や統合・再編が進む一方で就学者数や就学率に地域間で差が生じている。
そこで、支援を継続するとともに、福島大学をはじめとする専門家や支援団体との
調整等を通じて、特色ある学習機会の創出と、子どもたちの将来形成を支えるキャ
リア教育的側面の充実を目的とした教育環境整備に取り組んだ。

２

教育環境整備
に向けたワー
クショップ等
の開催と大学
生等の取り組
み

【ワークショップ等の開催】福島大学の教員や民間団体等と連携し、12市町村の教
育現場が抱える課題解決につながるワークショップ、イベントや部活指導を実施し、
参加者数はのべ383人となった。一例としては、福島大学人間発達文化学類の蓮沼
哲哉准教授と福島大学陸上部の協力により浪江創成小学校で行った陸上競技指導や、
一般社団法人日本時計協会が小高町や葛尾村で実施した時計組立教室等の取り組み
を行った。

【表４】成果の普及

№ 業　務　名 主　な　業　務　内　容

１

被災地復興状
況の情報発信、
被災地地図の
発行

【①ニュースレター「相双の風」発行】被災12市町村の現在のトピックと相双地域
支援サテライトの取り組みを紹介するニュースレター「相双の風「を、６月（4,000

部）・９月（3,700部）・１月（3,500部）・３月（3,700部）の４回発行した。
【②「ぐるぐるMAP」の改訂】2025年２月に第９版として20,000部を発行したが、
好評ですぐに在庫が少なくなったため、10,000部を増刷し、公共施設や新しくでき
た近隣施設等を中心に配布している。

２
相双地域支援
サテライト活
動成果の普及

【各種イベントでの活動成果の普及】以下のイベントに参加し、サテライトの取り
組みを発信した。
⑴　９月６日～７日、ぼうさいこくたい2025、会場：朱鷺メッセ 新潟コンベンショ

ンセンター
⑵　２月26日、福島県復興支援専門員被災地域コミュニティ再生・形成事例報告会、

会場：浪江町防災交流センター
⑶　３月４日、福島県復興支援専門員被災地域コミュニティ再生・形成事例報告会、

会場：みんなの交流館ならは CANvas

２　総合科目「災害復興学」の開講

　東日本大震災および原子力災害が発生した翌年の2012年より、地域未来デザインセンターの前身の一つ
である「うつくしまふくしま未来支援センター（FURE）」が、総合科目「災害復興支援学」を開講してきた。
　その取り組みを引き継ぎ、2023年度からは「災害復興学」へと名称を改めて開講している。本講義では、
受講者が被災地でのフィールドワークやボランティア活動等に取り組み、その内容についてレポートを提
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出することとしている。これらの活動は自主的な企画も可能であるが、以下のいずれかを選択することも
できる。
　⑴　地域未来デザインセンター主催のスタディツアー
　⑵　「ふくしま未来学」が実施する課外スタディツアー「みらいバス」
　⑶　福島大学災害ボランティアセンターの活動
　2025年度の履修登録者は202名であった。毎回の講義開始時に、前回の確認課題をスライドで投影し、
ライブキャンパスの小テスト機能を用いて回答させることで出席者数の確認を行っている。その結果、８～
９割の出席率を維持していることが確認された。また、フィールドワークのレポート提出者は184名であった。
　なお、各回の講義タイトルおよび講師については、【表５】の通りである。

【表５】総合科目「災害復興学」（2025年度）各回講義タイトルと講師（敬称略）一覧

日付 回 内　　　　　　　容 講　師 所　　属

10/１ １ ガイダンス 藤室　玲治 地域未来デザインセンター
特任准教授

10/９ ２ 災害復興学概論 藤室　玲治 地域未来デザインセンター
特任准教授

10/15 ３ 福島大学学生ボランティアの活動 鈴木　典夫 行政政策学類教授

10/22 ４ 東日本大震災と農業・農村・農家の復興 石井　秀樹 食農学類准教授

10/29 ５
飯舘村からの挑戦 

―自然との共生をめざして 田尾　陽一 ふくしま再生の会理事長

11/12 ６ 福島の食と農の再生 小山　良太 食農学類教授

11/19 ７
原子力災害からの産業復興（南相馬市）
／大熊町のまちづくり 初澤　敏生 人間発達文化学類教授

11/26 ８ 被災地での新たな産業のめばえ 大島　草太 株式会社Kokage 代表取締
役

12/３ ９
原子力災害の影響 

―地域の課題として考える 山口　克彦 共生システム理工学類教授

12/10 10
福島の環境回復の現状 

―国際原子力機関による調査と取り組み 国際原子力機関（IAEA）による講義（※）

12/17 11 災害とその伝承 柳沼　賢治 福島大学地域未来デザイン
センター客員教授

１/７ 12
大熊未来塾の災害伝承 

―もうひとつの福島再生を考える 木村　紀夫 大熊未来塾代表理事

１/21 13 福島復興の課題と、その未来 山川　充夫 福島大学名誉教授

１/28 14
福島「避難」のかたち 

―ふくしまから引き離された人たちの今 佐藤　孝雄 地域未来デザインセンター
コーディネーター

２/４ 15
相双で働く！未来を拓く！学生のための企業セ
ミナー 福島県相双地方振興局と連携して開催

※福島県環境創造センターを通して国際原子力機関より依頼があり実施した。
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３　被災地スタディツアー等の実施

　地域未来デザインセンターとして、以下３回のスタディツアーを実施した。

　⑴　中間貯蔵施設とJAEA ANALYSiS LAB.から考える、福島の環境の今と未来
　　実施日：５月31日㈯　参加者数：20名
　　内　容：中間貯蔵施設の視察およびJAEA ANALYSiS LAB.の視察
　⑵　東京電力廃炉資料館および福島第一原子力発電所視察
　　実施日：９月24日㈬　参加者数：30名
　　内　容：東京電力廃炉資料館、福島第一原子力発電所の視察
　⑶　中間貯蔵施設と大熊町、福島の未来
　　実施日：11月３日(月・祝)　参加者数：33名
　　内　容：中間貯蔵施設内の視察および大熊町住民による講話

４　ぼうさいこくたい2025への参加

　９月６日㈯～７日㈰にかけて、防災推進国民大会実行委員会（内閣府、防災推進協議会、防災推進国民
会議）主催の「ぼうさいこくたい2025（第10回防災推進国民大会）」に地域未来デザインセンターとして参
加した。
　会場となった朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター）にて出展をし、センターにおける防災の取り
組み等を紹介した。 

　出展にあたっては、学生団体である福島大学災害ボランティアセンターが損害保険ジャパン株式会社と
共同開発した防災教材「防災リュックを考えよう」の体験ワークショップを実施したほか、福島大学が開
発した避難所運営シミュレーション教材「さすけなぶる」のワークショップを開催した。
　１日目は６回、２日目は５回の２日間にわたり計11回のプログラムを行い、各回とも未就学児から高齢
者まで10～20名の幅広い層が参加した。
　２日間の延べ参加者数は約110～220名にのぼり、アンケートの回収数は138組となった。

５　復興創生担当としての社会貢献活動

　　2025年度に、復興創生担当の藤室が、以下の委員会活動等を行った。
・川内村新庁舎等整備基本設計業務公募型プロポーザル審査委員会（委員長）
・川内村教育委員会 点検・評価審議会（委員長）
・川内村教育特区学校審議会（委員長）
・楢葉町学校運営協議会地域学校協働部会（部会長）
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地域未来デザインセンター　特任教授　永　井　義　人　

　本学に着任し、２期目の年となりました。昨期同様、属人的な活動にならないよう、チームで連携し、「仕
組み」を作ることを心がけると同時に、大学内外のステークホルダーに対し、自分の存在と役割を認知し
てもらい、共感と信頼を得ることに留意しました。

＜活動報告＞
１．産業界及び本学教員と連携した事業開発・起業支援に関すること
　・みちのくGAPファンド（大学発スタートアップ創出のための支援プログラム）の周知、案件発掘、

応募促進、申請支援
　　　下記の取り組みを行った。GAPファンド申請は３件だったが、残念ながら採択という成果には結

びつかなかった。
　　　来期は、同様の事業化を目的とした公募である「アカデミアシーズ育成・実証支援事業」（福島県産

業振興センター）と連動した申請支援を行い、採択件数を向上させたい。
　　＊教員訪問40件（のべ）、とくに新規案件発掘を目的に新しく着任した教員訪問
　　＊過去不採択となったが、その後の研究進捗や事業プランを強化し再チャレンジ
　　＊教員の研究シーズと企業との協業マッチングを行う「AUBA」の有償活用

　・起業支援
　　　一方で、学生１名、教員２名が2026年春の起業を目指しており支援継続中。

２．本学教員及び他大学と連携した起業環境整備、起業人材育成に関すること
　・「アントレプレナーシップ発揮講座ONLINE」（2025年８月１日㈮～10月31日㈮）
　　　学生、教職員、絆会（社会人）を対象に、１か月間×３回、のべ73名にオンラインカリキュラムを

提供。夏季休暇中も有益な教育機会を地域社会全体に提供できた。

　・「ソーシャルインパクトを学ぶ沖縄ツアー」（2025年11月13日㈭～16日㈰）
　　　琉球大学や沖縄科学技術大学院大学（OIST）を訪問し、沖縄はなぜ、ソーシャル・インパクト起

業が盛んなのか、地域エコシステムの現場に身を置くスタディツアー。福島県産業振興センター、新
潟大、岩手県立大の３名を引率。

　・「理事向け大学発ベンチャー勉強会」（2025年12月15日㈪）
　　　文科省産業連携推進室 室長 溝田岳氏を招き、本学ボードを対象にしたセミナーを開催し、学長、

副学長らが参加。これを機に産業連携推進室との交流が加速し、本学がホスト開催したMASP対面ミー
ティング（2026年２月12日㈭）にてアントレ教育に関する講演・意見交換が実現した。

　・「地域課題の実践スキルを学ぶ ３-days 道場」（2026年１月11日㈰、17日㈯、31日㈯）
　　　学生、教職員、絆会（社会人）を対象に、アントレプレナーのマインドセットを感じ取り、徹底的

に行動することを身体で覚える道場スタイルの学びを提供。社会人向けには「事業構想スキルを学ぶ」
というタイトルで募集を行った。１名の学生＋８名の社会人が参加。福島市長もゲスト登壇し、深い
学びを実現。来期は開催時期を早めにし、学生の参加を増やしていく。

プロデュース部門（地域デザイン担当）
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　・起業人材育成
　　　経済経営学類２年生の辻井海斗さんが、東北エリアのビジコンである「AOTAKE Project」にエン

トリーするにあたりメンタリングを通年実施。見事採択され、アイデア実証活動資金75万円を獲得。
https://aizu-startups-foundation.com/aotake/top

３．地元⾃治体、企業、産業界と連携した協働の取り組みに関すること
　・福島大学絆会（地域未来デザインセンターを事務局とする産学官金のネットワーク、約77団体からな
　　る）
　　＊総会（2025年６月11日㈬）
　　　　例年の報告・講演に加え、大規模なポスター

セッションを行った（ポスター数29、参加学
生33名）。絆会会員と現役学生の活発な交流
が行われ、会場はこれまでの総会とは一線を
画した産学官金交流の場となりました。

　　＊工場見学（2025年11月19日㈬）
　　　　「企業訪問2025 MUNEKATAオープンファ

クトリー ～未来を創る製造現場 “Future in 

the Making” ～」を開催。本学からは、学長、
副学長をはじめ教職員および学類生44名が参
加。加えて、絆会会員企業から23名の参加と
なり、ニュースとしても報道されました。

　　＊企業×学生交流会
　　　（2025年12月３日㈬）
　　　　昨年に引き続き、本学フクニ

チャージ図書館にて、絆会会員企
業13社が出展し、企業PRを学生
に対し行う機会をつくりました。

　　＊分科会（通年）
　　　　リサイクル企業である株式会社

こんのがテーマオーナーとなり
「福島のゴミ問題に一石を投じる
会」を形成。会員企業・自治体・
市民を交えた20名超のメンバーで、ゴミ問題を扱う沼田大輔研究室と連携し、リサイクル率81％の
徳島県上勝町を研究。その知見から得た提言を福島市、郡山市に行った。

 

　・企業連携
　　＊株式会社フォーバル
　　　　東証スタンダード上場のITコンサル企業。同社に所属する本学OBよりDX講座開講の初期打診が

あった。半年にわたる意見交換の末、鈴木典夫センター長が担当する福祉関連PBLカリキュラムと
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協調したコースを2026年度に実施することになった。

　　＊三井住友海上火災保険株式会社　福島支店
　　　　同社が支援するアントレプレナーカリキュラムを本学学生に提供したいと初期打診。半年にわた

る意見交換の末、単発の取り組みではなく、多面的かつ持続的な協業関係を構築するという趣旨で、
次の５項目に関する包括連携協定を締結することとなった（締結は2026年４月）。⑴大学発ベンチャー・
大学発スタートアップ支援、⑵地域産業振興、⑶人材育成、⑷共生社会・ウェルビーイング、⑸新
たな保険商品の開発。来期以降も引き続き、具体的な成果を出し、協業を行っていく。

　　＊福島テレビ株式会社
　　　　若者の地元定着・活躍を支援する新規事業を、本学と連携して行いたいと初期打診。第１弾とし

て地元企業（アサカ理研、福島コンピュータシステム）の若手と本学学生が討論を行うイベントを
実施（2026年１月21日㈬）「アスノカイギ」と題した特番として放映（2026年２月28日㈯）。第２弾は、
行政学類の2026年度「キャリア形成論」と連携し、尖った卒業生・現役大学生を登壇させる授業を
展開する予定となった。

　　＊味の素AGF株式会社
　　　　スティック型インスタントコーヒーの試供品を学内で配布したいと初期打診。地域未来デザイン

センターが管理するインキュベーションルームを活用し、１か月常設の無料コーヒー提供スポット
として運営することで合意。2026年４月に実施予定。今後、インキュベーションルームやコモンズ
をさらに積極的に活用し、大学と地域社会や企業との対話型の関係を構築していく。

４．その他講演等
　・「地域イノベーションの処方箋、課題と展望」＠日本経営学会・東北部会研究会（2025年７月26日㈯）
　・「イノベーション」「ビジネスモデリング」「事業計画書」＠アントレプレナーシップ特講（2025年９

月６日㈯～７日㈰）
　・「AIに負けないアイデア量産術」ワークショップ＠絆会工場見学（2025年11月19日㈬）
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地域未来デザインセンター　特任教授　高　際　　　均　

　2025年度は、前年度に種をまいた活動が少しずつ蕾となり花開き始めた年でした。「拡張地域社会ふくしま」
は大阪・関西万博という国際舞台での発信を果たし、「松川デジ活プロジェクト」は第１回ふくしまデジタ
ルイノベーションアワードで市民学生部門優秀賞を受賞しました。「葛尾未来デザイン塾」は毎月の現地訪
問と関係作りに注力し、地域課題の解決に向けて来年度へ活動を繋いでいます。「データ駆動型スマート農業」
では伊達市データ駆動型スマート農業協議会の委員(会長)として、未来の農業づくりをスタートさせました。
　また、AIやSNSとの関わり方といった、目まぐるしく変化する時代環境への対応の仕方についての「講
演活動」も行いました。
　テクノロジーはあくまで「手段」であり大切なのは「人と地域の生活感向上」という原点は変わりません。
今年度はその「手段」が確かに人と地域を繋ぎ前に進める力になることを、各地の皆さんとともに実感で
きた年でもありました。

　2025年度の主な活動を以下にご紹介します。
　１．「拡張地域社会ふくしま」
　２．「松川デジ活プロジェクト」
　３．「葛尾未来デザイン塾」
　４．「データ駆動型スマート農業」
　５．「講演活動」

１．「拡張地域社会ふくしま」
　（担当教員　高際均特任教授、藤室玲治特任准教授）
〇活動概要
　「拡張地域社会ふくしま」は、XR（クロスリアリティ）技術やAIなどの先端技術を活用して福島の自然
や生活を先端技術で表現し、遠隔地にいながら福島県とつながれるインフラを構築する構想です。人口減
少・少子高齢化が続く我が国において、移住定住だけに頼らず福島への「関係人口」を増やす新しい手法
として検討を進めています。
　この構想は、失われたコミュニティの再生や伝統文化の継承・伝播、里山の自然環境再現を主眼に置き、
そこに産品購入・地域交流・観光・働くといった要素を織り交ぜて構築することを想定しています。バーチャ
ルからリアルへの動線も合わせて用意することで実際の移動や経済活動にも繋げる構想です。
　当センターは、一般社団法人メタバース推進協議会（代表理事：養老孟司氏）および株式会社NTTデー
タと連携し、2024年から本構想の実現に向けた取り組みを進めてきました。「地方と都市を行き来する多拠
点居住型社会」を先端技術で実現しようという共通のビジョンのもと、地域の皆さまとも協力しながら活
動を積み重ねています。

〇大阪・関西万博での展示（2025年９月28日㈰～10月13日（月・祝））
　一般社団法人メタバース推進協議会が主催し、株式会社NTTデータ・東京大学・福島大学地域未来デ
ザインセンター・県内自治体が協力する形で、大阪・関西万博「フューチャーライフエクスペリエンス」
に常設展示として参加しました。ブースは建築家・隈研吾氏によるデザインで、木の温もりを感じる空間
となりました。
　展示の目玉は３つ。まず、メタバース推進協議会と田村市・葛尾村・浪江町・喜多方市の皆さん、NTTデー

プロデュース部門（スマートシティ担当）
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タや当センターも加わり制作した福島の里山を映した没入感のある動画「SATOYAMA」（約７分）です。
　https://jmpc.jp/bridging-urban-and-rural-areas/#satoyama

　大屋根リングの製造に用いられた木材をトロッコ列車でさかのぼるような画面構成で、「現地の空気を感
じた」「福島を訪れてみたい」という声が来場者から多く寄せられました。
　次に、「AI養老先生」との対話体験。養老孟司氏ご本人の協力のもとメタバース推進協議会（事務局長小
水陽介氏）、東京大学、NTTデータ（大矢隆弘課長を中心とするチーム）が共同開発したもので、「本人を
映していると思った」という声もあるほどリアルな対話体験が話題を呼びました。AI養老先生からは里山
の大切さに関するメッセージが多く発信されました。そして、川内村でクラフトジンの蒸留所を営む本学
卒業生の大島草太さんと高橋海斗さんのポスター展示も会場を彩りました。

〇２回の万博ステージイベント登壇
１回目（2025年９月30日㈫）
　「フェアリージャパン元選手と福島大学学生が考える福島の未来」としてフェアリージャパン元選手の
皆さん、葛尾未来デザイン塾の学生、高際均特任教授、藤室玲治特任准教授が登壇しました。第二部「農
業　福島の未来」では、2025年７月に本学で実施した「未来の農家と食のワークショップ」の成果を発表。「未
来のニュース」形式の発表に、会場外からも足を止めて聞き入る方が多くいらっしゃいました。フェアリー
ジャパン元選手の藤野朱美さん、サイード横田仁奈さんからも福島への応援メッセージをいただきました。

２回目（2025年10月４日㈯）
　「みらいの仕事」～ LumiUnionと福島大学学生が考える福島の未来～として、LumiUnionの皆さん、
浪江町成井祥副町長、小山良太教授とゼミの学生が登壇し、昨夏浪江町で実施したLumiUnion（旧浪江
女子発組合）・浪江町の皆さん・学生とのワークショップ成果を発表しました。最後はLumiUnionによる
ステージパフォーマンスもあり、会場は大いに盛り上がりました。
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　万博という国際的な舞台で福島の可能性を国内外に発信できたことは、関係者全員にとって大きな一歩
となりました。

　

〇地域での活動
　2026年３月末に福島市三河台学習センターで市民の皆様向けに、NTTデータ協力のもとXR技術の体験
会を実施しました。百聞は一見にしかずの諺どおり、実際に没入空間をゴーグルで体験すると多くの参加
者から驚きの声があがりました。

【2026年度の活動予定】
　総務省による「ふるさと住民登録アプリ」の実証実験開始に合わせて、県内でも関係人口増大に向けた
施策が活発になっています。それらの施策をサポートし、メタバース推進協議会やNTTデータとも引き
続き連携しながら、最新技術を活用し地域の魅力を発信していきます。

２．「松川デジ活プロジェクト」
　（担当教員　鈴木典夫センター長、高際均特任教授）
〇活動概要
　大学の地元・松川町の住民の皆さんとデジタルツールの利便性を一緒に体感し、大学と地域の交流を通
じて地域のウェルビーイング向上を目指すプロジェクトです。前年度から金谷川地区並木町内会の高橋秀
雄さんたちと地域のデジタル化について議論を続けてきた活動を発展させ、2025年度から年間2単位取得
可能な自主学修プログラムとして学生と共に活動しました。
　活動は①レゴブロック体験の開催、②認知症捜索模擬訓練への参加とデジタルツールを使った訓練提案
の２つを実施、③第１回ふくしまデジタルイノベーションアワード受賞へと繋がりました。
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①　レゴブロック体験の開催
　2025年５月８日㈭、レゴインストラクターの資格を持つソフトバンク株式会社三和真吾さんの指導のも
と、松川町地域包括支援センター職員の皆さんと学生がレゴブロック体験を実施。自身の内面をレゴブロッ
クで表現するプログラムを体験し、一人一人が違った形で内面を表現しました。５月30日㈮には特別養護
老人ホーム・ロング・ライフでも開催し、多くの方に新鮮な体験と会話のきっかけを提供しました。

②　認知症捜索模擬訓練への参加とデジタルツールを使った訓練提案
　福島市松川地域包括支援センターおよび松川町石合町内会と連携し、LINEオープンチャットを活用し
た新しい認知症SOSネットワーク模擬訓練を提案しました。
　全国では認知症による行方不明者の死亡者数が年間491人に及び（警察庁・令和６年）、その約半数ほど
が不明当日または翌日に亡くなり、約８割が不明場所から５km圏内で亡くなっているとされています。
そこで「早期捜索開始」「近隣捜索」こそが鍵と考え、行方不明の第一報をLINEオープンチャットに投稿
することで、警察・自治体・福祉関係者・町内会員に一斉に情報提供し、捜索開始までの時間短縮と近隣
での捜索に繋げる仕組みを提案・実験しました。
　捜索訓練当日には56名がLINEオープンチャット「石合町内会捜索用」に登録（石合町内会390世帯のう
ち約１割超）。行方不明第一報から捜索班の編成・捜索開始までわずか約20分という実験結果が得られました。
住民からは「捜索の現状がリアルタイムにスマホでわかった」「災害関係でも使えるのでは」という声が寄
せられました。
　現在、LINEオープンチャット「石合町内会捜索用」には「健康の部屋」というトークルームも設けられ、
日常的なコミュニティツールとしても活用が広がっています。
 

③　第１回ふくしまデジタルイノベーションアワード受賞
　 (市民・学生部門優秀賞　2026年１月22日㈭）
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　「認知症行方不明者の死亡者数減少を目指して」という掲題で応募し、福島市が初めて開催した「ふくし
まデジタルイノベーションアワード」の市民・学生部門優秀賞を受賞しました。
　授賞式では、学生代表の鴫原寛伊さん（経済経営学類４年）が事例発表を行い、福島市長の馬場雄基さ
んから賞状とトロフィーが授与されました。また、LINEヤフー株式会社会長室の橋口翔さんにも来訪い
ただき、今後の展開について意見交換を行いました。

【2026年度の活動予定】
　引き続き松川町石合町内会とは連携を続け、他の地域にも実践を広げてまいります。またLINEオープ
ンチャットなどのデジタルツールは定着して活用されてはじめて効果が得られるものです。それらが日常
的に活用されるよう石合町内会ではチャット内に「健康の部屋」を設け、日常での利用に繋げています。
これからも利用者の皆さんに利便性を感じていただける工夫を積み重ねてまいります。

３．「葛尾未来デザイン塾」
　（担当教員　高際均特任教授、藤室玲治特任准教授）
〇活動概要
　2024年９月の葛尾村・株式会社ORENDA WORLD・当センターの三者連携協定締結に基づく人材育成
プログラムです。学生が最新技術の視点から地域課題解決を提案するとともに、地域や企業で活躍できる
実践的な知識を身につけることを目指しています。
　葛尾村は東日本大震災・原発事故で大きな打撃を受けた被災12市町村の一つです。ORENDA WORLD

は葛尾村産業団地に高度DX人材育成データセンター「葛尾デジタルイノベーションLAB」を建設中で、
地域の復興と創生を担う新たな拠点として期待されています。
　「葛尾未来デザイン塾」は年間２単位の自主学修プログラムとして14名の学生が参加し、地域課題解決
のスキルを実践の場で磨いています。

〇上期活動の主な内容
４月　ORENDA WORLDによる「LLMの仕組みとAIとは」「プロデューサーの仕事とは」についての研

修からスタートしました。
５月　葛尾村を訪問。「葛尾村復興交流館あぜりあ」で震災時の全村避難の様子を伺い、郷土文化保存伝習

館で昔の農機具や養蚕資料を見学。牧場を営む株式会社牛屋では「嘆くより行動すること」という経営
者の言葉から多くの学びを得ました。かつらお胡蝶蘭合同会社ではブランド化のための品質管理とマー
ケティングを学びました。

６月　村の事業者が集う「あぜりあ市」を訪問。海老の室内養殖を手がける株式会社HANERU葛尾、葛
尾村の水を活かしたアパレル事業の有限会社カラー ofカラーズなど、村の新たな取り組みを直接体感
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しました。
７月　株式会社ハシドラッグの橋浦希一社長による講演で「経営とは何か」を学びました。また葛尾村で

開催された日本時計協会主催の時計組立教室に村の子供たちと一緒に参加。福島大学オープンキャンパ
スでは来場した高校生・父兄の皆さんに本活動を紹介しました。さらに「フェアリージャパン元選手・
有限会社カラー ofカラーズ・NTTグループと学生による未来の農家と食のワークショップ」を実施し、
この成果が大阪・関西万博のステージ発表（９月30日㈫）へとつながりました。

８月　浪江町でLumiUnion（旧浪江女子発組合）・浪江町の皆さんと学生によるワークショップを開催し、
こちらの成果も万博ステージ（10月４日㈯）で発表されました。

〇下期の取り組み
　下期はAIを活用した実践的学習として、本活動のホームページをAIで作成する作業を進めました。12

月には葛尾村で活動するアーテイストたちが設立した共同体であるKatsurao Collective主催のしめ縄作
り講習会にも参加、また他大学学生との座談会にも参加するなど学生の視点から葛尾村の未来をデザイン
する取り組みを続けました。
 

【2026年度の活動予定】
　2026年度は葛尾村にてORENDA WORLDによるデータセンターの開業が見込まれています。立地する
産業団地に同社をはじめ複数の企業が活動しており、それらの企業含めて地域活性化のアイディアを実践
に移していきたいと考えています。また、学生のゼミ活動である「葛尾未来デザイン塾」は名称も変更し
て県内他地域の課題にも取り組めるようにしていきます。具体的には前述の「拡張地域社会ふくしま」活
動の一端を担う仕組みづくりを進めます。

画像提供　katsurao collective
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４．「データ駆動型スマート農業」
　（担当教員　高際均特任教授）
〇活動概要
　伊達市では「経験と勘に頼る農業」から、データに基づいて最適な栽培管理を行う「データ駆動型農業」
への転換を目指す取り組みが進んでいます。当センターの高際特任教授が、伊達市が2025年に設立した伊
達市データ駆動型スマート農業推進協議会の委員（会長）として参画しています。
　同協議会は「データ駆動型スマート農業の実現に向けた新たな営農指導体制の構築」「技術指導者の育成」

「技術実証」「環境制御技術導入と次世代型ハウス整備の推進」などを役割としています。きゅうり・いち
ごの生産者、JA、福島県農業総合センター、県北農林事務所などが参画し、産学官が一体となって取り
組んでいます。伊達市は高知県・高知大学IoPプロジェクトとも連携し、全国の先進事例を積極的に取り
込んでいます。

〇主な活動
園芸作物先進地から学ぶ講演会（2025年４月24日㈭）
　データ駆動型スマート農業の先進地の事例を学ぶ講演会を開催し、取り組みの方向性を確認しました。
第１回協議会・キックオフセミナー（2025年９月１日㈪）
　「やってみよう！経験と勘＋データで農業」をテーマに、高知大学IoP共創センター特任准教授の岡林俊
宏氏と客員講師の越智史雄氏による講演とトークセッションを開催しました。委員への委嘱状交付も行わ
れ、協議会が正式にスタートしました。
第２回協議会・先進地視察（2025年11月10日㈪）
　環境制御技術を導入して成果を上げている施設（いちご農家「一苺一笑」など）を視察し、データ活用
の実際を現場で学びました。
第３回協議会（2026年２月26日㈭）
　これまでの成果を振り返るとともに、事例報告会に向けた準備を行いました。
データ駆動型スマート農業事例報告会（2026年３月）
　農業従事者や研究機関・企業等を対象に、１年間の取り組み成果を発表する報告会を開催しました。

【2026年度の活動予定】
　伊達市にある圃場設置型のセンサー (環境測定器)のデータ分析を行う予定です。どのような事象で光合
成が最適化するのかなどがデータから明らかになるのか、学生の課外活動と絡めて実証の場を設定したい
と考えています。またスマート農業自体の啓発活動にも積極的に関わり、反収増加に繋がる試みを支援し
ていきます。
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５．「講演活動」
　（担当教員　高際均特任教授）
〇講演

〇令和7年度 福島大学白河サテライト教室「後期講座」
テーマ：「最新技術と地域社会の関わり」
会場：白河市立図書館りぶらん 地域交流会議室（各回　13：30～15：30）
共同講師：ソフトバンク株式会社 東北担当参与 三和真吾 氏（第４回のみ）

　白河サテライト教室は2005年から白河市と福島大学が共同開催している市民向け生涯学習講座です。令
和７年度後期は「デジタルトランスフォーメーションからAIに至る流れと未来」「SNSやスマートフォン
との付き合い方」「県内の地域DX事例」「テック企業におけるAIの扱い方」「浜通りの地域創生の取り組み」

「瓜生岩子に学ぶ先駆力」をテーマに、対話形式で全５回にわたり展開しました。
　毎回50名前後の受講者が来場され活発な質疑応答が行われました。最終講義は瓜生岩子の官民連携組織
の立ち上げ方を検証し、AIの時代にも通用する「人間の果たす役割」について受講者の皆さんと考える時
間となりました。
　最終講義後、白河市長と福島大学学長連名の修了証書を受講者に授与して閉幕しました。

　以上、2025年度の活動概略となります。

日　　　付 講演タイトル 主催・場所

2025年６月13日㈮ 「これからのデジタル社会を生き抜くために
子どもに身につけさせたい力」 福島県立会津高等学校

2026年１月８日㈭ 「これからのデジタル社会を生き抜くために
子どもに身につけさせたい力」 郡山女子大学付属高等学校

日　　　付 テ　　　ー　　　マ

令和８年２月23日（月・祝） 第１回　産業革命から情報革命、そして未来へ

令和８年３月１日㈰ 第２回　SNSやスマートフォンとの付き合い方

令和８年３月８日㈰ 第３回　県内事例に見る地域コミュニケーションのDX

令和８年３月15日㈰ 第４回　最新技術と地域社会の関わり

令和８年３月22日㈰ 第５回　瓜生岩子に学ぶ時代を先駆けていく力
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　2025年度はいくつかの取り組みが全国規模で評価される機会に恵まれました。「拡張地域社会ふくしま」
は大阪・関西万博という国際舞台で発信でき、「松川デジ活プロジェクト」は市の初の表彰制度で優秀賞を受賞。

「葛尾未来デザイン塾」は学生の自主的なゼミ活動として組織され、「データ駆動型スマート農業」は産地を
支える協議会活動として地域に根を張りました。
　2026年度は、今年度築いた関係と実績をさらに深化させる一年にしたいと考えています。「拡張地域社
会ふくしま」はいくつかの実証実験を経て得た発信力を、より多くの方々との出会いと実際の交流へと繋
げていきます。「松川デジ活プロジェクト」は取り組みを他地域にも広げ、「葛尾未来デザイン塾」は地域事
業者との連携をさらに具体的な形にしていきます。「データ駆動型スマート農業」では、協議会での議論を
現場の実践へと落とし込んでいきます。テクノロジーが人を孤立させるのではなく、人と人、人と地域を
つなぐ「道具」であり続けるために、現場に足を運び、対話を重ねる姿勢を変えずに取り組みます。
　これらを踏まえ2026年度も引き続き「地域のスマート化」に取り組んでまいります。
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地域未来デザインセンター　特任准教授　斎　藤　高　明　

　私のミッションは、県内の自治体に対するIR（Investor Relations）活動、すなわち大学の研究成果を
自治体と共有化し、自治体の振興、復興に寄与していくことです。
　具体的には人流データというビックデータを解析し、観光振興やより良い街づくりにつなげていくデー
タアナライズになります。この研究は株式会社アドインテ様の協力を得たものです。
　これまでの人流データ収集は各携帯キャリア基地局のデータ依存型でしたが、携帯電話アプリに紐づく
GPSデータに加え、任意の捕捉地点に設置したAIBeaconが取得したデータで補正し、より実数に近いデー
タを解析します。また、来訪者の属性や居住地に加え、趣味嗜好や行動パターンも加味した特異なデータ
をアナライズし、自治体の観光振興や街づくりの一助にしたいと考えております。また、昨今AIを搭載
したセキュリティカメラを用いた人や車の流れを分析する手法も確立されつつあります。が、費用面が高
価なのと、来訪者の居住地の把握が困難で、属性の把握の精度がもう一つということで今回のスキームを
採用いたしました。
　昨年度は共同研究の前段階として三春町様で実証実験を実施させていただきました。その結果をもとに、
今年度はいわき市様と共同研究を行いました。
　AIBeaconをいわき駅近隣の10か所に設置し、４月１日から10月31日までの７か月間のデータ捕捉を実
施しました。今回のデータ捕捉期間で来訪者が一番多かったのが８月８日の七夕祭りの最終日でした。の
べ４万１千人の来訪者がありましたが、３地点にて混雑度分析を実施しましたので下記に示します。

　当日、駅前の商業施設では15時から20時頃までほぼまんべんなく１分間に300名前後の方が滞留してい
ることがわかります。また、七夕イベントの中心地付近では17時頃から100名を超える皆様が滞留し始めて、
20時過ぎまで断続的に100～200名前後の方が滞留していることが推察されます。このデータはAIBeacon

で捕捉したデータにより解析したもので基地局データやGPSデータより正値に近いデータと言えます。数
年にわたり計測することで、七夕イベントの内容や警備体制について見直しが重ねられていくと期待でき
ます。
　次に来訪者の属性解析と居住地分析についてはAIBeaconで捕捉したデータとアドインテ社のGPSデー
タサーバーのデータを突合し推察したものです。

プロデュース部門（地域 IR担当）

<混雑度分析>
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　いわき駅周辺のデータで特徴が２点あります。
　１点は若年層の比率が高いことです。
　周辺に高校が３校あることも影響があります。
　もう１点は全体で10ポイント女性の比率が高い中、
70代では男女比率が同じで何らかの対策が考慮され
ます。
（一般の傾向では見受けない特徴）

　休日の来訪者の割合はいわき市内が圧倒的ですが、
50km以上離れた地域かも数パーセントの来訪があ
ります。イベント毎に分析し、周知ポイントと内容
を絞った戦略が考慮されます。

　いわき市内からの居住地は左のとおりです。勿来
町や好間町については、なぜ駅から離れた場所から
の来訪が多いのか詳しい分析が必要です。

＊アドインテ社のGPSデータは、常時ほぼ9000万台のスマートフォンのデータを蓄積し通信法に基づき、
個人情報と切断された状態でアップデートされています。

　トピック分析については、ユーザーの行動パターンやSNS等でやりとりしたワードの頻度を解析したも
のを利用しています。

<属性解析>

<トピック分析>

女性 男性 合計

６％ ５％ 10％ 15～19歳

９％ ７％ 16％ 20～29歳

７％ ７％ 14％ 30～39歳

10％ ８％ 19％ 40～49歳

10％ ８％ 18％ 50～59歳

７％ ６％ 13％ 60～69歳

５％ ５％ 10％ 70～79歳

55％ 45％ 100％ Total

<居住地分析>

福島県 いわき市 77.5％

福島県 郡山市 1.3％

福島県 広野町 1.1％

茨城県 北茨城市 1.0％

福島県 楢葉町 0.9％

福島県 福島市 0.8％

茨城県 日立市 0.4％

(いわき市内77.5％の内訳)

平赤井 4.1％

勿来町大高宮前 2.8％

内郷高坂町 2.3％

北白土 2.3％

好間町下好間 2.2％

泉ケ丘二丁目 1.8％



55１．地域未来デザインセンター事業活動

　今回の研究の最大の特徴はこのトピック分析あります。
　いわき市の７か月間の来訪者の趣味・嗜好の傾向を推察してみると、AIがカテゴライズしたトピック
の項番６にサーバーに集積された全データとの差異が見られます。全データより14.48％割合が多いとい
う分析です。
　項番６に集約されたトピックの上位をまとめてみます。

<行ったことのある場所>
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　７か月間のデータ捕捉で項番６にカテゴライズされた行動パターンにつきましては、どの場所について
も、全体データとの差異が小数点以下です。このことは、いわき市周辺への来訪者が全データの行動パター
ンとあまり差がない、特徴が薄いと分析できます。

　７か月間のデータ捕捉で項番６にカテゴライズされた趣味嗜好（やり取りされたワード）につきましては、
「プレゼント」と「自分へのご褒美」２つのワードが全データより３％以上の頻度でやりとりされたことが
わかりました。
　ちなみに２つのワードとも全データの３倍近い頻度でやり取りされています。今回、クリスマスやバレ
ンタインデーがデータ捕捉期間に含まれていませんが、特に商業施設関連では、この分析を意識したイベ
ント開催を試行してみる意味があると感じます。
　トピック分析は、これまでアンケート調査以外では知りえなかった来訪者の潜在意識を垣間見ることが
可能となりました。一朝一夕に反映していくことは困難ですが、トライアンドエラーを繰り返すことによ
り産業振興やまちづくりの新しい取り組みとしていくべきと考えます。

まとめ
　人流データというビックデータサイエンスは、過疎化や少子化、人口流出に苦しむ自治体にとって、観
光振興やまちづくりの起爆剤に成り得る研究だと確信しています。共同研究先の自治体様やアドインテ社
と協力して、より精度の高いデータアナライズができるよう精進してまいる所存です。
　これから人流データを活用してみようとお考えの自治体様も、是非お声掛けいただければ幸いです。また、
来期は一般企業の企画、DX部門の皆様にも研究内容のご紹介を積極的にさせていただきます。ご協力の程、
よろしくお願い申し上げます。

<やりとりしたワード>
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地域未来デザインセンター兼務教員（行政政策学類教授）　阿　部　浩　一　

　福島市上鳥渡に所在する国登録有形文化財「旧二階堂家住宅」に伝来する資料群の調査の経緯について
は本年報2024にて紹介したので、詳細はそちらを参照願いたい。
　ここでは2025年度の活動状況の概要について報告する。

①旧二階堂家住宅における資料記録調査（2025年５月）
　第１回は５月８日㈭・９日㈮の２日間にわたり、旧二階堂家住宅にて実施した。資料のデジタル撮影を
継続するとともに、木箱に収められたままの大量の近世文書類の撮影の準備として、仕分けとクリーニン
グ、整理番号の付与と中性紙封筒への封入を行い、もんじょ箱にわけて保管した。これらの資料は固着し
ているものがほとんどで、その場での開封が困難であったことから、②の夏季集中整理にまわすことにした。

　なお、旧二階堂家住宅に併設する「地頭塾」は、受験指導とともに、不登校の学生向けのフリースクー
ルでもある。当塾生たちも学類生たちとともに撮影作業に取り組むことで、学校では体験できないかたち
で歴史を知る楽しさや、文化財を大切にする気持ちを育むといった教育的効果をあげた。
　また、当日は所蔵者の案内で毎日新聞記者が取材に訪れ、５月10日付同紙朝刊地方版に記事が掲載された。
　「古民家で先進的教育　県内最古級、最大規模　福島「旧二階堂家」／福島」
　　　https://mainichi.jp/articles/20250510/ddl/k07/040/013000c

②ふくしま歴史資料保存ネットワーク主催の夏季集中作業における整理作業
　ふくしま歴史資料保存ネットワークでは2014年度以降、コロナ禍の一時期を除き、毎年夏に広くボランティ
ア参加を募集し、２日間にわたる古文書等の記録整理作業に取り組んでいる。2025年度は「旧二階堂家資料」
の整理を目的に、８月23日㈯・24日㈰の２日間にわたり、福島大学行政政策学類棟を会場に行われた。今
年度は東京の淑徳大学からのゼミ単位での参加申し込みや、名古屋の大学・博物館関係者のまとまった参
加があったことから、在学生・卒業生もあわせ、23日が63名、24日が50名という盛況ぶりであった。
　作業は、参加者を大きく５グループに分け、それぞれボランティア指導者と本学教員（阿部浩一、徳竹
剛）のもとで、旧二階堂家所蔵資料の記録整理に取り組んだ。内容は大別して、襖の下張り文書のはがし・
整理作業と、蔵から救出した古文書のクリーニングと固着資料のはがし・整理作業である。並行して撮影
も実施したいところであったが、混乱を避けるため後日にまわし、２日間とも古文書の「はがし」作業に

文化財保護に関する事業
福島市・旧二階堂家伝来資料の整理状況と課題

（写真１：資料のクリーニング） （写真２：古文書の仕分け作業）
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専念した。

③福島大学行政政策学類「古文書学実習」における整理
　東日本大震災以降、本実習では、学外からお預かりした古文書等の記録整理を行い、所蔵者に返却する
活動を続けている。前期は富岡町の「堀川家資料」の整理にとりくんでいたが、後期から、夏季集中作業
のはがしを継続し、デジタル撮影にも着手した。次年度以降も継続する予定である。
　なお、本題とは大きく外れるが、富岡町と福島大学は2015年８月に歴史・文化等保全活動に関する協定
書を締結しており、10周年を迎えたことから、11/15㈯～１月12日（月・祝）にとみおかアーカイブ・ミュー
ジアムにて企画展「富岡町と福島大学のあゆみ～地域の歴史をつなぐ～」を開催した。その一環として、
博物館実習履修生による「堀川家資料」の研究成果の展示も行われた。本学フクニチャージ図書館でも11

月28日㈮～１月９日㈮にポスター展を開催した。参考までに付記しておく。

④旧二階堂家住宅における資料調査（2026年１月）
　第２回は１月16日㈮・17日㈯の２日間にわたり、旧二階堂家住宅にて実施された。資料撮影を継続する
とともに、新たに住宅内に展示されている民具類などの資料のデジタル撮影にも着手した。資料撮影にあ
たっては、2025年９月に金山町・旧玉梨小学校で行われた栗城弥平民具の記録撮影作業での経験を活かし、
立体物の資料情報を１枚の写真にできるだけ多く、効果的に取り込む撮影方法を工夫しながら撮影に臨ん
だ。展示品は膨大であり、今後とも現地での記録調査を継続しつつ、将来的にはweb上のデジタルミュー
ジアムとしての公開化を目指していきたい。

（写真３：襖の下張り文書はがし） （写真４：固着した古文書のはがし）

（写真５・６：古文書学実習での古文書のはがしと撮影の様子）
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　なお、このときも「地頭塾」生が延べ６名ほど作業に参加し、学類生たちと一緒に文化財に慣れ親しみ
ながら作業を楽しむ経験を積み重ねたことも特記しておく。

（写真７：展示資料の様子〔一部〕） （写真８：民具資料の撮影の様子）

（写真９：資料撮影に臨む学生と塾生）
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客員教授・客員研究員の活動報告
地域未来デザインセンター　客員教授　山川　充夫

福島復興学の構築～原発被災地に住む・住み続けることの意味を問う～

１．調査研究ファンド：日本学術振興会科学研究費助成事業（科学研究費補助金）
　・研究種目名：基盤研究(A)（一般）／課題番号：22H00031
　・研究課題名：災害多発環境下の日本に住み続けることの意味を問う─忘却・無関心に抗う─
　・研究代表者：山川充夫（福島大学・地域未来デザインセンター・客員教授）
　・研究分担者
　　・佐藤彰彦（高崎経済大学・地域政策学部・教授）
　　・初澤敏生（福島大学・人間発達文化学類・教授）
　　・瀬戸真之（福島大学・地域未来デザインセンター・客員准教授）
　　・三村　悟（福島大学・地域未来デザインセンター・客員教授）
　　・大平佳男（帝京大学・経済学部・准教授）
　　・高木　亨（淑徳大学・地域創生学部・教授）
　　・尾松　亮（東洋大学・国際共生社会研究センター・客員研究員）
　　・吉田　樹（福島大学・経済経営学類・教授）
　　・柳沼賢治（福島大学・地域未来デザインセンター・客員教授）
　　・深谷直弘（長崎県立大学・地域創造学部・准教授）
　　・中村洋介（福島大学・人間発達文化学類・教授）
　　・天野和彦（福島大学・人間発達文化学類・特任教授）
　　・益邑明伸（東京都立大学・都市環境科学研究科・助教）

２．科研費チームとしての研究成果・評価
　・高木　亨・中村洋介・三村　悟・吉田　樹・深谷直弘・山川充夫（2025）「危ないところに住むとい
うこと─被災地に暮らす・戻る・移り住むことと復興─」『経済地理学年報』71⑷、280-285

　・山川充夫・高木　亨・深谷直弘編著（2026）『福島復興学Ⅲ─原発被災地に住む・住み続けることの
意味を問う─』八朔社、xxii+314

　・日本地理学会からチームの調査研究活動に対して、『2025年度日本地理学会賞（社会貢献部門）』表彰
（2026年３月26日㈭）

３．個人としての研究成果（論文等）
　・山川充夫（2025）「原発避難指示解除と地元企業再興─南相馬市小高区82社の場合─」『地域経済学研究』
48、33-51

　・山川充夫（2025）「小高歴史郷土資料室への期待」『災害文化研究』９、75-81
　・山川充夫（2025）「原発回帰の大きな物語に対抗する被災地小高の小さな復興物語」『おだかのあか
り』Ⅲ、5-8

　・山川充夫（2026）「東日本大震災原子力災害と復旧復興課題─災後15年目を考える─」『協同の発見』
393、6-12

　・山川充夫（2026）「福島原発事故と被災者・被災地復興の課題─15年目の検証に向けて─」『帝京大
学地域活性化研究センター年報』11、1-24
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　・山川充夫（2025）「（書評）岡田知弘・岩佐和幸編著『人間復興の地域経済学─地域とくらしの歴史・
理論・政策』自治体研究社、2024年」『地域経済学研究』49/50、55-59

４．招待講演等
　・山川充夫「小高歴史郷土資料室への期待～『おだかのあかり』が灯す道筋～」小高伝道所（南相馬
市）、2025年４月12日㈯

　・山川充夫「原発被災地の産業復興～福島第一原発廃炉事業と双葉企業～」経済地理学会第72回大会
ラウンドテーブル『「危ない」ところに「住む」ということ―被災地に暮らす「戻る」「移り住む」こと
と被災地復興―』、愛知大学名古屋キャンパス、2025年５月18日㈰

　・山川充夫「『危ない』地域の『復興』～エクメネと復興地理学～」経済地理学会第72回大会ラウン
ドテーブル『「危ない」ところに「住む」ということ―被災地に暮らす「戻る」「移り住む」ことと被災
地復興―』、愛知大学名古屋キャンパス、2025年５月18日㈰

　・山川充夫「原発災害と復興地元学―おだかのあかり―」シャローム『地元学を考える』福島市、
2025年10月４日㈯　YouTube動画リンク；https://youtu.be/canbx44cypI

　・山川充夫「東日本大震災原子力災害と福島復興～旧避難指示区域の地域経済の今～」防災学術連携体
10周年記念シンポジウム、リモート、2026年１月9日㈮

　・山川充夫「原発災害とふるさと─原子力賠償をめぐって─」福島大学『災害復興学』第14回、福島
大学金谷川キャンパス、2026年１月21日㈬

　・山川充夫「原発再稼働と地域経済～若狭地域～（予察）」帝京大学地域経済政策研究会（2025年度）、
帝京大学宇都宮キャンパス、2026年２月９日㈪
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客員教授・客員研究員の活動報告
地域未来デザインセンター　客員研究員　北村　育美

震災から15年、福島の教訓を未来へ
―防災教材「さすけなぶる」を通じた福島の教訓の継承と展開―

　東日本大震災から15年が経過し、近年も全国各地で大規模な自然災害が頻発している。福島県が経験
した原子力発電所事故に伴う避難や長期化した避難生活は、特殊な事例と捉えられがちだが、その特異な
状況下で得られた教訓には、普遍的な価値を持つものが数多く存在する。
　教訓を伝える取り組みは多岐にわたるが、筆者は実際の避難所で起きた事例をシミュレーションするこ
とで教訓を追体験し、避難所運営の考え方を学ぶことができる教材を開発してきた。教材名の「さすけなぶる」
は、福島弁で「差し支えない」「大丈夫」を意味する「さすけねえ」と、持続可能性を意味する「サステナブル」
を組み合わせた造語である。「さすけなぶる研究会」では震災後から継続して教材開発と人材育成を行って
おり、本教材の普及を担うファシリテーター（以下、FT）を養成してきた。FTは多種多様な職能を有し
ており、小中学校教育や大学での講義、ペット防災、福島の今を巡る「ホープツーリズム」での実施など、各々
の専門性を活かして幅広い層へアプローチを続けている。一方で、近年はFT養成講座の開催が滞っており、
新たな人材の確保が急務となっている。
　今年度、筆者は本教材を通じ、自治体職員や地域住民、企業の社員研修に加え、男女共同参画の視点を
取り入れた研修を実施した。また、避難所運営の考え方を伝えるだけでなく、避難所の立ち上げ訓練や防
災訓練でのアドバイスなど、活動を多角的に展開してきた。これにより、従来のシミュレーションに加え、
実際の避難所開設を見据えた「座学と実践を組み合わせた演習」へのニーズにも対応した。
　研究会においては、震災以降の避難所事例のヒアリングを通じた新規設問の開発に取り組んでいる。次
年度は、社会情勢の変化に合わせた既存設問のブラッシュアップを推進するとともに、数年ぶりとなる
FT養成講座を再開し、福島の現状と教訓を伝え、避難所運営の理念と考え方をより広く発信していく所
存である。
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地域未来デザインセンター登録研究会

　地域未来デザインセンターには、以下の研究会が登録されています。これらの研究会制度は本学の教員
を代表とした研究シーズを地域をはじめとする社会の方々に利活用していただくために設けられたもので、
広く産業界、地域で活躍されている団体、個人の方々が参加することができます。

　■　登録研究会一覧
（令和７年４月現在）

研究会の名称 代 表 者 名 概　　要　　紹　　介 構 成 員 数

福 島 大 学 国 語
教 育 文 化 学 会

井　実　充　史 

（人間発達文化学類）

国語教育、日本の言語文化及び日本語教育の
各分野に関する研究・支援活動を主たる目的
とし、会員の研究発表、学術講演会の開催、
学会機関誌「言文」の発行等を定期的に行っ
ている。また、国語教育の諸問題をテーマに
した実践交流会も開催し、会員相互の情報交
換を行うと共に、その成果を教育現場に還元
している。

学会会員数は100名
程度。
人間発達文化学類教
員、学生、院生、卒
業生及び本会の趣旨
に賛同するもので構
成。

箱 庭 研 究 会
青　木　真　理 

（学校臨床支援センター）
心理療法についての文献の輪読、事例検討を
行っている。2025年度は年10回開催した。

代表者以外は、学外
者で、心理職、教育
職である。
本学大学院臨床心理
領域修了者が多い。

材料評価研究会
山　口　克　彦

（共生システム理工学類）

新しい材料の開発とその機能面・安全面での
評価法に関する勉強会・研究会を開催し、研
究交流・地域活性化を図り、とくに、新機能
性材料の開発に関連した研究交流活動を展開
する。勉強会・研究会セミナー、講演会など
を年数回開催する。

共生システム理工学
類教員　　　　４名
共生システム理工学
類客員教授
共生システム理工学
類客員研究員

福 島 大 学
トラッククラブ

蓮　沼　哲　哉 

（人間発達文化学類）

陸上競技を通して、地域貢献の一環として、
県内外の子どもたちの体力向上や競技力向上
を目指し、また、記録会開催による普及発展
を図っていく。また、地域スポーツクラブと
して活動していくことで、生涯を通して誰も
が運動・スポーツができる資質能力の育成を
図る。そして、陸上競技部に所属する学生が
指導や記録会を開催する機会を創出し、体育・
スポーツに関わる学生の資質向上を図る。ク
ラブ員の構成には、県内外の小学３年生以上
から成人までの陸上愛好者がクラブ員として
登録し活動している。

人間発達文化学類
１名

学外（福島大学
OB・OG）　　 ５名
小中学生クラブ員
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研究会の名称 代 表 者 名 概　　要　　紹　　介 構 成 員 数

福 島 大 学
声 楽 研 究 会

今　尾　　　滋 

（人間発達文化学類）

声楽を希望する学生の学内での発表の場と幅
広い音楽活動を行うだけではなく、学外との
連携を取り、より高度な芸術活動を周辺地域
で行っていくことを目的にする。学外との連
携に関しては、福島大学の教員、在学生や卒
業生が多く在籍する福島オペラ協会と連携を
取り、福島の地に総合芸術であるオペラを根
付かせる活動も行っていく。

15名
教員　　１名
院生　　３名
学類生　11名

福島ビエンナーレ
実 行 委 員 会

渡　邊　晃　一 

（人間発達文化学類）

本研究会は平成16年（2004年）に、福島で開
催されてきた現代美術展を基軸に、福島大学
の学生、院生諸氏が実行委員の中心となり、
始動したものである。福島では幅広い現代美
術に触れる機会や、若い美術家を支援する活
動がほとんどない状況のなかで、隔年開催の
芸術企画（ビエンナーレ）を機軸に、産民官
学の協働によって開催し、地域文化を活性化
させる一役を担ってきた。

主に人間発達文化学
類　院生、学生

美 術 館 と ま ち
づ く り 研 究 会

田　村　奈保子 

（行政政策学類）

美術館とまちづくり研究会は、⑴アートのあ
る生活の提案、⑵美術館と連携したクリエイ
ティブなまちづくりを目標に掲げ2009年春に
発足し、福島大学教員と学生・院生・卒業生、
他大学講師、中学校教諭、県立美術館学芸員
など産官民学のメンバーで活動を開始した。
大学教育・研究および地域貢献の連動を目指
し、福島県立美術館、市立中学校の美術教育
との連携を保ち、活動を行っている。

行政政策学類　２名
学外協力者　　数名

福島大学放射線
副 読 本 研 究 会

後　藤　　　忍
（共生システム理工学類）

社会貢献活動の一環として、放射線と被ばく
の問題について研究し、副読本などの媒体を
通じて情報発信することを目的として、福島
大学の教員有志により結成されている組織で
ある。

共生システム理工学
類　　　　　　２名
食農学類　　　１名
行政政策学類　４名
経済経営学類　４名
人間発達文化学類

１名
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　■　活　動　報　告

箱庭研究会 青　木　真　理

〈 活 動 報 告 〉
　2025年度の活動は以下のとおり。
１．例会
　日時：月１回土曜日13時～15時　場所：学校臨床支援センター
　内容：齋藤久美子『臨床から心を学び探求する』（岩崎学術出版社）の輪読、事例検討
　会員：10名（代表者を含む）
　　　　スクールカウンセラーなどの心理職，教員など
　　　第１回　４月19日㈯　参加者９名　スクールカウンセリングの諸課題（青木）
　　　第２回　５月10日㈯　参加者９名　本の輪読と事例検討
　　　第３回　６月28日㈯　参加者８名　本の輪読と事例検討
　　　第４回　７月12日㈯　参加者８名　本の輪読と事例検討
　　　第５回　８月30日㈯　参加者８名　本の輪読と事例検討
　　　第６回　10月11日㈯　参加者10名　本の輪読と事例検討
　　　第７回　11月15日㈯　参加者８名　本の輪読と事例検討
　　　第８回　12月20日㈯　参加者10名　事例検討
　　　第９回　２月21日㈯　参加者８名　本の輪読と事例検討
　　　第10回　３月14日㈯　参加者９名　本の輪読と事例検討
　なお、本会は、日本臨床心理士資格認定協会より定例型研修会として承認されている。

美術館とまちづくり研究会 田　村　奈保子

〈 活 動 報 告 〉
　美術館とまちづくり研究会は、⑴アートのある生活の提案、⑵美術館と連携したクリエイティブな
まちづくりを目標に掲げ2009年春に発足し、福島大学教員と学生・院生・卒業生、他大学講師、中学
校教諭、県立美術館学芸員など産官民学のメンバーで活動を開始した。大学教育・研究および地域貢
献の連動を目指し、福島県立美術館、市立中学校の美術教育との連携を保ち、2025年度は以下の活動
を行った。
１．福島地区中学校美術部作品展vol.31,32を行った（2025年７月５日㈯－６日㈰、2026年２月14日㈯
－15日㈰、いずれも於コラッセふくしま）。中学校美術部での活動成果である作品を展示した。展
示作業には中学校教諭と美術部生徒たちも参加した。

２．福島県立美術館への協力企画として「県美を推す会」と共催で行っている同美術館企画展のグルー
プ鑑賞企画について福島民望の取材を受け（2025年５月11日㈰）、2025年6月18日㈬に掲載された。また、
鑑賞会（福島県立美術館企画展「竹久夢二展」）を2025年11月８日㈯に行った。

３．福島県立美術館への協力企画として「福島県立美術館での作品鑑賞への誘い」の第４～６回を行っ
た。第４～５回は「竹久夢二展」、第６回は「大ゴッホ展～夜のカフェテラス」に因んだものであった。
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福島大学放射線副読本研究会 後　藤　　　忍

〈 活 動 報 告 〉
　イベント・研究発表・講演・論文など、主なものを紹介します。

【イベント】
・福島大学理工学群共生システム理工学類 環境計画研究室、「“減思力”の教訓を学ぶためのパネル

展」、二本松会場（主催：放射線防護の民主化フォーラム）：2025年11月８日㈯～９日㈰
【研究発表】（発表者、タイトル、学会等名称、開催方法、日付）
・後藤忍、「原子力災害時の安定ヨウ素剤の服用に関する教材等の調査と福島第一原発事故時の教訓に

関する教材の作成」、日本環境教育学会第36回大会研究発表要旨集、p.51、北海道教育大学釧路校 

+ オンライン、2025年10月９日㈭
・後藤忍、「原子力災害時の安定ヨウ素剤の服用に関する教材等の調査」、第４回東日本大震災・原子

力災害学術研究集会 予稿集、pp.17-18、コラッセふくしま、2026年３月19日㈭
・後藤忍、「福島第一原発事故に関する伝承施設における「批判的遺産」の展示」、第９回日本環境教育

学会東北支部大会 2025年度東北地区環境教育研究・活動発表会 プログラム＆要旨集、p.14、青森
市森林博物館、2026年３月20日（金・祝）

【講演】（講演者、主催団体等、開催地・方法、日付）
・後藤忍、岡山県教職員組合、オンライン、2025年５月31日㈯
・後藤忍、放射線防護の民主化フォーラム、二本松市、2025年11月８日㈯～９日㈰

【論文】（著者、タイトル、出典、発行年月）
・後藤忍・宍戸琢海、「ALPS処理水に関する映像作品の特性分析」、福島大学地域創造、第37巻第１号、

pp.27-42、2025年９月
【新聞・雑誌・ウェブサイト等】（内容、媒体名称、発行主体、日付）
・「放射性物質残った除染土が省庁の花壇や官邸で再利用…今後は全国に普及する可能性も」、女性

自身、2025年10月24日㈮
・『見ればわかる 知れば変わる－福島原発事故15年の現在地』、原子力市民委員会、2026年３月11日

㈬
・「【東日本大震災15年 被災地は今】残ったデブリ880トン　取り出せたのは10億分の１　終わり見え

ぬ廃炉作業」、大分合同新聞、2026年３月13日㈮
・「原発問題点を解説、多角的に指摘　事故15年、記憶「若い世代に」」、共同通信／北海道新聞／河

北新報／東奥日報／秋田魁新報／山形新聞／福島民報／福島民友／東京新聞／下野新聞／千葉テレ
ビ／千葉日報／新潟日報／中日新聞／静岡新聞／福井新聞／奈良新聞／中国新聞／日本海新聞／山
陰中央新報／山陽新聞／四国新聞／西日本新聞／佐賀新聞／熊本日日新聞／大分合同新聞／南日本
新聞／琉球新報／沖縄タイムス／ Yahoo!ニュース／ nippon.com ／ Infoseek ／ライブドアニュー
ス／47NEWS ／ Exciteニュース／ dメニューニュース　など、2026年３月19日㈭など

・「【東日本大震災15年 被災地は今】福島大の後藤教授　原発事故の風化に警鐘「自分事と考えて」」、
大分合同新聞、2026年３月19日㈭



67１．地域未来デザインセンター事業活動

資料整備保存事業

地域未来デザインセンター資料

　旧地域創造支援センター（CERA）は、1989年
に経済学部（現経済経営学類）の東北経済研究所

（1949年設置～）を改組して設立した地域研究セ
ンターを母体として2001年４月に発足しました。
　地域未来デザインセンター資料室では旧CERA

資料室から引き継いだ資料を所蔵し、閲覧・貸出
を行っております。

　・中央省庁で刊行している各種年報・統計書
　・福島県内市町村発行の「市町村史」
　・金融機関の統計資料、その他民間機関発行の

統計・調査報告書類
　・東北・北海道をはじめ全国の地方団体資料・

地域資料
　・各都道府県発行の統計書・計画書

2025年度の刊行物

紀要『福島大学地域創造』第37巻第１号
　　　　　2025年９月

紀要『福島大学地域創造』第37巻第２号
　　　　　2026年２月

地域未来デザインセンターレター№７
　　　　　　2025年７月

地域未来デザインセンターレター№８
　　　　　　2026年１月

　『地域未来デザインセンターレター』はCERA

レターの後継のレターになり、『福島大学地域未来
デザインセンター年報』は福島大学地域創造支援
センター年報及びうつくしまふくしま未来支援セ
ンター年報を一本化したものになります。紀要『福
島大学地域創造』、『福島大学地域未来デザインセ

ンター年報』については電子媒体のみの発行となり、
紀要『福島大学地域創造』の所収の論文等は福島
大学学術リポジトリに『地域未来デザインセンター
レター』・『福島大学地域未来デザインセンター年
報』については地域未来デザインセンターホーム
ページに随時、公開する予定でいますので、こち
らをご活用いただきますようお願い致します。

福島大学学術リポジトリ

　http : // i r . l ib . fukushima-u .ac . jp/repo/

repository/fukuro/　　

福島大学地域未来デザインセンター HP

　https://cfdc.net.fukushima-u.ac.jp/

　『松川事件資料』、『常磐炭砿資料』、『古文書』（県
歴史資料館へ寄託中）などがあります。なお、松
川事件資料、常磐炭砿資料については68～70頁を
ご参照ください。〈定期刊行物紹介〉

〈特殊資料について〉

〈資料室の資料紹介〉
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松川事件資料

　松川事件資料とは、松川事件、およびその後の裁判や運動に関する資料である。松川事件は、1949年８
月17日に発生した列車転覆事件で、その現場は福島大学金谷川キャンパスから約２キロの場所にある。戦
後最大の冤罪事件といわれ、1950年12月の第１審判決では被告全員が死刑を含む有罪となったが、被告を
支援する運動が全国に広がり、長い闘いの末、1963年９月に被告全員の無罪が確定した。福島大学では、
金谷川キャンパスへの移転が完了した後、1988年に松川資料室を開設し、事件や裁判・運動に関する資料
を収集し保管してきた。
　本資料はプライバシーに関わる内容を多く含んでいるため、自由な閲覧に供することはできない。しか
し一方で本資料は、松川事件やその後の裁判・運動を考えるうえで不可欠なものであり、松川事件に限ら
ず、その他の多くの冤罪事件やそれらの支援活動を考えるうえでも貴重な資料である。そのため、プライ
バシーの問題に十分配慮しながらも、見学などの依頼があれば可能な限り対応し、また限定的ながら展示
なども行っている。また、松川事件に関する取材や各種問い合わせにも可能な限り対応している。さらに、
今後の資料の有効な利活用の方法や、そのために必要な体制についても、継続して検討を続けている。以
下、いくつかのトピックに分けて、今年度の活動を紹介する。

１．見学・取材・各種問い合わせへの対応

　今年度は８件、延べ64名の見学があり、いずれも松川資料室の研究員等を兼任する本学教員が対応した。
また、マスコミからの取材が２件あり、このうち『財界ふくしま』の取材内容は、2025年５月１日発行の『財
界ふくしま臨時増刊号』に記事として掲載された。
　また、松川事件や裁判に関する問い合わせが２件、資料の貸出しに関する問い合わせが２件、資料の寄
贈に関する問い合わせが１件あった。

２．資料の整理・保存

　松川資料室には、依然として未整理の資料が多く存在しており、今年度もその整理・保存に向けた作業
を継続して行った。また、昨年度に引き続き、松川運動記念会の協力を得ながら、手紙類の著作権に対し
て使用許可を得るための活動を行った。

３．資料の利活用に関する検討

　資料の寄贈に関して、将来的に混乱が生じないような寄贈の手続きを検討した。資料の閲覧や館外持出
しなどについても、プライバシーの問題に十分配慮した手続きのあり方を検討した。また、近年の懸案で
ある資料室の見学環境の整備についても検討を行った。

（小松　賢司）
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常磐炭砿資料

　福島大学は常磐炭砿資料を所蔵している。1973年に常磐炭砿が閉山したあと、その経営体（旧常磐炭礦
株式会社、現常磐興産株式会社）より段階的に受け入れてきた膨大な史資料である。会社と労働組合の双
方の史資料がある。広げると小さな部屋の床一面ほどもある地図、会議資料、帳簿類、坑夫名簿、そして
出入りの仕出し屋の弁当の領収書……。その量と多様性において、ひとつの大学が所蔵する個別企業の資
料としては全国有数の規模を誇る。
　石炭産業はかつて近代日本の重要産業のひとつであり、日本の経済史、経営史、労働史、社会史、技術
史のなかで無視しえない位置を占めてきた。1950年代末頃以降は構造不況産業・衰退産業の代表ともなった。
それゆえ石炭産業は日本の産業構造の形成と転換、労働力の集中と移動の主戦場となり、日本の経済や社
会のありかたにとってきわめて重要な影響をもった。そして福島県と茨城県にまたがる常磐地域は、北海
道や九州北部と並ぶ日本の代表的な採炭地であった。
　常磐炭砿資料の学術的・歴史的価値はその意味で計り知れない。惜しむらくは、本学の力量と財政力で
は未だに十全な管理・活用の体制が整っていないことである。そもそも、整理と目録作成も未完である。
　2003年10月、センター運営委員会は「常磐炭砿資料整理・保存プロジェクト」を立ち上げた。それは次
の内容からなっている。１未整理資料のファイリングと仮配架、２その電子目録作成、３ファイリングさ
れた全資料の分類・再配架、４資料保存環境の整備。2003年度は学長裁量経費、2004年度は学術振興基金
から資金援助を受けて資料整理作業（１～３の作業）を再開した。そして2003年11月には資料提供者であ
る現常磐興産から２年間の奨学寄附金という形での資金援助が決定した。さらに2009年秋以降、新たに奨
学寄附金を拝領した。同社のご英断にあらためて敬意と感謝を表するとともに、このプロジェクトに対す
る大学の責任を改めて認識している。
　いまのところ、常磐炭砿資料の整理作業は授業期間中の毎水曜日13時から４時間、経済経営学類教員の
熊沢が実働上の中心となって、情報資料部員も加わり、約10人のアルバイト学生諸君の協力を得て少しず
つ続けられている。上記プロジェクト「１」の作業は終わり、同時進行させていた「２」についても、ほ
ぼ完成した状態である。
　ただし、2011年３月11日の震災によってピロティ内書架から落下したたくさんの史資料の再整理に着手
するのが遅れた結果、コンクリートをうっただけのピロティ床面からの湿気によって、資料の一部を汚損
してしまった。各大学構成員不測の事態と非常時の多忙ゆえとはいえ、私たちの不手際である。再整理と
汚損資料のリスト化は取り急ぎ進め、完了している。
　2013年１月の段階で、ピロティ内移動書架に以前から配架されていたファイルの電子目録完成をさしあ
たりの目標としていた。
　「２」の電子目録と移動書架配架分の電子目録化の進んだ部分を統合したうえで一元管理し、管理検索
可能とするデータベース構築がほぼ完成し、順次、新たに電子目録化された分をデータベースに登録する
作業が進められている。このデータベース設計と作成は、東京のケイノット社と同社の西山洋二氏のご尽
力によるところが大きい。記して謝意を表しておく。
　2013年10月30日、社会労働関係資料センター連絡協議会一行を福島大学に迎え、熊沢が、福島大学の常
磐炭砿資料の概要とその整理状況についてプレゼンテーションをおこなった。この連絡協議会には熊沢も
個人として参加しており、大阪産業労働資料館（エル・ライブラリー）や法政大学大原社会問題研究所か
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らの参加者各位とともに意見交換をし、今後の情報交換や資料整理上の協力関係の在り方をさぐることと
した。
　2013年秋から、経済経営学類棟の耐震工事が始まり、棟内全室が利用できなくなっていた。常磐炭砿資
料の保管場所である経済経営学類棟ピロティ、整理作業の作業場所である同演習室も、立ち入ることがで
きなかった。代替の作業スペースを確保し、すでに入力したデータをデータベースに移入する作業だけで
も進められないかと模索したが、データベースを動かしているPCのスペックの問題もあり、整理作業はいっ
たん中断することときめた。
　2014年秋以降、経済経営学類棟が利用可能となったが、主に整理を担当者している教員が水曜日の午後
に時間が取れなくなることが多くなったため、現在、整理作業は中断したままになっている。近年中の作
業の再スタートを期しながら、2026年を迎えた。
　今後さらに長期にわたる作業が必要であろうが、倦まず継続していきたい。いつの日かこの史資料の整
理と保存が、福島大学の、それほど目立たないけれども誇るべき存在意義のひとつになるだろう。このプ
ロジェクトを完遂するため、大学内外各位のご理解とご協力を切望する次第である。　　　

（熊沢　　透）
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令和７年度の公開授業アンケート調査の実施報告

地域未来デザインセンター　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　
教授（教育・広報・資料室担当マネージャー）　木　暮　照　正　

１．調査の経緯について

　本学では公開講座（広く市民一般を対象とした大学講座）と公開授業（公開講座の一種で、正規授業を
市民一般に公開。科目等履修生とは異なり、学生ではないため、単位認定はできない）を実施するにあた
り、平成13（2001）年度から公開講座の受講者を対象としたアンケート調査を、また平成15（2003）年度
からは公開授業の受講生と担当講師を対象とした調査を実施し、その結果・成果をまとめ、地域創造支援
センター年報等に報告してきた。
　令和２（2020）年頭に世界的に広がった新型コロナウイルス感染症、いわゆるコロナ禍の影響を受け、
公開講座・公開授業は中止対応を取ったが、公開授業については、令和５（2023）年度後期より再開し、
アンケート調査の方も同時に再開した（公開講座についてはまだ再開に至っていない）。
　本項では、今年度の公開授業受講生を対象に実施したアンケートの集計結果を報告するが、前回報告１

と同様に、コロナ禍前に実施したアンケートデータの累積集計も併記し、比較を試みることとする。

２．公開授業アンケート調査

２.1．調査方法
　２.1.1．調査対象者
　　回答総数は15件（延べ数）であった。匿名式のため、複数の講座を受講した者がそれぞれの科目で実

施したアンケートに回答した場合、人物特定ができない。そのため、同一人物の回答が重複している可
能性がある。

　２.1.2．調査票の構成
　　問１では調査対象者の特性について質問した。問１－１で10歳刻みの「年代」を、問１－２で「性別」を、

問１－３では市町村単位の住所を尋ねた。個人情報の観点から、すべて回答は任意（無回答でも可）とした。
　　問２では今回受講した公開授業科目について質問した。問２－１では難易度を「易しかった」から「難

しかった」までの５択で、問２－２では受講による収穫（受講によって得たもの）について「全くなかっ
た」から「大いにあった」までの５択でそれぞれ質問した。問２－３では自由記述式で受講した講座の感
想を尋ねた。

　　問３では福島大学の生涯学習事業全般に対する要望を質問した。問３－１では「次に福島大学公開講
座や公開授業等を受講するとしたら、どのような内容・レベル（専門性の程度）の講座・科目」を希望
するかについて、問３－２では「どのような内容の講座・科目なら受講したいと」思うかについて質問
した（「教養型」「資格型」「趣味型」から複数選択）。最後の問３－３では全般的な感想を質問した（自由
記述式）。

　（実際に使用したアンケート調査票は本項の末尾を参照のこと。）

１　木暮照正（2025）．公開授業アンケート調査の実施報告．福島大学地域未来デザインセンター年報
2024, 80 -85.
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　２.1.3．手続
　　公開授業担当講師より、授業内で公開授業受講生にアンケート用紙を提供し、回答を求めた。
２.2．結果
　欠損値等の影響で、合計値がデータ総数（15）と一致しない場合があるので、注意していただきたい。
既述の通り、前回の報告（木暮、 2025）よりコロナ禍前に実施したアンケートデータの累積集計も掲示し、
比較を試みており、今回も同様とする。
　表１－１に、公開授業生の年齢と性別（問１－１と１－２）の頻度分布を示した（％は全体、男性、女
性ごとの年代人数の比率。以下同）。女性の方が多かった。男性では全員70歳代以上で、女性では40－50

歳代、60歳代、70歳代以上がそれぞれ1/3ずつであった。表１－２に、過去のアンケートデータの累積集計（記
録が残る平成22（2010）年度後期から令和元（2019）年度までのデータ。なお、平成23（2011）年度前期
は東日本大震災により公開授業を中止したため関連データは存在しない。以下同）を示した。こちらにお
いて女性の方が多く（５％の差）、男性群では60歳代と70歳代以上で８割強、女性群では60歳代が４割強、
50歳代が２割で、男性の方が高齢化の傾向があった。これを比較すると、男女ともに高齢化が進んでいる
が、とくに男性群において顕著であるといえる。

　表２に、市町村レベルの住所（問１－３）の頻度分布を示した。公開授業はすべて大学キャンパスで開
催されることもあり、大学が立地する福島市の居住者が６割強を占めていた。コロナ禍前においても福島
市は平均70％（標準偏差７、最大84％、最小57％）を示していた。データ数が少なく、安易な解釈は控え
なくてはならないが、コロナ禍前と同水準であったといえる。

表1－1　公開授業アンケート：年代と性別の分布

年齢範囲 全体 ％ 男性 ％ 女性 ％

10歳代 0 0% 0 0% 0 0%
20歳代 0 0% 0 0% 0 0%
30歳代 0 0% 0 0% 0 0%
40歳代 1 7% 0 0% 1 11%
50歳代 2 14% 0 0% 2 22%
60歳代 3 21% 0 0% 3 33%
70歳代以上 8 57% 5 100% 3 33%

計 14 100% 5 100% 9 100%

表1－2　公開授業アンケート：年代と性別の分布（平成22年度後期から令和元年までの累積）

年齢範囲 全体 ％ 男性 ％ 女性 ％

10歳代 0 0% 0 0% 0 0%
20歳代 9 3% 2 1% 7 4%
30歳代 18 5% 3 2% 15 8%
40歳代 29 8% 3 2% 26 14%
50歳代 67 19% 22 13% 45 24%
60歳代 195 55% 114 68% 81 44%
70歳代以上 34 10% 24 14% 10 5%

計 352 100% 168 100% 184 100%
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　表３－１に、受講した公開授業科目の難易度（問２－１）の頻度分布を示した。６割強が「ちょうどよかった」
と回答し、「やや易しかった」という回答が４割弱であった。表３－２には、過去のアンケートデータの累
積集計を示したが、これと比較すると、今回の傾向も例年通りであったといえる。

　表４－１に、受講授業の収穫（問２－２）の頻度分布を示した。「大いにあった」という回答が９割弱、「ま
あまああった」という回答が１割強であった。「全くなかった」から「どちらともいえない」までの回答がなく、
全員が何らかの収穫があったと評価していた。表４－２には、コロナ禍前のデータ累積集計（なお、この
質問形式に関して比較できるデータが残るのは平成25（2013）年度後期以降であり、これまでのものとは
異なることに注意）を示した。これと比較しても、「大いにあった」の比率が高く、上振れの傾向が認めら
れるものの、例年通りの傾向であったといえる。

表3－1　公開授業アンケート：受講授業の難易度

授業の難易度 全体 ％ 男性 ％ 女性 ％

易しすぎた 0 0% 0 0% 0 0%
やや易しかった 0 0% 0 0% 0 0%
ちょうどよかった 8 62% 3 60% 5 63%
やや難しかった 5 38% 2 40% 3 38%
難しかった 0 0% 0 0% 0 0%

計 13 100% 5 100% 8 100%

表3－2　公開授業アンケート：受講授業の難易度（平成22年度後期から令和元年までの累積）

授業の難易度 全体 ％ 男性 ％ 女性 ％

易しすぎた 8 2% 4 2% 4 2%
やや易しかった 35 8% 15 8% 20 9%
ちょうどよかった 255 62% 122 63% 133 60%
やや難しかった 103 25% 47 24% 56 25%
難しかった 13 3% 6 3% 7 3%

計 414 100% 194 100% 220 100%

表２　公開授業アンケート：住所の分布

住　　所 全体 ％ 男性 ％ 女性 ％

福　島　市 9 64% 5 100% 4 44%
郡　山　市 2 14% 0 0% 2 22%
二 本 松 市 1 7% 0 0% 1 11%
三　春　町 1 7% 0 0% 1 11%
鏡　石　町 1 7% 0 0% 1 11%

計 14 100% 5 100% 9 100%
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　表５－１に、今後福島大学に期待する講座のテーマとレベル（問３－１）の頻度分布を示した（回答者
総数 (15)、男性数 (5)、女性数 (9)を母数とし、それぞれ比率を算出した）。希望テーマに関しては、数値
だけで比較すると、「同テーマ」(Ｎ＝10) ＞「異テーマ」(Ｎ＝８) の傾向であった。レベル設定に関しては
「同レベル」(Ｎ＝15) ＞「高レベル」(Ｎ＝３) で、「易レベル」を選択した者はいなかった。表５－２に、
コロナ禍前のデータ累積集計（この質問形式に関して比較できるデータが残るのは平成23(2011)年度後期
以降であり、これまでのものとは異なることに注意）を示した。「同テーマ」(Ｎ＝252)＞「異テーマ」(Ｎ

＝198)、「同レベル」(Ｎ＝282) ＞「高レベル」(Ｎ＝138) ＞「易レベル」(Ｎ＝30) の傾向であった。今回の
データでは、希望テーマ、レベル設定ともに、過去の傾向と同等であったといえる（ただし、データ数が
少ないため、安易な解釈は控えなくてはならない）。

表4－1　公開授業アンケート：受講授業による収穫

授業による収穫 全体 ％ 男性 ％ 女性 ％

全くなかった 0 0% 0 0% 0 0%
あまりなかった 0 0% 0 0% 0 0%
どちらともいえない 0 0% 0 0% 0 0%
まあまああった 2 14% 1 20% 1 11%
大いにあった 12 86% 4 80% 8 89%

計 14 100% 5 100% 9 100%

表4－2　公開授業アンケート：受講授業による収穫（平成25年度後期から令和元年までの累積）

授業による収穫 全体 ％ 男性 ％ 女性 ％

全くなかった 0 0% 0 0% 0 0%
あまりなかった 0 0% 0 0% 0 0%
どちらともいえない 2 1% 2 2% 0 0%
まあまああった 46 25% 26 31% 20 20%
大いにあった 137 74% 57 67% 80 80%

計 185 100% 85 100% 100 100%

表5－1　公開授業アンケート：福大講座に期待する内容・レベル（延べ数）

内容・レベル 全体 ％ 男性 ％ 女性 ％

同テーマ・高レベル 3 20% 0 0% 3 33%
同テーマ・同レベル 7 47% 3 60% 4 44%
同テーマ・易レベル 0 0% 0 0% 0 0%
異テーマ・高レベル 0 0% 0 0% 0 0%
異テーマ・同レベル 8 53% 3 60% 5 56%
異テーマ・易レベル 0 0% 0 0% 0 0%

表5－2　公開授業アンケート：福大講座に期待する内容・レベル（延べ数）
　　　　（平成23年度後期から令和元年までの累積）

内容・レベル 全体 ％ 男性 ％ 女性 ％

同テーマ・高レベル 99 32% 43 30% 56 35%
同テーマ・同レベル 140 46% 61 43% 79 49%
同テーマ・易レベル 13 4% 3 2% 10 6%
異テーマ・高レベル 39 13% 22 16% 17 10%
異テーマ・同レベル 142 47% 68 48% 74 46%
異テーマ・易レベル 17 6% 4 3% 13 8%
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　表６－１に、福島大学に希望する生涯学習内容（問３－２）の頻度分布を示した（これについても回答
者総数 (15)、男性数 (5)、女性数 (9)を母数とし、比率を算出した）。回答総数 (Ｎ＝15) に対して７割強が「教
養型」を、７％が「資格型」を、３割弱が「趣味型」を選択していた。表６－２には、コロナ禍前の累積集
計を示した。「教養型」の選択率は８割弱、「資格型」２割、「趣味型」３割というパターンであった。今回の
データは資格型の選択率がとくに低いという傾向が認められるが、過去の傾向と同じであった。

　データ数は少なく、安易な解釈は控えなくてはならないが、公開授業に対する評価や学習希望に関して
は過去のデータパターンと大きな変化は認められなかった。回答者の年齢層は高齢化が進んでおり（先に
述べたとおり、同一者が複数回回答している可能性はあり、その影響でさらに押し上げられていることも
考えうる）、この点は公開授業制度の運営という観点からは注視が必要であろう。

３．謝辞

　アンケート調査の実施にご協力いただいた公開授業受講生と担当講師の皆様、並びに事務局（社会共創
課）の関係者各位に対して、この紙面を以て謝辞を申し添えたい。

表6－1　公開授業アンケート：福島大学に希望する生涯学習内容（延べ数）

タ　イ　プ 全体 ％ 男性 ％ 女性 ％

教　　養　　型 11 73% 5 100% 6 67%
資　　格　　型 1 7% 0 0% 1 11%
趣　　味　　型 4 27% 1 20% 3 33%

表6－2　公開授業アンケート：福島大学に希望する生涯学習内容（延べ数）
　　　　（平成22年度後期から令和元年までの累積）

内容・レベル 全体 ％ 男性 ％ 女性 ％

教　　養　　型 279 78% 149 89% 130 70%
資　　格　　型 75 21% 11 7% 64 34%
趣　　味　　型 110 31% 33 20% 77 41%
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産学官連携教員（URA）の活動報告
地域未来デザインセンター　産学官連携教員　横島　善子　

１．知財クリニック等での知的財産関連相談
（2025年度４月－２月の実績、学内者を対象、下記３．又は４．で挙げたものを除く、原則毎週水・金

14：00－16：00に開催するほか随時相談受付）
　成果に関して　：４件
　著作権に関して：17件
　計　　　　　　：21件

２．学生・教職員への知的財産啓蒙
　２年生以上の全学類の学生を対象に、後期共通教育科目として「知的財産の基礎知識」を担当（履修
登録者：約160人）

３．学内の発明発掘等（2025年度４月－２月の実績）
　地域未来デザインセンター URAとともに、22人の教員と面談

４．特許出願等の対応（2025年度４月－２月の実績）
　特許出願数　　：２件
　特許登録数　　：５件
　品種登録出願数：１件

５．その他（2025年度４月－２月の実績）
・外部資金獲得のための申請書作成サポート：35件
・英文共同研究契約、共同出願契約、特許権等譲渡契約、秘密保持契約、MTA等の契約検討・交渉：

12件
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リサーチ・アドミニストレーターの活動報告
地域未来デザインセンター　リサーチ・アドミニストレーター（URA）　荻　多加之　

１．URA面談
　科研費申請書作成、外部資金獲得に向けての戦略、研究の方向性、研究広報などについて、産学官連
携教員等とともに教員との面談を行った。
　延べ91件（2025年４月～2026年３月の実績）

２．学会での研究発表
　研究支援における生成AIに活用についての講演を行った。
　「生成AIを研究支援に使ってみた！」RA協議会 第11回年次大会（2025年10月22日㈬）＠熊本城ホー
ル

３．研究費公募に対する申請書作成サポート
　科研費およびJST等のファンディングエージェンシー、財団などの外部資金獲得に向けて、申請書の
ブラッシュアップを行った。
　合計76件（2025年４月～2026年３月の実績）

４．広報支援活動
　大学のプレゼンス向上に向け、プレスリリース原稿のわかりやすさなどのチェック、修正を行った。
また、X（旧Twitter）を活用し、研究成果のタイムリーな周知を行った。
　プレスリリース原稿のチェック：21件（2025年４月～2026年３月の実績）
　X（旧Twitter）への投稿：20件、合計インプレッション（表示回数）：15,025回
　https://x.com/URA_Fukushima

５．研修への参加
　国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が主催する人材育成プログラムである「PM育成・活躍推
進プログラム」の第２ステージにおいて、プロジェクトの社会実装に向けた２年目の研修を実施した。
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リサーチ・アドミニストレーターの活動報告
地域未来デザインセンター　リサーチ・アドミニストレーター（URA）　工藤　哲志　

１．みちのくGAPファンド申請に係る案件発掘及び伴走支援
　みちのくGAPファンドとは、大学発スタートアップの輩出を究極の目的とした、技術やビジネスモ
デルなど大学の研究成果・シーズに係る事業性検証の支援制度です。同ファンドは「みちのくアカデミ
ア発スタートアップ共創プラットフォーム（略称：MASP）」、すなわち福島大学など東北・新潟の24大
学・高専で構成し、スタートアップ・エコシステムの形成を援助促進することを目指す枠組み、これの
主要プログラムのひとつです。
　2026年度の同ファンドの公募（2026年１－２月）に関して、同センターの永井義人特任教授とともに、
以下のようなことに取り組みました。
★申請案件の発掘

　教員と面談して同ファンドの制度趣旨及び内容について周知し、同時に当該教員の関連シーズの有
無内容、申請への興味関心の有無程度等を聴取した。
　※面談は2025年４月以降、計40件

★申請準備の支援
　少なくとも申請に興味を示した教員に対し、申請準備に向けて支援。審査においてどのようなこと
がらがどのような視点で評価されるか、について議論しながら、事業構想におけるヒト・モノ・カネ
というリソースの調達に係る情報を収集・提供するなどして、申請書作成等について伴走した。
　※教員６人を支援し、教員３人が申請に至った。

２．大学発スタートアップ設立・経営の基礎となるべき出資・融資、いわゆるオープンイノベーション、
経営者人材調達などに係る情報収集、とりわけ本学の産学連携活動の一環としてのそれ
　みちのくGAPファンドへの申請の支援担当者は、当該案件の事業性検証に係る多様な知識・情報の
収集に努めるべきであることから、もっぱら本学の産学連携活動をフィールドとして、以下のようなこ
とに取り組みました。
・福島大学絆会（産学官金連携の拡大・深化を目指し地場企業・県内市町村・金融機関などで構成する

親睦・情報連絡組織）の事務局の一員として、同会会員企業の年次総会での趣向の企画・運営（理工・
食農・経済など各学類の研究室の活動紹介ポスター数十点を展示するセッションなど）、その他、同
会会員企業（製造業）の工場を他の会員及び学生が見学する見学会などの企画・運営

・いわゆるメディテックに係る「メディカルクリエーションふくしま」、再エネの「REIFふくしま」、「ロ
ボット・航空宇宙フェスタふくしま」、「こおりやま広域圏　立地企業交流セミナー」、福島市とその周
辺の８市町に立地する企業や研究機関が事業紹介する「ふくしま産業交流フェア」…といった産業関
連イベントに出展・参加

・本学との共同研究や受託研究等に向かっての企業や自治体、公設施などからの相談に対応（面談は約
40件実施）
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産学官連携研究員の活動報告
産学官連携研究員　新城　榮一　

産学官連携事業
１）市民活動・ソーシャルベンチャー相談窓口（会津若松市）：現地対応
　　会津若松市より依頼を受けて、「実践活動を通して社会の役に立ちたい」「地域活性化の構想をカタ

チにしたい」「自分たちに合った法人格を選択したい」「団体を活性化させ活動の幅を広げたい」など、
市民活動やソーシャルベンチャー等の取組に関する幅広い相談に応えた。

　　2025年４月１日㈫～2026年３月31日㈫（予定）　現地対応期間

２）市民活動団体支援業務（会津若松市）：基本構想策定、事業内容指導
　　会津若松市との協働で市内の市民公益活動団体に対する中間支援事業を行った。
　　地域課題の多様化、複雑化に伴い行政と市民公益活動団体との協働・連携は益々重要になっている。

しかしながら市民公益活動団体側の事業遂行力や人財基盤、財政基盤などは脆弱なものがあり、その
底上げは市民と行政との『協働』を行っていく上で最優先に着手すべき課題と考える。

　　2025年４月１日㈫～2026年３月31日㈫（予定）　事業実施期間

３）起業家チャレンジ応援事業に係る起業サポーター（福島県内）：現地対応
　　福島県産業振興センターに起業家チャレンジ応援事業に係る起業サポーターとして登録し、福島県

の「地域課題解決型起業支援事業補助金」の採択者に対して、スムーズな起業に結びつけ、着実な成
長を果たせるよう支援を行った。

　　2025年７月１日㈫～2026年２月28日㈯　現地対応期間

４）ふくしまＦターン起業相談会（東京都内）：相談対応
　　福島県産業振興センターから依頼を受けて、主に関東圏にお住まいで福島県でのUIJターン起業を

考えている方や関心のある方向けの相談会の相談対応を行った。
　　第１回　2025年６月28日㈯
　　第２回　2025年７月26日㈯
　　第３回　2025年９月６日㈯
　　第４回　2025年10月４日㈯
　　第５回　2025年11月29日㈯
　　第６回　2026年２月21日㈯



83２．本学教員の研究・地域連携活動

連携コーディネーターの活動報告

味　戸　良　憲（役職：須賀川市企画政策部企画政策課　主任主査兼企画政策係長）

１．相互協力協定に基づく連携事業
　⑴　事業名
　　　須賀川市統計調査員協議会 市民対象講座
　⑵　福島大学担当（教授等）
　　　福島大学農学群食農学類　望月　翔太 准教授
　⑶　実施内容

　市民対象講座は、統計普及啓発活動の一環として、統計調査に対する市民の理解と関心を高め
るとともに、統計調査の円滑な実施に寄与することを目的として実施している。
　今年度は、市内でもクマの出没情報が相次ぎ、不安が高まっていることから、「クマ被害から   

身を守る方法（仮）」をテーマに、クマの出没状況や生態をデータや事例などから学ぶとともに、
日常生活や統計調査時に遭遇した際の対応方法を習得する内容で開催した。（市民交流センター
事業とのコラボレーション講座）

　⑷　日程
　　　令和８年３月１日㈰　10：30～11：30

　⑸　参加者
　　①　福島大学農学群食農学類　望月　翔太 准教授
　　②　市統計調査員協議会会員
　　③　一般市民

２．その他
　⑴　福島大学から依頼のあった各種講座・イベント等の周知
　⑵　その他連絡調整

安　田　修　由（役職：郡山信用金庫　顧客支援部　顧客支援課　課長）

・福島県よろず支援拠点と連携し経営相談会（年３回開催）を実施している。

・ビジネスマッチ東北2025（令和７年11月13日㈭、場所：仙台市内）に取引先４社が出展し支援した。

・ぐんしんビジネス交流会（令和７年11月18日㈫、場所：郡山市内）を開催し、取引先170社、226名
が参加した。ブース出展社13社、また、172件の商談を実施した。
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木　村　浩　之（役職：株式会社ゆめサポート南相馬　取締役所長）

１．連絡会議等の参加状況
　○令和７年度第１回ふくしま産学官連携コーディネーター会議
　　日　時：令和７年７月15日㈫　13：30～15：30

　　場　所：福島工業高等専門学校　本校舎３階会議室（いわき市）
　○令和７年度第２回ふくしま産学官連携コーディネーター会議
　　日　時：令和８年２月20日㈮　13：00～15：00

　　場　所：福島県立テクノアカデミー浜（南相馬市）
　　・ゆめサポート南福島の取り組み概要を発表。

２．学生との連携状況
　○2025年度　若手人材が輝くロボット・ICT人材育成プログラム
　　・復興創生ロボット・ICT人材育成（兼TA養成研修）
　　日　時：令和７年６月21日㈯　12：00～17：00、22日㈰　９：00～15：30

　　場　所：福島ロボットテストフィールド　１階カンファレンスホール（南相馬市）
　内　容：浜通り地域等で高校生等を対象にロボットやICTに関する人材育成を行うため、学生が

講師となるための育成を実施。
　　参加者：会津大学５名、福島大学14名、いわきコンピュータ・カレッジ３名

３．その他
　○福島大学からの依頼のあったイベント等を南相馬市内企業へ周知。
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〇福島大学地域未来デザインセンター規則

令和４年３月22日
　（趣　　　旨）
第１条　この規則は、福島大学学則（昭和24年６月１日制定）第４条の２第３項の規定に基づき、福

島大学地域未来デザインセンター（以下「センター」という。）の組織及び運営について必要な事
項を定めるものとする。

　（目　　　的）
第２条　センターは、地域と連携した教育及び研究を支援し、地域の課題解決やイノベーション創出

に貢献するとともに、新しい地域社会の在り方を提案し、地域創生に寄与することを目的とする。
　（業　　　務）
第３条　センターは、次の各号に掲げる業務を行う。
　一　地域デザインの研究、提言及び社会実装に関すること。
　二　地方自治体、企業、各種団体等との連携協力に関すること。
　三　地域の課題解決やイノベーション創出に資するプロジェクトの実施に関すること。
　四　学類及び大学院の教育プログラムの実施の支援に関すること。
　五　地域の課題解決やイノベーション創出への貢献に関すること。
　六　その他センターの目的を達成するために必要な業務
　（職　　　員）
第４条　センターに、次の各号に掲げる職員を置く。
　一　センター長
　二　副センター長
　三　専任教員
２　センターに、次の各号に掲げる職員を置くことができる。
　一　兼務教員
　二　特任教員
　三　客員教授又は客員准教授（以下「客員教授等」という。）
　四　連携コーディネーター
　五　その他必要な職員
　（センター長）
第５条　センター長は、センターの業務を掌理する。
２　センター長の選考については、別に定める。
　（副センター長）
第６条　副センター長は、センター長を補佐する。
２　副センター長は、第12条に規定する福島大学地域未来デザインセンター運営会議（以下「運営会

議」という。）の議を経てセンター長が指名する。
３　副センター長の任期は、１年又は２年とし、再任を妨げない。ただし、辞任したとき又は欠員と

なったときにおける後任者の任期は、前任者の残任期間とする。
　（専 任 教 員）
第７条　専任教員は、センターの業務を行う。
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２　専任教員の選考については、別に定める。
　（兼 務 教 員）
第８条　兼務教員は、センターの業務を兼務する。
２　兼務教員は、本学の教員のうちから、センター長の推薦に基づき学長が任命する。
　（特 任 教 員）
第９条　特任教員は、センターの業務に従事する。
２　特任教員の選考については、別に定める。
　（客員教授等）
第10条　客員教授等は、センターの業務に従事する。
２　客員教授等の選考については、別に定める。
　（連携コーディネーター）
第11条　連携コーディネーターは、センターの連携協力業務に従事する。
２　連携コーディネーターに関する必要な事項は、別に定める。
　（運 営 会 議）
第12条　センターの運営に関する事項の審議及びセンターの業務を実施するため、運営会議を置く。
２　運営会議に関し必要な事項は、別に定める。
　（部　門　等）
第13条　センターに、次の各号に掲げる部門を置く。
　一　プロデュース部門
　二　ソーシャルデザイン開発部門
　三　イノベーションコモンズ部門
２　前項に規定するもののほか、学内外の各種研究会等を登録することができる。
３　前２項に規定する部門等の組織及び運営については、別に定める。
　（事　　　務）
第14条　センターに関する事務は、研究・地域連携課において処理する。
　（雑　　　則）
第15条　この規則に定めるもののほか、センターに関し必要な事項は、別に定める。

　　　附　則
１　この規則は、令和４年４月１日から施行する。
２　福島大学地域創造支援センター規則（平成20年３月18日制定）及び福島大学うつくしまふくしま

未来支援センター規則（平成24年３月13日制定）は、廃止する。
　　　附　則
　この規則は、令和５年４月１日から施行する。
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〇福島大学地域未来デザインセンター資料の利用に関する細則

令和４年３月22日
　（趣　　　旨）
第１条　この細則は、福島大学地域未来デザインセンター（以下「センター」という。）が所蔵する

資料の利用に関し、必要な事項を定めるものとする。
　（定　　　義）
第２条　この細則において「資料」とは、センターが所蔵する次の各号に掲げるものをいう。
　一　逐次刊行物及び図書
　二　常磐炭礦資料
　三　松川事件関係資料
　四　古文書
　五　その他の資料
２　この細則において「利用」とは、学術研究を目的とした資料の閲覧、貸出し及び参考調査をいう。
　（利用者の範囲）
第３条　資料を利用することができる者（以下「利用者」という。）は、次の各号に掲げる者とする。
　一　本学役員及び職員並びに名誉教授
　二　本学客員教授等
　三　本学大学院生及びこれに準ずる者
　四　本学学生及びこれに準ずる者
　五　その他センター長が適当と認める者
　（利用可能日及び時間帯等）
第４条　センターにおける資料の利用可能日及び時間帯は、次のとおりとする。ただし、センター長

が必要と認めるときは、変更することができる。
　　月曜日から金曜日　午前９時から午後４時30分まで
２　前項に規定するもののうち、次の各号に規定する日は利用することができない。
　一　国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日
　二　本学が実施する夏季一斉休業の期間
　三　12月29日から翌年１月３日までの期間
　（利用手続き等）
第５条　資料を利用しようとする者は、所定の手続きによりセンター長の許可を得なければならない。
２　センターの資料室に入室しようとする者は、第３条第１号に規定する者を除き、所定の手続きに

よりセンター長の許可を得なければならない。
　（利 用 制 限）
第６条　センター長は、次の各号に掲げる資料の利用を制限することができる。
　一　公開することにより、センターの管理運営に支障が生ずるおそれ又は他の権利を侵害するおそ

れのある資料
　二　前号に規定するもののほか、センター長が指定する資料
　（閲　　　覧）
第７条　資料は、指定された場所で閲覧しなければならない。
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　（貸　出　し）
第８条　利用者は、所定の手続きにより、次のとおり貸出しを受けることができる。

　（特別貸出し）
第９条　第３条第４号に規定する者（準ずる者を除く。）は、次の各号に掲げる期間においては、前

条に規定するもののほか、資料の特別貸出しを受けることができる。
　一　春季、夏季及び冬季の各休業期間
　二　卒業研究等の作成期間
　三　教育実習期間
２　第３条第１号に規定する者が研究上特に必要とするときは、前条に規定するもののほか、資料の

特別貸出しを受けることができる。
３　前２項に規定する貸出件数及び期間は別に定める。
　（返　　　却）
第10条　次の各号のいずれかに該当した場合は、前２条の規定に基づき貸出しを受けた資料を直ちに

返却しなければならない。
　一　所定の貸出期間が経過したとき。
　二　第３条各号に規定する身分を失ったとき。
２　前条第１項及び第２項の規定により資料の貸出しを受けた者は、他の利用者が当該資料の利用を

希望したときは、研究等に特段の支障のない限り、速やかに返却しなければならない。
　（利用の停止）
第11条　センター長は、利用者がこの細則に違反したとき、又はその他センターの運営に重大な支障

を与えたときは、資料の利用を停止することができる。
　（弁　　　償）
第12条　センターの資料及び施設・設備等を汚損、損傷又は亡失した者は、直ちに届け出るとともに、

その損害を弁償しなければならない。
　（雑　　　則）
第13条　この細則に定めるもののほか、資料の利用に関し必要な事項は、センター長が定める。

　　　　附　則
１　この細則は、令和４年４月１日から施行する。
２　福島大学地域創造支援センター資料の利用細則（平成20年３月31日制定）は、廃止する。

区　　　　　　分 件　　数 期　　間

第３条第１号から第３号までに規定す
る者 20件以内 １カ月以内

第３条第４号及び第５号に規定する者 ５件以内 １週間以内



地域未来デザインセンター・スタッフ

理事（研究・地域連携担当） 松田　　幹
センター長・行政政策学類教授 鈴木　典夫
副センター長・教授 木暮　照正
特任教授 大越　正弘
特任教授 岩井　秀樹
特任教授 永井　義人
特任教授 高際　　均
特任准教授・相双地域支援サテライト長 藤室　玲治
特任准教授 江尻　綾美
特任准教授 斎藤　高明
産学官連携教員 横島　善子
研究員（URA） 荻　多加之
研究員（URA） 工藤　哲志
コーディネーター 阿部　陽子
事務職員 佐々木ひより
相双地域支援サテライト　研究員 山田　美香
相双地域支援サテライト　研究員 松原　　久
相双地域支援サテライト　研究員 山田　修司
相双地域支援サテライト　コーディネーター 北山真理子
相双地域支援サテライト　コーディネーター 前田　　悠
相双地域支援サテライト　コーディネーター（富岡サテライト） 佐藤　孝雄
相双地域支援サテライト　コーディネーター（富岡サテライト） 加賀谷　環
相双地域支援サテライト　コーディネーター（浪江サテライト） 伊藤　　航
相双地域支援サテライト　コーディネーター（富岡サテライト） 三枝　和代
兼務教員・行政政策学類教授 菊地　芳朗
兼務教員・行政政策学類教授 阿部　浩一
兼務教員・行政政策学類准教授 徳竹　　剛
兼務教員・人間発達文化学類教授 小松　賢司
兼務教員・人間発達文化学類教授 初澤　敏生
兼務教員・共生システム理工学類教授 黒沢　高秀
兼務教員・共生システム理工学類教授 川﨑　興太
兼務教員・経済経営学類教授 熊沢　　透
客員教授 山川　充夫
客員教授 柳沼　賢治
客員教授 三村　　悟
客員教授 本多　　環
客員教授 天野　和彦
客員教授 矢吹　光一
客員准教授 瀬戸　真之
客員准教授 村重慎一郎
客員研究員 三平　　洵
客員研究員 定池　祐季
客員研究員 季　　仁鉄
客員研究員 大槻　知史
客員研究員 稲垣　文彦
客員研究員 原田　　慎
客員研究員 吉田まり子
客員研究員 北村　育美

連携コーディネーター
髙畑　康平（喜多方市）
朽木　康博（福島市）
大内　博人（福島市）
齋藤　　亮（二本松市）
三瓶　夏美（南相馬市）
猪俣　伊祐（会津美里町）
村野　瑞樹（会津若松市）
佐々木加奈子（本宮市）
國分　駿介（田村市）
松下　義光（飯舘村）
齋藤　　誠（福島県会津地方振興局）
長谷川浩己（湯川村）
山田　麻紀（郡山市）
植木　大翔（西会津町）
西條　朋華（国見町）
藤田　美羽（いわき市）
坂本　光汰（富岡町）
真岡　典子（棚倉町）
奥山　雄一（西郷村）
北住　大輔（泉崎村）
尾形　千尋（中島村）
小針　美保（矢吹町）
味戸　良憲（須賀川市）
浦野　裕大（伊達市）
冨塚　俊樹（三春町）
新田　　徹（小野町）
鈴木　　薫（矢祭町）
真渡　智也（会津信用金庫）
安田　修由（郡山信用金庫）
伊東　貴之（白河信用金庫）
伊藤　文勝（須賀川信用金庫）
戸田　　学（ひまわり信用金庫）
古内　海人（あぶくま信用金庫）
松山　善之（二本松信用金庫）
佐藤　裕之（二本松信用金庫）

渡邉　　準（福島信用金庫）

小野崎久夫（㈱大東銀行）
黒沢　英紀（㈱東邦銀行）
佐藤　嘉一（㈱福島銀行）
小澤　　忍（㈱商工組合中央金庫福島支店）
吉田　　馨（(一社)産業サポート白河）
木村　浩之（㈱ゆめサポート南相馬）

2026年３月現在

事務（社会共創課）
課長 長根恵工美 課員 七海　明美
課員 松野　　航 広野　里恵

阿部　晃大

産学官連携研究員
新城　榮一
（㈱ニセンエックス代表取締役）

学類調整マネージャー
人間発達文化学類 蓮沼　哲哉
行政政策学類 西田奈保子
経済経営学類 吉田　　樹
共生システム理工学類 樋口　良之
食農学類 小山　良太
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